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第 36, 37, 38 の各頁は左右逆転印刷されたもので本表のとおり訂正します。

第 5 表 土ﾡの理学的性質(その1)
Table 5. Physical properties of the soils

段戸国有林の ヒ ノキ造林地土頭 Hinoki forest soils of the Dand。 National Forest

断 面 
番 号

Pro- 
file

No.

土ﾡ型

Type 

of 

soil

CH 厚 さ

Ccm)

Thick-

ness

容積重

Cg/ioocc)

Volume 

weight

容請組成
Volume 

composition

最小容気量ﾡ 容 ﾡ

Minimum Gravel

土 f山 水 画 係 Water relationship
非毛管孔照

Non-capil- 
lary pore

(% by 
volume of 
core soil)

透水連度 

Percola-

tion rate

(cclminン

pF 2.5 
含 水 量 
Moisture 
(% by 
volume of

soil)

pF 1.7 
含 水 量 
Moisture 
(% by 
volume of

soil)

飽 水採取時水分

Saturation
<% by 
volume of 

soil)

Moisture 
in field 

condition
CPFン

bite

index

non-

zon
固体 
Solid 
(%)

水 
Water 
(%

空,気
Air 
(%

.
air 

co

volume

(%)

A. 8 70 28.9 39.3 31.8 18.3 8.5 420 38.3 51.3 58.6 1.85 11.0

2 Be 15.8 a2 18 105 40.3 46.4 13.3 3.1 11.5 83 48.4 58.4 64.3 1.9 8.2

B 30 139 52.1 30.7 17.2 4.3 24.8 82 30.9 47.9 58.2 1.7 7.6

A1 10 60 25.2 36.8 38.0 22.8 1.2 500 35.2 41.2 53.4 2.0 12.0

3 BoCBD 13.5 a2 16 88 35.6 51.7 12.7 4.5 0.6 17 47.7 54.0 61.0 1.9 6.5

B 18+ 103 39.4 44.2 16.4 1.4 1.1 21 36.6 46.7 56.9 2.0 7.2

A, 12 41 19.5 40.5 40.0 24.5 0.7 260 39.3 46.8 57.9 2.0 11.0

4 Bo 15 A: 26 67 27.4 51.3 21.3 9.6 1.5 195 48.4 55.8 64.5 2.0 9.5

B 20+ 85 32.0 45.9 22.1 4.9 0.8 12 40.4 53.2 60.0 L 5.2

Bd 
(comp.>

A 10 61 26.5 52.8 20.8 12.0 0.6 150 46.2 53.8 62.3 1.75 8.2

9 8.6 B, 16 79 29.5 57.0 12.6 3.6 1.1 27 50.7 59.4 66.7 1.8 7.2

b2 25 88 33.2 56.3 10.5 3.8 1.6 8 51.4 58.4 64.6 1.8 5.1

Bncd) 
(comp.)

A 10 70 32.7 52.8 14.5 5.0 0.3 3.2 50.0 59.3 66.2 2.1 6.8

10 5.9 A-B 10 81 32.8 47.9 19.4 6.0 1.1 28 41.5 55.0 62.2 2.0 7.0

B 30+ 97 37.7 53.5 8.9 -0.6 0.5 2 48.8 57.9 63.5 2.0 5.6

A 10 52 23.1 48.2 27.8 8.0 0.2 18 43.1 56.0 70.6 1.95 6. 4(14.0ゝ

11 Bocd) 
(comp. 6.4 B 20 83 33.1 57.3 9.6 3.6 0.5 8 52.1 59.0 64.0 1.85 4.0

C 20 90 34.7 56.9 8.4 1.7 0.6 3 51.8 60.6 64.1 1.8 3.5

A: 10 84 34.9 44.6 20.5 6.2 1.1 75 41.8 ・48.5 59.5 2.3 10.8

12 Bo 8.5 A-B 18 88 34.8 45.2 20.0 6.0 0.8 45 42.4 49.3 59.8 2.2 10.4

B 15+ 96 47.5 49.5 13.0 3.7 0.7 18 44.0 53.6 59.8 2.2 5.2

A 15 62 28.4 40.0 31.6 9.9 3.4 123 36.4 45.3 66.3 2.0 17.8

14 Bd 10.6 A-B 10 70 27.7 50.7 21.6 3.4 3.6 49 45.7 55.6 71.8 1.85 13.5

B 25 84 32.2 58.2 9.6 4.6 1.0 1 50.5 60.4 63.6 1.8 2.8

A 14 59 25.9 61.6 12.6 5.1 1.5 48 49.8 65.5 70.7 1.9 5.1

15 Bd 9.8 A-B 8 79 32.2 59.9 7.9 1.6 1.8 1 57.5 64.5 67.8 2.0 3.2

B 20+ 81 30.7 58.4 11.0 4.8 1.0 2 52.7 60.3 64.8 1.9 4.1

16
BI A 8 45 21.2 57.8 21.1 7.4 0.1 90 52.6 63.1 72.2 2.0 9.0

(comp. 6 B 40+ 84 33.8 63.0 3.2 - 1.6 0.3 2 56.3 64.6 68.4 2.0 2.8

17
B/(w)
(pOro- A, 10 48 20.2 48.5 31.4 11.6 0.4 570 39.4 52.2 68.7 1.85 16.2

us) 17 A2 20+ 72 29.5 57.7 12.8 0.8 0.6 62 54.8 62.8 70.2 1.9 6.2

BICwう
16

A 15 56 24.7 40.0 35.3 14.6 5.0 350 37.1 45.5 64.2 1.9 17. 518 (pOro- 
us) B 30+ 74 29.0 43.5 27.6 7.6 3.0 215 37.7 48.3 65.6 1.9 16.5



第5表 土ﾡの理学的性質 (その2
天城, 河津国有林の スギ造林地土壌 Sugi forest soils of the Amagi and Kawazu National Forest
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index
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Volume 

weight

容積組成
Volume 

composition

最小容気量
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air

C%)

碑容稿

Gravel 

volume

く%>

土ﾡ水関 係 Water relationship
非毛管孔隙 
Non-capil- 
lary pore

(% by 
volume of

core soil

透水速度

Percola-

tion rate

Ccc/m>

pF 2.5 
含水量 
Moisture 
(% by 
volume of

soilゝ

pF 1.7 
合 水 量 
Moisture 
(% by 
volume of

soil)

知 水

Saturation 
(% by 
volume of

soil>

採取時水分

Moisture 
in field 
condition

(CpF>

固体 
Solid 
C%ン

Water
〔%ン

空気
Air
〔%ン

A, 16 50 21.2 55.2 23.6 11.3 5.1 540 55.2 61.3 75.9 1.7 13.1

p.1 BoCw) 18.9 A: 12 70 28.0 58.0 14.0 4.9 7.5 200 58.3 63.3 73.7 1.7 9.5

B 25 69 27.5 63.2 9.3 3.4 5.7 4 63.8 72.2 76.6 1.9 2.9

Ai 10 52 22.1 61.8 16.1 4.4 5.6 210 59.5 67.4 85.0 1.6 13.8

p. 2 Bo 16.8 A: 15 54 22.1 61.0 16.9 4.3 1.8 110 58.8 63.7 75.6 1.8 10.5

B 25 64 25.9 58.8 15.3 3.8 4.6 19 58.5 65.5 78.6 1.9 7.0

A： 13 41 18.8 53.8 27.4 10.5 2.9 460 52.3 58.0 76.3 1.8 16.0

p. 3 Bo 17.5 18 53 23.3 60.0 16.7 0.6 3.9 50 60.9 65.6 79.6 1.9 11.0
B～

Vs 20+ 55 23.4 59.0 17.6 6.8 7.4 9 62.7 73.1 82.9 1.9 7.3

Ai 4 47 21.1 42.2 36.7 22.7 1.8 85 43.4 48.1 60. I 2.5 9.5

p. 4
BA～

8.6 A2 18 53 28.2 52.5 19.3 6.8 1.8 30 54.6 62.3 71.4 2.1 7.5

BpCd B 10 56 23.9 60.0 16.1 5.6 3.6 35 55.5 66. 3 77.4 1.9 8.3

Vs 20 67 28.1 35.8 36.1 16.6 11.2 — 42.0 48.5 71.2 2.1 8.8

Bo A, 12 72 28.8 49.5 21.7 8.5 10. 7 560 51.2 56.8 71.2 1.8 14.5
P- 5 (pOro- 

usン
25.0 A:

B

20

20+

80

121

31.3

46.1

48.7

35.8

20.0

18.0

2.7

2.7

12.6

26.5

325

85

50.9

42.9

56.6

50.6

75 o

71.0

1.75

1.8

16.5

14.2

Bo 
(comp

A 19 44 21.2 56.5 22.3 8.9 1.1 75 52.1 60.4 72.9 1.85 12.5

p. 6 9.9 B 12 53 23.0 63.5 13.5 2.5 2.5 20 59.2 67.9 78 7 1.75 9.5
Vs 20 84 34.8 42.2 23.0 11.5 16.0 30 50.0 59.8 76.6 1.7 10. 0

Ai 6 36 17.0 57. 5 25.5 12.6 0.9 260 54.3 60.1 71.9 1.8 12.0

p. 7 Bo 13. 6 A2 22 36 17.1 59.8 23.1 10.9 0.8 160 55.5 62.6 74.2 1.9 11.0

A-B 20+ 52 22.2 68.5 9.4 4.1 1.7 4 66.0 72.0 76.7 1.8 4.8

Ai 12 27 13.4 52.0 34.6 13.4 1.6 850 51.4 57.1 76.9 1.95 18.8
p. 8 B 18.9 A2 25 49 18.3 61.8 19.9 7.8 7.3 40 63.3 71.8 83.1 1.9 9.0

B 12+ 52 21.3 63.8 14.9 5.2 14.8 10 67.8 77.2 86.0 1.8 6.5

Ai 15 45 19.2 37.2 43.5 21.2 4.0 830 37.7 42.9 62.7 2.2 20.0
p. 9 Bp 20.5 A2 20 72 28.9 48.2 22.8 7.1 5.9 65 47.8 53.2 68.6 2.0 11.5

B 15 86 34.7 55.2 10.1 1.6 7.1 3 53.6 65.6 70.4 2.0 5.2

Ai 5
p.10 Bd 13.7 A2 18 72 29.8 48.5 21.8 5.5 1.0 95 47.6 53.3 67.4 2.2 12.2

B 28 78 31.5 42.0 26.5 6.2 7.0 50 43.7 54.4 66.6 2.25 10.8

p.11 Be 20.6
A, 15 66 26.8 35.2 38.0 21.2 12.1 320 39.4 43.7 59.8 2.0 15.0

A: 35 78 31.2 38.0 30.8 11.8 13.9 220 42.3 49.0 66.5 2.1 15.2

A, 6

P-12 Bd 15.2 A2 13 88 34.1 51.0 15.0 4.7 7.1 57 54. 5 58.0 66.1 2.3 7.5

B 30 93 35.9 41.3 22.8 5.6 15.4 78 47.4 52.8 70.7 2.3 12.7

1 A, 8 43 18.0 42.2 39.8 20.0 1.0 960 42.9 45.2 63.3 2.0 18.2
p. 13 Bn 20.3 As 20 63 25.2 46.3 28.5 10.7 9.2 320 50.0 54.4 71.0 2.0 15.5

__________ _________ B 20+ 63 24.5 45.8 29.7 9.7 6.1 25 45.5 59.7 70.0 2.0 10.2
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微銃観祭 に よ る 土壌の研究 第 1 報

土場導ル の作製法 こその 土壌 

研究への応用 :ついて

黒 鳥 忠("

松本久 二⑵

まえがき

土壤を自然状態のま ま観察し,研究をする方法は。形態学的研究として,物理,化学的研究 と ともに, 

土理学の主要な研究部門 として発達 した。そして. 土期の構造(structure), 組織 (constitution), 土性 

(texture), 物更の移動集積な ど土頭を形態的に特徴づける諸性質をさ らに細部にわたつて観察し, 検討し 

ようとする試みが,形態的研究が進むにつれて,いろいろな方法で行われてきた。

今回筆者らが採用した土ﾡを背片にして観察する方法は, 細部観察の一方法 として古くか ら試みられて 

いる。この方法は, Ross, C. S.7)によつてほぼ体系づけられ, Harper, H. J., voLK, G. W.S3) や, 

KUBIENA, W. L." などによ つて改良され,広く 紹介された ものである。

これ らの方法 と他の方法を併用 して,土頭の孔際性, ﾡ細構造, 腐植の形態などを検討 した例はいく つ 

かある1の。しかし, その数は必ずしも多くない。日本でも,渡辺貫が, その著書に 、 RoSS,C.S.の方 

法と, ミクロトームを用うる方法とを記述してい、るが, その後, この方法を用いた研究報告は見られな 

い。

このように薄片法を用いた研究発表が特定の人々に限定されているのは,薄片作製技術がむずかしいの 

と,試料固化剤の入手が容易でないためと考えられる。

筆者らは研究対象を自然状態の森林土理においたために,試料による石礫,根など硬度の著しく異なる 

物質が混在したので,薄片を作るにあたつて,研磨法を採用した。また,試料固化剤として紹介されてい 

る Bakelite-vanish,Kollolish などの入手が不可能な状態にあったので,国内* 1で入手可能な Bakelite 
系物質, カナダバルサムなどを用いて検討した。その結果カナダバルサムを採用した。以下カナダバルサ 

ムを用いた場合の薄片作製法を記述 し,得られた薄片を例示することによつて, 土期研究への応用性を考 

察することにする。

この研究は, 前林業試験場長 ・ 現東京大学教授 ・ 農学博士 ・ 大政正隆先生の御指導の下に行われた。こ 

こに記して深甚の謝意を表する。また,研究を進めるにあたつて,種々御便宜をいただいた,農学博士・

*1 この研究は1942年に着手したものであるが, 途中戰災のために当初の材料および成果の大部分 

を失い,戰後再着手にあたつては,試料,ことに薬剤類の選択にははなはだしい制限をうけた。

(1) 土壌調査部土壌調査科地質研究室長
(2) 土壌調部土壌調査科地質研究室団



2 — 林野土壌調査報告 第9号 題试鏡観察に よ る士ゴ ニ (第1 報 Cバ ・松本> —3 —

宮崎情土壌調査部長はじめ, 多 く の試料を提供された土頭調査部研究室の各位に呼 く 御礼申し上げる。

土壌の薄片作製方法

I予 措

(1ゝ 試料の調整

自然状態の土頭を風乾する前に, 目的とする面が約 3 x 3c 以下になるよ うに小刀・ 糸ﾡなどで調整 

するか, または, これとほほ同形, 同大の塊を選び,祖g紙を敷いたシャーレ(金風製のものが:破損が少な 

く て最適であ る。う の上に とり, なるべく静隠な室内で風乾 した。自 然状態の土ﾡを観察 しよう とすると 

きは, 特に乾ﾡを促進させるような処置はとるべきでない。試料の大きさが,上記のものよりもあまり大 

きな場合には, 一般のスライ ドグラスにのらない不便がある。逆に,あまり小さい場合,たとえば 0.5cm: 
径以下 の試料は研磨操作がきわめて困難である。もし,研究上どうしてもこのような試料を対像としなけ 

ればならない ときは, 大きい場合には注意深く切半して, 2個の試料として取り扱い,小さいものはいく 

つかの粒を集合 した形で取 り扱う ほかはない。

(2ン カナグバルサム液の調製

薄片用のカナダバルサムは固化したあとで粘り気の残らない品質のものが望ましい。この理由はあとで 

記述す る。

供試用バルサム液は,60～80°C にあたためて流動 しやすくなつたカナダバルサムを, あらかじめ大型 

流瓶 C100～150cc容)に定容のキシ ロ ールを入れたものに移し, バルサム •キシ ロールの容積比が 1:3, 
1:2, 1:1,2:1になるような4種類の混合液をつくつた。いずれも, なおしばらくあたためてよく混和 

してから, 試料の固化用に供した。

(3う 試料の固化

調整した風乾試料は,シャー レに乗せたまま60～80°C のホッ ト プレート上におき,約 30 分後少しあ 

たためた 1:3 バルサム液を,余剰の液がわずかに週紙に滲出する まで,： 試料の全面に手早く 滴下 した。 

普通の試料では,この操作は2回行えば良いが,埴土のように滲透の悪いものは,数分間の間隔をおいて, 

3～4 回操作を繰り返す必要がある。

次に, 約 20 分後に,普通の試料には 1:1バルサム液を, 重粘な試料•には 1:2 バルサム液を約 10 分 

ごとに 2 ないし 3 回繰り返して滴下した。バルサム液の参返する状態を注恋深く観察し, 試料の大きさ と 

性質を考慮すれ, 滴下の量を見当づける ことができる。重粘な試料の場合は,さらに1:1バルサム液を 

滴下する必要がある。

以上の操作を終えた試料は, そのままホットプレート上に 5 〜6 時間おき,さらに 2:1 バルサム液を 

1 回滴下 し,しばらくしてから広の竹製ピンセットで試料を反転し, さらに 1 回滴下すると よい。

滴下操作を 終えた試料は,揮発成分を完全に 迫い出すまで,ホ ッ トプレート 上か恒温乾燥器内で 70 
～80℃ に保温した。これに要する時間は,試料の性質, 加えたバルサム液の量などで区々であるが, 普 

通は1週間く らいかかる。この操作はﾡ作製の中で最も長い時間を要するが, 時間を短縮するために温 

度を高めすぎたりすると,揮発成分の急激な発散によつて気泡ができて,試料がこわれることが多い。ま 

た,バルサムの異常済色, 試料•中 の有機物の焦変な どが起つ て,良い薄片が得られなくなるので,できる 

だけ低目の温度で, 揮発成分を徐々に追い出すように注意しなければならない。

演作の完了は抑発成分によ る特有の刺載呉が くるこ とによつてわかる。

固化した試科の多くは見掛け上の色が著しく 変化する。層髓を 多く 含む試料ほど この傾 向は強いが,こ 

. 染色とか, 本貢的な変色によ る ものでなく,薄片にした場合にはなんらの影髀もない。

It 試料の研磨

(1 ぷ料の整形

固 化i作 を終った試科は, 面の平滞な抑鉄板"上で カ ーボ ラ > ダム*:  を用. 水を添加 し なが、ら研磨 

し,おおよその目的面を現わし. さらに反転して,価きに注意しながら研ﾡし,呼さな 1～0.5cm の板 

状のものにした。この際. 固化用バルサムの量が不足するとか,焼きすぎている ものは試料•の外側からこ 

われがちである。また. 抑発成分の残存するもの (多くは試料の中心部> その部分がﾡ戦色を呈して峡 

らかく, カーボラン ダムが:喰い込んで研が く いかなない。バルサムの量の少ない場合はまだ研磨に供さ 

ないものについてバルサム液 2:1 滴下からや りmし,多い、場合には揮発成分がななくなるまで保温する。

おおよその形を整えたものは,仕上げ用硝子板* 3上でカーボランダムの微粉*'を用いて水を添加しな  

がら研し, 目的の一 面を完全に平滑に した。この面の仕上げは,よほどていねいに行わない、と, あとで 

薄片ができたときに見苦しいものになる。

(2 試料■のはりつけ

片面を平滑に した試料•はよく 水洗した後, g紙にのせて, 30°C くらいのホットプレート上で十分に水 

分を除去する。一方, 消なスライ ドグラス* 。にあらかじ揮発成分をむ完全に除いた温バルサム C後で詳 

しく記述するゝ 2～3滴を落し,アルコールランプまたはブンゼン極小縮上であたためながら上記の試料 

をのせ, 注意深く,平らにはりつけた。

この際スライ ドグラスをあまり熱しすざると, 試料面と スライ ドの間に気泡が現われ,試料も軟化して 

はり つけ面に凸凹ができて薄片の仕上げが不可能にな る。

はりつけ用バルサムが固化しかかつてから試料を動かすと, ひずみができて,仕上げ研磨の際,試料 

がはがれることが多いので注恋しなければならない。

は り つけ用バルサ ム は少量の原液を 50 ない し100 cc 容のﾡ製Iに と り ,小ﾡで徐 々 にあたため, 揮発 

成分の小さな気泡の発生が終りわずかに白煙が発するようになつたときに,火から遠ざけてつくつた。本 

品は作製後ただちに使用する必要がある。

加熱の限界をすこしでも越したものは急連に着: 色が始ま り. 性質ももろくなるので,使用の際はあらか 

じ原液からある種度揮発成分を除いたものを多量につくつておき, その中からはりつけ 2～3 回分 C約 

5cc ととり, 上記の操作を行 うと よい。なお, バルサ ム によ つては上記の発泡 と発煙がほ どん ど同時に起 

るものがあり,また, 終点のみにくいものがある。このような材科の場合には,バルサムを焦がさないよ 

うに注恋してあたためなながら, 時々先を閉ぢた金属ピンセッ ト を入れて少量のバルサムを付着させ,急激

1 岩石薄片作製用のもの と同じ。面積 30X30 cm く らい, 厚さ 1cm・ 以上のものがよい。

*2 市販のカーボラン ダム細粉。硬度 9, 120～200nes/のものがよい。これよりも粗いものは土ﾡ 

の研磨用 としては不適当 である。また,ﾡ度8以下の研磨剤は,試料中によく見られる石英など, 
硬度の高い鉱物の研磨が巧く行われないので不適当である。

*3 岩石研磨用 と同じ。軟質で, 面積20 * 20 cm 以上,厚さ 1 cm 以上の も ので, 両面平滑な も の。

※4 市販の カ ーボラン ダム微粉。硬度 9, 300mcsh 以下。市販の ものを さ らに篩別 し て,精選 してお 

く。

*5 岩石用スライ ドグラス。2.8*5c, 厚さ 1nu, 四囲を磨いたものがよい。生物用の一 般のも 

のは厚さが薄く,長すぎて研磨操作上不都合が多い。
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にピンセッ トの先を開い、て両せん端間に引き伸されたバルサムがただちに固主 り,指先に粘性を感じなく 

なつたときを終点とする。

はりつけ用バルサムに対してこのように格別の注意を払う理由は. 土風の背片は岩石のそれの場合と興 

なり,薄片のはりかえが不可能なためである。もし,はりつけるときにバルサムが焼けすぎていると, 仕 

上げ研磨の最終段階で薄片がはがれて,. それまでの操作が無為になることがきわっめて多い。また,逆に, 

焼きが足 りないときは, 粘度が高 く ・ 仕上げ研磨がや りにくいばか、りでななく, 研ﾡ剤や研残査な どが試 

料面や四囲に喰い込んで,できた薄片の価値をはなはだしく損する。

C3ゝ 仕上げ研磨

はりつけを終つた試料は,ﾡ鉄板上で, 整形の場合と同様に"傾き。に注意しながら 1～3mm 厚にな 

るまで粗研磨をした。ただし,原試料がきわめて粗鬆なものは,これよりもやや厚目のうちにﾡ研磨を打 

ち切るのが安全である。つぎに,よく水ﾡしてから, 補子板上でカーボラングム徴粉を用いて仕上げ研ﾡ 

を行つた。仕上げの最終段階では,新たにカーボランダムを加えず,それまでの研磨によつて生じた微粒 

残査を仲介 として,静かに研磨するよ う に した。こ の段階では, 指先 のわずかな 力 の不平均が著しく 仕上 

りに影響するほか, わずかの粗い粒の存在,たとえば, 粗粒のカーボラン ダム,試料中から脱落した鉱物 

片などが存在すると面にを生じ, 薄片がこわれるこ とがある。

薄片の母終の厚さは目的によつて区々であるが,鉱物観察用で0.03～0.04mmi,一般用では0.04～0.07 
m く らいが適当である。

I 薄片の固定および保存

仕上げ研磨を終えた薄片は,よく 水洗し,過紙上で乾燥し,わずかにあたためながら,約40°Cにあた 

ためた封じ込み用バルサム*  を 1～2 滴落し, カバーグラス(2.2*2.6c1,2.2*2.2cm  のものをよ く使 

う を被せて固定し,顕微鏡観察用に供した。封じ込み用バルサムの量は,カバーグラスで封じ込みうる 

最少量であることが望ましい。

薄片の保存は,常に プレパラート の面が水平を保つ ようにする。また, どのような衝撃,圧力, 熱など 

もかからないように注意しなければならない。

土壤研究への応用について

筆者らは上記の方法によつて,日本の各地から採集した土期,土頭母材, 風化した岩石などの硬軟,堅 

脆,多様な試料の薄片を作製して観察した。その結果, 自然土頭の細部形態を, ほとんどそのまま, われ 

われの視野にとらえ うることを知つた。しかも,この視野に現われる細部形態の特徴の数多く は,野外調 

査によつて学び得た形態的性質をさらに詳細に示すとともに, 形態を特徴づける諸因子の解析の可能性を 

示唆するものであった。

以上の結果によつて,筆者らは, 研究の 目的に沿つた試料の選択,取扱いを行えば,この方法は, 土ﾡ 

を形づ く るすべての因子に対する形態的な研究に応用 し う る もの と考えた。

*1 封じ込み用バルサム液の濃度は,いままでの経験から見て,バルサム:キシロール容積比3:1の 

ものが最もつごうがよい。これよりも濃度の低いものは, 流動性には富むが,保存中に, 薄片を 

固化したバルサム と融和して,薄片が分散することがある。これに反して, あまり濃度の高いも 

のは,流動性に乏しく,カバーグラスで封ずる際,温度を高めがちとなり,熱のために固化バル 

サムを軟化させ, 薄片を分散させるおそれが多い。

顕微銃観察による土頭の研究(第1報 C鳥・松本> -5-

かかる見地からの系統的な研究成果は,程を改めて報告する予定であるが,本報告では, 要の例示と, 

それから観察される事項を記述することによって,土軍研究への応用範囲について考察を加えることにと 

どめる。

I 岩石の風化

土ﾡに接するか, または, 土壤中に含まれる岩石,石際の風化のﾡ様は,肉眼観察では,外界に接する 

面, あるいは, ﾡ理面ななどか、ら進行過費が認められる。ところが,薄片を通して細かく見る と, 岩石のも 

つ組臨上の羽点,すなわち,教理, 孔隙,銘物組成の相違,結晶形の相など種々のﾡ素が, 風化の素因 

と して深く関与するこ とがわかる。それからの素因と水の動きが風化をすすめる上に大きな役割をもって 

い る のであ る

写真 1から」は, これ らの現練の例示であ る (Plate I ゝ。

写1は, 流紋岩であるが,流紋理に伴う わずかな組織のむら C担糖な部分> から風化のはじまってい 

るこ とを示している。

写真 2 は, 浮石の風化の模様であ る。

浮石は,写真に示すようにきめて多孔質であるが, その多くの孔は,いわゆる気池状で, 外囲と隔離 

されている。その中で,外囲 となん らかの条件で通 じやすかつた と 思われる孔の部分か ら選択的に風化が 

行われている。

写真3は, 珪岩の風化したものであるが,これは, 写項1と同様に石理として現われるわずかな組織の 

いと, そのほか, 結晶形,および鉱物の興なる小脈などから風化がすすんでいくことをよく示している。 

写項4は, 粗面岩である。これなども, 紋理の弱点,割れ目, 異質な脈(方解石ゝなどから風化してい 

く 様子を示した好例であるが,写左隅に見える外囲(土ﾡ と接した面に,著しく風化の進んだ部分が 

認められない こと は,将来に研究の余地を残している。

I 土壌の生成および各層位の形態

日本の山岳地帯は比較的急酸であるのと ・ 地段変動や火山活動な どの影響を強く 受けているために,基 

岩 と 土期母材 と が必ず し も 一致 しない場合が しば しばであ る。また, 生成履歴の新 しい土壤が予想外に多 

い。それ らのうちには野外観察や分析操作では十分に見きわめのっかないものがかな りあるが, 顕感鏡観 

察では容易に判別することができる。

その例として,筆者は残積土の形態をもつものとして, 写真5 〜 8 と写真 9 〜 12 の 2 系列を CPlate 
II, 土ﾡ母材と基ﾡとの関係が不連続なものとして写真13～15を (Plate HQ, 新しい母材 c火山灰ゝ か 

らの土期として写真 16-18 を CPlate I;)選んで表示した。以下それぞれについて観察される ことを記 

述する。

写項5～8は,花崗岩を母岩 とする残積土のほぼ標識的な形態を示すも ので,各順位に見られる粘土生 

成や砂粒に見 られる鉱物 の消長 も 連続的であ る。

これに対して,写真 9 〜 12 は,内眼的には, 石英閃緑岩を母岩とする残積土と見なされるものであるが, 

下綱の様相に前者とﾡつた特興性が認められる。すなわち,Asﾡと B - Ci 層の間に明らかな不連続関 

係が うかがわれる。このこ とは,この土壤断面 の発達過程におい て,中断,または再生成というようなこ 

とがたつたことを示すものである。また,この土屋断面の C:ﾡ以下 (基ﾡ は深層風化を行ったもの 

で, 母材の風化の面からも特異性をもった材料である。
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こう して見ると, この土期断面ははたして真の残積土であるか否か,土度生成の履展を; 况べる上に笑味 

深い問題をなげかけているものである。

写y13-15 は,古い火山灰から生成された土頭であるが,BMとCﾡ 〔シラスルわ> との間に母村的- 

も, また, 土頭生成の面か・らも極常な不通続関係が1められる。

写 16-18 は, 同じく火山灰から生成された土城であるが,第2Mの給土生成が:主だほとんと行っれ 

ておらず,いわゆるA一C型土頭を形成し, 全例位を通じて鉱物の分解過程がきわめて若い。このことは, 

土頭母材 となっている火山灰の堆積歴史が新しい こと と あいまって,土頭として きわっめて未熟であ る こと 

をよ く現わしている。

II 土壌の柄造

日本の森林土期によ く見られる構造として,団粒状, 粒状,細粒状,堅果状。塊状,カベ状,単粒状な 

どがあるが, こ れ らの構造の細部形態の検討 は,構造の決定,その形成機構に資す るとこ ろがすくた く た

い。

こについての系統的研究成果は別報にゆだねることにして, ここでは, 野外観察によつてめら 

た上記それぞれの構造ごとに,その細部の形態を比較してみることにする。

ﾡ真19 CPlate mは, 団粒状 ccrumbう 構造であるが, 模式図 1 CPlate1,) にも示すとおリ, 

3ないし5 重に複合された粒団からなる美しい形態をもっている。また, 倍率下での粒団単位粒の大き さ 

が比較的単一的に そろつていることは, 示唆に富む もの と 思 れ る ・

写真20 (Plate 皿)は,塊状 (blocky, cloddy) 構造の内部形態である。crumb に比較 して団粒 とし 

ての内容がやや単純となり,また, 単位粒間の間隔は小さくなつている。

写真 21 (Plate m)は粒状 (granular) 構造,また,写真 22 CPlatem) は細徴状 Cloose-granular) 
構道" のそれぞれ細部形態であるが,模式図 3. 4 CPlatem にも示す とお り ・ 異質な団粒の枚合型を 

なしている点でcrumbとは相当に趣を異にする。また,団粒形態の上でこの粒状と細粒状構造の両者に 

はかな り の類似性が功め られる ことは, これら2 種の構造が形成機構の上で共通点があ ること を示す も の 

と考えられる。

写ず23,24(Platemm.)は, 堅果状(nutty) 構造の細部形態である。これらのものは,それぞれ肉眼 

で認められる土粒の形態に比例 した小粒で構成されてい る。材料によって単位粒の大きさ にかな り の違い 

があ。るのは, この構ﾡがさらになんらかの方法で細分類されることを示すものと考えられる。

写真 25 (Plate m。 はカベ状 (massive) 構造,写真 26 (Plate nr2) (単粒 Csingle grain) 構造の例 

示であるが, それぞれ肉眼で見るよ り も粘土と砂の構成状態や,性質の違いな どが判然と区分される こと 

がわかる。

w 組織および孔隙

前項までの例示でもわかる ように,土国の組成を単純な球, あるいはそこ主では考えないとしても,大 

小粒の 一元的な組合せ と 考え るのはあ ま り に単純であ るということ がわかる。孔隙の形状,大きさ,その 

組合せは予想外に複雑であって,こ の面の系統的な検討,ことに, 細孔際 と 水分の動向 と の関係には多 く 

の研究すべ き 内容が残 されている。

構造の発達した場合の孔隙については第  β1項に例示したので,ここ では特別に構造を もたない土壤 CB 
層)の孔隙の形状について考察を加えることにする。

顕微銃観察による土風の研究(第1報 C県バ・松本 - 7 一

写y{27 と 28 (Plate r) は,いずれ も 管状ないし 気泡状の孔風の形態を もつ ■たも のであるが,孔の 

配列には, 団粒の場合と異なって一貫性が認められない。また,土城によって孔隙の大きさや分布比率に 

も差異が認められる。これらの現象について,目下解明に努力中である。

V 土壌中の生物

土ﾡ中に生存する生物が土頭の形態や性ﾡに大きな影響を与えていることは一般にﾡめられていると こ 

ろであるが, 具体的なことになると,その資料■は乏しい。ところが,ほとんど偶然ではあるが,自然土頭 

の切の中に生物と土頭の関係を示すものが数多く見い出された。その数例を次に記載する。菌根歯糸の 

よ う に土理形態を明 らかに特徴づける も のは意識的に取 り 上げる ことにした。

写y29 (Plate VI) は,F-HI旭の菌損 <ﾡ糸ﾡ Fungous mantleうおよび糸の形態を示したも 

ので, 写真 30 (Plate ▼は,MMC歯糸舗間の細部形態を示したものであるが, 歯糸ﾡ, およびこれ 

を取り巻く栄英菌糸体,成然した菌糸体,枯死した苗糸体,腐植粒などの関係がよく示されている。

写真 31 (Plate VI) は,Hﾡ中に見られた花粉 <地上植生, およびその大きさ,形状から見て ス ギ 

Criplomicria jaPontica と 思われる)である。

写［32～36 (Plate ":は,い、ずれも虫類の遺跡ならびに代謝物を示したものである。この村料だけ 

では系統的には論ずる こ と はできないが, 類の食請. 代謝物や生活跡の形状,大きさなどと 土頭旭位 と 

の関係を考慮すれば,系統的な検討が可能になると 同時に,これら生物が土ﾡの物理,化学的性質に及 

す影響の種度につい て も 論及できる もの と 考え られる。

写真 32 CPlateY:)は,Hﾡi中の虫の代謝物を示したものである。材料が選択的に食価: されている。

写ず 33 CPlateYは, A旭中に見られた虫の孔と代訓物である。

写ず 34 (Plate v2) は,A 阳下部に見られた大形の虫孔 と,孔の中 の充塡物の模様である が,四囲の 

土壊と物理性に若しい差異ができている。

写真35 と 36 CPlateYs は,Aﾡ下部からBﾡ上部において, 虫孔や代謝物によって微細構造が形 

成された材料である。

u 物質の移動および集積

土壊中の物質溶脱現:象,水分移動に伴っての二,三酸化物,腐植などの沈澱,グライ化など諸現象の細 

部を観察するには,薄片による方法が非常に有効である。

写真 37〜40 CPlateW は, きわめて羽度にボドソル化した土頭の各ﾡ位である。この土国断面は肉 

眼では溶脱部があま り判然と していなかつたものである。これらの写真によつて明らかにされた特徴は, 

A 2 因は溶脱罔で特別な構造の発達が見 られないこと, B. 層の着色は全体的に腐植,濃色部は鉄に よ る 

こと, B:層には主として鉄による雲状と濃い点状斑が認められることなどである。さらに, B,-B:ﾡ 
と深さが増すにしたがって細かい構造が発達するのが認められる。

写真41 と 42 (PlateWl:) は,粒径および組成を著しく異にする2つの層位の境に水酸化鉄の沈選し 

た例である。いずれも,土層の物理的性質の違いが水分の動きを左右することを示す好材料である。

写真43 CPlate s) は,土壤化の行われていない火山灰層の孔隙に沿って腐植および水が滲透 し,根 

も これに随伴したと見られるものである。野外観察では, この上層の上で大多数の根の発達が とまつてい 

たものであるが,孔隙内に見られる腐植の給源は,当初の孔隙を縫って貫入 してのち枯死した根であろ う。

いずれにしても, 植物,水, 空気が母材を土壌化していく 段階を示すもの と解してさしつかえないと思
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われる。

写真44 (Plete H,)は, 砂質な不近水ﾡの内部形態を示したものである。かつてあつた孔頃のすべて 

が水酸化鉄によ つて埋められ,現在は有効な孔隙を全く 失つている。か.つての孔阪の形がレンズ状または 

糸状になり, 配列も水平になつている ことは, このﾡの履に特殊性があったことをしめすものと思われ 

る 〇

写真45(Plate う は, グライﾡ中に見られる小さな斑鉄と, 孔隙; こ沿つて環状; こ沈敬した鉄を示す 

ものである。これらの沈積物のあるものは孔隙と深い関係があることを示しているが,孔隙のすべてがこ 

れらの積物に関与するとは限らないようである。これらの現象を解折することは容易でなないが, さらに 

数多くの試料について観察を行え, 水の動向 と孔隙との関係や,物氏選後構を とらえる有力な手段が 

得られるものと考えられる。

要 約

I 薄片の作製

土维の細部形態を調べる一方法として,を薄片にして観察する方法を採用した。この方法では,試 

料を固化する際に用い る薬剤の種類に よって操作 も異なるが, 筆者らは, 現在が国で入手が最も容易で, 

試科■に対して滲透性の優れたカナダバルサムを採用 し,その使用法を研売した。その大要を摘録すれば次 

のとおりである。

(1> 面が 3*3c大以下の土塊, または同等大に調整した試料を静かに風乾し,60～80°Cに保つたホ 

ット プレート上に保持しながら,バルサム:キシロール容積比 1:3, 1：2, 1:1, 2： 1 溶液を順次滲透させ, 

約1週間保温をつづけてキシ ロ ールを迫い出し,試料■を固化する。

C2う 固化した試料は鉄板および硝子板上でカーボランダムを用いて片面を磨き上げ,岩石の場合と同 

様にスライ ドグラスにはり付け,反転して研磨を行い,0.04～0.07m・厚の薄片をつくる。

C3う でき上つた薄片はバルサム： キシロール容積比 3： 1 溶液 と カバーグラスを用いて封じ込み,観察 

用とする。

土建はそれ自体きわめて脆弱な物質であるから,操作途上に相当な注意深さを必要とする。また,岩石 

の場合と異なり,薄片にしてからのはり替え操作ができないので,ことに最終段階では,どのような過失 

もはいらないようにこころがけなければならない。

I 土壌研究への応用

筆者らは, 上記の方法によつて 日本各地から採取した森林土期について薄片を作製し, 観察した。その 

結果,岩石ならびに鉱物の風化,土頭の生成, 土期構造の種類およびその生成に関与する因子,組織およ 

二 び孔隙の実態,土期に 対する 生物因子の影響,物質の移動な らびに集積の模様な ど土頭の形態を特徴づけ 

る 諸因子を解明する手段 として薄片観察の方法が適切である ことを知つた。そこで,筆者らは, それぞれ 

の項について,写真の例示をもつて解説した。

顕徴鏡観祭によ る土頭の研先 (第 1 報 (黒鳥・松本)
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Microscopical Study of Forest Soils (I

On the method of making thin sections of soils for 

microscopic observation, and the application of 
this technique to the study of forest soils

Tadashi KUROTORI and Hisaji MATSUMOTO

(Resume)

The microscopic observation of natural soils has been considered as a substantial means, 

together with physical, chemical and biological methods, to classify the nature and the mode 

of formation of soils. In accordance with this conception, the authors adopted the micro- 

scopical means in the study of forest soils.

There are many methods to make thin sections which are the most important materials 

in the microscopical study of soils. Among them, the authors adopted the method in which 

Canada-balsam was used as a coagulating agent of soils, the reason being that this chemical 

was easily obtainable in our country, and was thought the most suitable agent to make 

desirable thin sections, in spite of the difficulty of handlingprocedure.

Outline of the method to make thin sections which were used by the authors is as 

follows :

Soil chips or aggregates were cut, whose maximum size is 3*3*3 cmz and were care- 

fully air-dried in an undisturbed room.

Then the samples were placed on the hot-plate, the temperature of which was regulated 

between 60 t。 80 degrees centigrade (Celsius), and after about 30 minutes the hot balsam 

solution (the ratio of balsam to xylol is 1:3 in volume) was added drop by drop until the 

samples were completely saturated with balsam.

Samples thus treated were kept still on the hot-plate for about 20 minutes ; then, in the 

case of the ordinary samples, 1 : 1 (balsam : xylol) balsam solution was dropped 2to3 times 

each 10 minutes. When the soil samples were clayey it was necessary to pour the balsam 

solution of1:2, and sometimes some more drops of balsam solution of 1 : 1.

After this treatment, the samples were placed for a further 5-6 hours, and the balsam 

solution of 2 : 1, was applied.

After the saturation of the soils with balsam solution, the samples were turned over, and 

once more the balsam solution was dropped on them.

Treated samples were kept at 70～80°C on a liot-plate or in a theimostat about a week 

to evaporate the volatile materials.

The finished samples were polished, like rock samples, with medium carborundum on an 

iron plate and again polished with fine carborundum on a glass plate to make even, bright 

faces. Each polished face of soil chip was fixed on a slide glass with Canada-balsam. The 

other side of the fixed samples were polished again as above, to make thin sections. The 

finishing touch needed skill, which was rather easily attainable by experience.

Using these thin sections, the authors found the way to make clear the nature and the 

mode of formation of soil which is demonstrated in the photographs of this report.

Photos 1～4 indicate the initial stage of weathering which proceeds along fissures or 

cracks or discontinuous faces between different minerals.

As is stated above, the microscopic observation of soils is a powerful means in the study 

of soil formation, which is clearly shown by the photographs 5～1S.

Photos 19〜26 are the photographs of micro-structure of soils. Here we find that the 

microscopical method is the direct one to classify the mode of formation of the structure of 

soils, and that the structural units are composed of smaller units of the same size and shape.

Photos 27 and 28 show the special case of pores found in the B-horizon ; the reason for 

the existence of such pores is now under investigation.

Effect of microbes in the soil has been studied by many soil scientist from various points 

of view, all of which are very valuable in solving the problem of soil forming processes. 

The microscopical observation as apopted by the autlors, is one of the useful techniques to 

make clear how the soils were made.

Photos 29 〜 36 indicate the influence of fungi and insects on the development of soils.

Seme elements of soils, i. e., humus, sesqui-osides and bases are apt to be easily leached 

out and deposited in some horizons, and according t。 these phenomena, soils are classified 

into many kinds.
Photos 37-45 show how these elements were moved and deposited.

This report of the authors s。 far covers onlythe introduction of the study. Details, and 

more extensive descriptions willbe reporte in a subsequent paper.
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岩石の風化
Weathering of rocks

Phot.1 流萩岩 Rhyolite

Weathering occurs along the lines between the minute 
diference of structures (especially in the coarse parts 

of structure>*20

Phot. 2浮 石 Pumise

Weathering can only be seen in those cavities which 

are open to the exterior parts. *20
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Phot. 3 理 岩 Quartzite

Weathering can only be obsei vccl along the veins 

bctween diffeicnt crystals orminelals. *20

Phot.4 粗 面:岩 Trachyte
This photgraph shows the good example of the 

process of weathering, which procesed along the fissures, 

weaklines between figures； and the veines along,the het- 

erogeneous substances (i. e. calcite). *20

層位 別に 見た土壌 生成 の標本

Soil-forming proccsscs seen cach horizon of soil profiles

Phot. 5～8 残 F 土 Residual soil

The residual soil formed on granite.

Forming of clay substance and changes of crystals 

can clearly be observed in each photograph of the 

horizon. *20

Phot. 5 Ai horizon

Phot. 6 Az horizon
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Plot. 7 B horizon

Phot. 9～12 残 土: Residual soil

'The residual soil which is considered to be derived 

from quartz-diorite.

Distinct difference.between A. and B-C, horizonsshows 

the discontinuity of the soil forming processes. *20

Phot. 9 Ai horizon

Phot. 8 C horizon
Phot.10 Ao horizon
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Phot. 11 (B-C horizon

Phot. 13—15 商f 土: Trarsported soil. 1.

Old volcanic ash soil formed on Shirasu <volcanic ash 

of Kirishima volcanoes erupted in early stageン.
Distinct difference canbe ol:served between B and C 

hori:ons. *20

Phot. 13 A horizon

Phot. 12 C2 horizon

Phot.14 B horizon
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Phot. 15 C horizon

Phot. 16～18 ﾡ 積 土 Transported soil. 2.

Young volcanic ash soil (A-C soil).

Fresh minerals are seen in every horizon and the 

formation of clay substances is scarce even in the A 

horizon. *20

Phot.16 A horizon
Phot. 18 C. horizon
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土壌の構造 Soil structure

写 ずに 19 団,粒状 構 造

Phot. 19 Crumb structure

ゲ! 20 塊 状 i 造
Phot 20 Cloddy structure *20

模式図1 S......Sand and gravel

Fig 1. Crumb structure p......Pore

R......Root

Each crumb is composed of 3-5 units of soil particles. 

The homogeneity of the size of these particles is very 

suggestive.

模式図2 S……Sand
Fig 2. Cloddy Structure P.......Pore

R..... Root

Comparing the crumb structure, (Phot. 19, Fig.1> 

inner construction is rather simple and the distances 

between unit particles are narrower.
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写 ず 21 粒 状 ﾡ 造
Phot. 21 Granular structure *20

ゲ バ 22 細 ド 状 計 沿i

Phot. 22 Loose granular structure of Ohmasa. *20

模 式 図 3 S……Gravel

Fig. 3. Granular structure. p......Pore

R......Root

Distinct difference is seen between this and crumb 

structure. In case of this structure, several units of 

different nature,are aggregated.

-/ 、、
I イ 乙

模 式 図 4
Fig 1. Loose granular structure of Ohmasa. x20 

R.....Root 1...... Fragments. 2.......Aggregates.

This structure is considered to be formed by the 

excretion of mycchoriza or the mycelium of fungi. 

The similarity of the minor structure of this and the 

granular structure indicates the resemblance of the 

mode of formation.
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Phot. 23 I 果 状 # 沿 1 Nutty structure Cfine unitD 

The shape of each unit is similar t。 that of the 

structure-unitXseen by the nahed eye. *20

Phot. 25 カ ベ 状 構 造 Massive structure

Pores and mineral particlcs are observed. *20

Phot. 24 堅 果 状 才 沿 2 Nutty structure (medium unk> 

The size of this structure is larger than that of the 

structure shown in phot. 23. It indicates the possibility 

of the farther classification of nutty structure. *20

Phot. 26 単 粒・ 構 道 Single、grain structure

The kind and the nature of each grain are recognizable 

under microscope. *20
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B層中の孔防の形状

The shape and size of pore in B horizon
土中の生物

Activitics of soil organisms

Phot. 27 孔 「 C中ン Pore (medium size)

Tube or bubble-like pores are concentrated in the lower 

part of the photograph.

Origin of these pores is now under investigation. *20

Phot.28 孔 除 (細) Pore (fine size) 

Bubble-like pores are evenly scattered on the plane of 

the section which are connected by narrow tube-like 

pores. * 20

Phot. 29 Fungus mycelia and fungus mantles in the

F-II layer. *20

Phot. 30 The foini of fungi in M layer (the layer

composed mainly of fungus mycelia). *26 戶
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Phot. 31 Aggregation of pollen in H layer (Criptomerid 
japonica) *20-50

民虫類による土壌の構造形成

Insects as soil forming factor

Phot. 33 Micro-structure formed by insects. *20
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Phot. 34 Insect-hole filled with soil aggregate. *20 Phot. 36 Several kinds of insect-holes. *2050

Phot. 35 Micro-structure formed by insects as shown 

in Phot. 33.

But more compact than the other. *20
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ポ ドゾル化土壌の各層位

Mode of movements of humus and sesqui-oxide in weekly podzolizcd soil

Phot. 37 F and H layers

A clear line is seen between F 

and II layers. *50

Phot. 38 Aa Horizon

Humus and sesqui-oxides are leached. Structure is 

rather massive. * 50

Phot. 39 B,horizon

Uniformly colored by humus, but sesqui-oxides accumulate 

in spot. Fine cracks are seen. *50

Phot. 40 B2 horizon

Sesqui-oxides mainly accumulate in this horizon.

Dark spots are the concretions sesqui-oxides.

Fine nutty structure is developed. *50
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土壌の性質と水の動きとの関係
Locus of soil water effected by the specific 

physical characters of soil

Phot. 41 The iron deposits on a boundary between 

two horizons which have different textures.

Water moves along this boundary. *20

Phot. 42 A micro-constitutions 

of the deposited part of preceeding 

photograph, x 20

Phot. 43 Holes in a massive layer 

of volcanic ash. Some of them are 

stained by humus substances. One 

is penetrated by a root. *20

Phot. 44 Inner construction of the layer which 

reject infiltration of water.

All pores are filled with iron deposit.

Pores shown in below are lens-shaped and lay in 

parallel. The fact indicates the effect of pressure 

from above, x 20
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スギ・ ヒノキ の成長 こ 土壌条件

真 下 育

橋 本 与

宮 川

久 

良 

清()

Phot. 45 Spots and tube of iron deposit in the glei

horizon. x20

緒 言

スギ・ ヒ ノキははが国における最も重要なﾡ林樹種であり, 広くかつ古くから造林されているにもか 

かわらず,いまだに適地の判定を誤り,不成縱造林地となる例があとをたたない。そこで筆者らは既往の 

造林地の成績 と 土壊 と の関係を調査 し,いわゆる 適地適木の造林へ の応用 を企図 した。

本報告ではまだ資料数が少な く, 1 団地の 1 例を示す; こすぎないが,今後このよ う な調査が各地域に, 

各樹種について行われれば, かならず造林上益する ものが多い こと と 思われる。

林木の成長を左右する も のは土壊条件ぱか り ではない。気温 ・ 降水量 ・風衝な どの気候条件お よびこれ 

を局部的に変化させてい る地形的条件 も きわめて重要な因子であ る。このほか病虫害な どの生物的因子, 

造林地であれ, 保育その他の取扱い方によ る影響も また重要である。林木の成長はこれ ら,あらゆる因 

子の総合された結果 と考えなければならない。しかしながら,生物的• 人為的因子はさておき,気候的・地 

形的因子は同時に土期生成に も強く 働く ものであるから, 土壊の性質を調べることによ り,間接的ではあ 

るが, ある程度これらの因子をもあらわすことができる。

このような観点から筆者らは次の2国有林の遺林地において, スギ •ヒノキの成長と土理との関係を調 

査した。調査地の概況は次の と お り であ る。

(1ゝ ヒノ キ林調査地

段戸国有林の海扱800～1,000mの地域に12箇所* 1 の調査区を設けた。同国有林は名古屋當林局新城営 

林: 署の所管に属 し,愛知県北設楽郡に あ り,三河高原 と よ ばれ る 隆起準平原の中北部 に位置する海抜 

500～1,100m の団地である。地形は準平原の特徴をよく あらわし,海扱800m 以上の地域は起伏量少な 

く ,小規模の ドー ム状残丘が点在し, 大部分が緩斜面ないし平坦面 となつてい る。準平原地域は団地の約 

8割を占め, その大部分がヒノキの造林地 となつている。地質は古生層の頁岩・砂岩・確岩などを起源と 

する変成岩類および花幅岩である。気候は平均温度 10°C 前後, 総雨量 2,000mm 程度,土軍は残丘の 

山脚部, 擬圏谷底部等わずかな崩積土を除けばかなり 埴質で,一般にAﾡの発達は悪く, B個は堅密, 無 

構進で, 透水性はきわめて悪い。また,酸性の強い,塩基類のはなはだ乏しい土壊である。そして, 団地 

の海拔 1,000m 以上のと ころにポ ド ソル化土壤が分布する C段戸経営区の土ﾡ参照"。

(2) スギ林調査地

天城山国有林の海拔 300～700m の地域に 13 箇所の調査区を設けた。同国有林は東京営林局,天域お

* 1 このう ち5箇所の土度 と ヒ ノ キの成長についてはすでに報告した"の。

(1)(3) 土壌調部土壇調査室口 (2) 土壊羽査部土壊肥料科長
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よび河津営林の所管に属し,静岡県田方郡および賃茂郡にあ り,伊豆半島の中央部に位画する。天拡山 

は富士火山帯に風する新旧火山の集団であり, 地形もそれぞれ火山生成ﾡ種によ り相述が:あるが, 一般に 

幼年期よ り 早壮年期の地貌を示 し,かなり 広大な緩斜面 と 河川; こ よ る開析のすすんだ,急峻地がみられ る。 

地質は輝石安山岩, 変朽安山岩を主 とし,浮石・ 集塊岩 ・収曜石 ・ 安山岩類が多く られる。気候は年平 

均気通12～15°C, 総雨量 3,000m 前後, 土頭は火山灰および火山砂際を母村とするものが多く, 緩 

斜地形の大部分では, 下ﾡに火山砂際を多量に含み, 極端な場合は浮石旭を形成している。これらの多く 

は粗い粒子に も かかわ らず透水性はあ ま り 良好でない。そして, このょう なな砂際旭が:表船に近 く ・ 土旭中 

に介在する 箇所では一般に ス ギの成長はﾡい、C国有林の概況は土ﾡ調査報告パに よ るう。

研究方法

A. 林木成長量のき め方 C地位指数う

森林土ﾡの生産力は一定期間中に生産される収極物の量であらわっすのが最も望ま しいのであるが, 長年 

月の総生産量を求めることは現実には不可能に近い。また,現実の林分について, 一定面積当りの主幹材 

積を求めることはできるが, この値は同一林地であっても林のと り扱い方によつて変化する。すなわち, 

立木密度, 間伐のし方が変れば, 残存する林木の総材積も変って くるから, 土期の生産力を判定する基準 

にはしに く い。そこで,密度効果な どの影響が比較的少ない樹高を もつ て地位を あ らわす便法が, 従来多 

く採用されている。

本研究では林令 40 年における樹高 C を地位指数 とし, これによつて林木の成長を比較 した。

COILE" らは林令 50 年の樹高 Cフィ ート を地位指数と している。筆者らが: 40 年の樹高を採用 した 

のは, 日本の造林地の伐期が最近低下 しつつある こと, および40年以上の高令林が少なく,調実行が 

困難であることによる。

B.調査区のとり方

地位指数をあらわすためには林令 40 年の造林地を調査する こ とが望ま しい。しかし筆者らの調査した 

地域では, それが困難なので, 39 〜 55 年 (多くは40～50年ゝ の林分について調査した。調査区は1つの 

土壤試孔によって,その区内の土壌条件をあらわせるように設定したため,面積はおおよそ10 mないし 

20m・ 平方 となり, 多くは斜面に垂直方向に短辺,水平方向に長辺を有する四辺形とした。林分の面積と 

しては狭すぎるきらいはあるが, 土壤条件を考慮すると, この程度が 安全な面積である。区内の立木密 

度,造林木の樹高お よ び胸高直径を測定 し, 被圧木 ・ 被害木な どの劣勢木を除いた平均樹高 お よ び直径を 

有するものの うち, 正常な成長を示し, 土壌試孔に最も近いものを選んで樹幹開ﾡを行い, 成長経過を調 

ベ,林令40年のときの樹高を求めて地位指数とした。

各調査区の土建型 ・ 地形 ・ 造林木の成長状態は第 2 表および第 11, 第12 図に示す とおり であ

る o
C. 土壌条件の測定項目

各調査区に幅約 70c, 深さ1m 内外の試孔を設け, 現行林野士堀調査法) に基いて土壌層断面の調 

査を行い, 各層の土壊を採集 し,次の項目 につい て分析お よ び測定を行った。分析結果は第 3～5 表に示 

すとおり である。なお,理学的性質の測定に用いた土ﾡ試料は容積400cc C厚さ 4cn の採土円筒を用 

い て採取 した 自然状態の も のである。

機械的組成 : ビペット法法により測定した。粒径区分,土性標示は国際送法こよる。

容積重 : 自然状態の容商重Cg/100cを示す。

容積組成 : 採取時における自然状態の土頭の「固 : 水 : 空気」の容積％を示す。

最小容気量 : 円筒容積に対する% で表わす。

礫の体積：採土円筒中の附の体積を円筒容積;こ対する%で表わす。

透水速度" ： 飽水状態の円筒試料上; こ常; こ 2cm の水があるように給水し,土頭試料を透選する水 

のさ Ccc/min) を表わす。

pF 関係" : 円趙試料によ る pF- 水分量曲線を際取吸引送により測定し, 採取時の水湿状態 CpF 

価 および, pF2.5, 1.7 の水分量を求め, 細土の占める容積%で表わす。

非毛管孔隙量 : pF1.7〜0の水分を含む孔弥量を円容積に対する%で表わす。

pH 価 : ガラス 電極によ り測定 した。

置換酸度 : y, を示す。

置換性石灰 : N-NCIによる土頭の出液(置換酸度測定液ゝ中の石灰を示す。

窒素 : Kjeldahl 法により 測定 した。

炭素 ： Tiurin送法により測定した。

C-N比

D. 林床植生の調査

調査区内の林床植生を調査 し,ﾡ名およ び優占度を示 し た。

研究結果

A. 土壌の透水性 (透水係数 と地位指数 

土頭の返水性を次に示す価, Y で表わした。

Y=PAI*TA!+PA:*TA:+Pn*Tp
'— J 〜

Y : 土壊断面の透水性 (透水係数 PAi: A.層の透水連度 C 円筒試料によ る値 cc/minう

Pa2 : A。/の透水巡度 Pn: B ﾡの透水連度 TA: A. 周の厚さ Ccm
TA. : A2 ﾡiの呼さCc Tb : B 層の厚さ 3瑜

ただし, TA+TAs+Tn=50c
すなわち, Y は AI 表面から 50cm の深さまでにあらわれる各層の「透水速度 x 厚さ」を合計した 

値である。この値を透水係数と仮称し, その土期の透水性をあらわす指数 とした。なお, Bﾡの呼さは 

50 cm-(A, ﾡ+A。層) であ る。

第1 図に士期の透水係数 と地位指数 との関係を示す。ヒ ノキ林, スギ林ともかな り密接な相関性が認め 

られる。すなわち, 透水性のﾡい土ﾡには両樹種とも成長が悪い。また, 良好な成長を期待できる 土壤は 

ヒ ノ キの場合では透水係数 5,000 以上であるが, スギの場合は 10,000 以上を必要とする。 それゆえ, 

ヒ ノキはスギょ り 透水性の不良な土壤でも 成長すると 考えて よい。また透水係数 7,000 以上の土 壤では 

ス ギの方がはるかに良好な成長を期待できる といえよう。
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第1図 透水係数 と 地位指数 との関係

Relation between permeability of soil and site index 
: ヒノキ (段戸国有林) Hinoki (Dand。 National Forest) 
: ス ギ (天城山国有林う Sugi (Amagi National Forest)

Permeability (Y)=Percolation rate of Ai-horizon *Thickness of Aj-horizon 
+Percolation rate of A2-horizon xThiclcness of A2-horizon 
+Percolation rate ofB-horizon*Thickness of B-horizon 

CThickness of A1+As+B=50cmう

第2図 土性と地位との関係

Fig. 2 Comparison of texture of

ヒ ノキ林地位良の土性
A : Good site of Hinoki 

ヒノキ林地位不良の土性 
B : Poor site of Hinoki

ス ギ林地位良の土性
C : Good site of Sugi

ス ギ林地位不良の土性
D : Poor site of Sugi

soil between good and poor site

(Site index higher than 14ゝ

(Site index lower than 12

(Site index higher than 18ゝ

(Site index lower than 16

調査区を次のよ うに地位良および不良の2つに区分し, 土性 との関係を求めた。

B. 機械的組成と地位指数

ヒノキ林 地位指数 14 以上 (透水係数 5,000 以上 地位 良

12 以下 C 2,500 以下) " 不良

スギ林 19 以上 C 10,000 以上 " 良

16以下 c 5,000 以下) » 不良

土性 と 地位 と の関係を第 2 図に示す。

ヒノキ林では, 良好な地位の土性は砂質埴壊土に集まり,地位不良の土性は大部分軽埴土である。すな 

わち,埴質な土壤では成長が悪い。しかしながら,スギ林の場合は,土性と地位との関係はほとんど認め 

られない。

C. 土壌の容積組成と地位指数

前項 と 同様に,地位良の土壤 と 不良の土壤の容積組成 C固体 :水: 空気) を比較 した。

一般に容積組成は同一土壊でも 深さ によ り相違があ り ・ 下層ほ ど固体部分が多 く 空気量は少ないのが普 

通であ る。そこ で各地位の容積組成は A.ﾡとB 層につい て比較を行い, ヒノキ林の 比較 を第3図 

に,スギ林の比較を第4図に示す。
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第3図 ヒノキ林における土ﾡの容積組織と地位

Fig. 3 Comparison of volume composition of solid-water-air in soil between 

good and poor site of Hinoki

Good site : Site index higher than 14

Poor site : Site index lower than 12

第4図 スギ林における土無の容積組成と地位指数

Fig. 4 Comparison of volume composition of solid-water-air in soil between 

good and poor site of Sugi

Good site : Site index higher than 18

Poor site : Site index lower than 16

容積組成のうち空気量と地位の良 ・ 不良とは関係が認められる。

ヒ ノキ林の場合, 地位良の土壤の空気量は,AI ﾡで 30～40%, B 居でも 15～30% 含まれている。

これに対して,不良地位の土期では空気量少なく,A,/では 20% 程度,B ﾡでは 10% 前後であ 

り,明らかに良地位の土期より少ない。

スギの場合は,ばらつき力:大きく,空気量と地位との関係はヒノキほどめいりようではないが,地位良 

の土ﾡの A1居はおよそ 30%, B 層でも約 20% 程度の空気を含んでいる。これに対して不良地位の土 

ﾡでは, Ai 層に 20%, B 層に 15% 程度となつており良地位の土期よ りやや少ない。

固体部分の体積はヒノキ林,スギ林とも地位との関係は認められない。いずれも A.ﾡでは20～30%, 
B 層では 30～40% に集まつてい る。

水分量と地位とはヒノキ林の場合,関係があるように見える。 すなわっち, 良地位のA層は40%,B 
個は 45% を合み, 不良地位では A. 旭 50%, B 層 55% となっていて,不良地位の方が水分量は多く 

なっている。しかし,採取時の pF 価C水湿状態)はどの土ﾡでも大差なく, pF2.0前後を示してい、 

る。この値は森林士ﾡでは「ﾡ」～「やや湿」程度の水湿状態である。そこで, 不良地位の土壤は良地 

位の土ﾡよ り埴質のため保水力が大き く ・ したがつて容水量は大きく ,容気量は小さ く なると推論される。 

スギ林の場合も, 地位不良の土ﾡがやや多量の水分を含んでいる。この場合は土性によ.るのではなく,後 

流に述べるように団粒状構進が発達していないためである。

D. 最小容気量と地位指数

前項に述べた容積組成のうち, 空気量は地位とある程度の相関性を示している。これと同じ程度の相関 

性が第 1表に示すように, 最小容気量 と地位との間にも見られる。
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第1表 土ﾡの最小容気量と地位指数

Table 1. Comparison of minimum air capacity of soil between good and poor site

周 位

Horizon

地位良 Good site 地位不良 Poor site

最低～最高

Lowest 〜Highest

平 均

Average

最低～最商

Lowest〜Highest
平 均

Average

ヒ ノ キ 林 Hinoki forest

A.
%

11.6 —
%

24.5
%

18.4
% %

5.0 ～ 12.0
%

7.5

A2 0.8～ 9.6 5.1 — 1.6 ～ 6. 0 3.2

B 1.4 ～ 4.9 3.9 —0. 6～ 5. 2 2.8

ス ギ 林 Sugi forest

A. 8.5～ 21.2 15.9 4.4～ 24.7 10.2

A. 2.7 ~ 11.8 7.7 4.3～ 10.9 7.3
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E.置換性石灰と地位指数

A。層を除き, 面積 1nf, 深さ 50cm の土期に含まれている置換性石灰焼 CCa0-め と地位指数との 

関係を第5図に示す。

段戸国有林のヒ ノ キ進林地には置換性石灰量がはなはだ少な く C17～96gつ, ヒ ノ キの成長との関係はﾡ 

められない。これに対して天城山のスギ林にはかな り石灰の豊富な土壤があ り,しかも, 石灰量と地位指 

数との間にはある程度,相関性が認められ,石灰の乏しい土期にはスギの成長が悪い傾向がある。

土壌の酸性, 置換酸度 と 地位 との関係について も,石灰の場合 と 同様な傾向が •認められる。すなわち, 

段戸のヒノキ林土ﾡのpHはかなり低く CA層のpH4.2～4.6う,置換酸度ははなはだ高い。しかし, ヒノ 

キはこのよ うな強酸性, 塩基不飽和の土期に も成長する樹種である。スギはヒ ノキよ り酸性土期に対する 

抵抗が弱く, 良地位の土壤の表土は PH5.8~6.2 となつている。土期の酸性 と 両樹種の成長 との関係は 

すでに発表さ れている多く の文献—2D か ら も, 上記の傾向が認められている。

元来, 土ﾡの酸性・置換酸度・置換性石灰は, 土ﾡの反応, 塩基の貧富をあらわすためのものであり, 

同じ内容をあらわす。このことは, 第 6 図の相互関係から も 十分 うかがわれる。

F.炭素の含量と地位指数

前項と同様に,Ao 層を除き, 面積 1m, 深さ 50cm までの土城に含まれている城素量 と 地位指数 と 

の関係を第 7 図に示す。スギ,ヒノキ林ともに炭素 10 〜 20 幽 を含有 し,地位指数 との関係は認められ 

ない。

G. 窒素の含有量と地位指数

前項と同様に, 面積 1m, 深さ 50cm までの土期の窒素含有量 と 地位指数 との関係を第 8 図に示す。

100 200 300 400 300

ﾡﾡ灰 Ex.Co
第5図 置換性石灰と地位指数との関係

Fig. 5 Relation between exchangeable Ca 

and site index

A: ヒノキ林(段戸

Hinoki forest (Dando)

B: スギ林 C天城山)

Sugi forest (Amagi)

24e8I02I4I6 
ﾡ投性ﾡ灰 ExCa (".e/ioos)

第6図 A:A,ﾡ土頭の置換性石灰量と置換酸 

度との関係

B:Ai 岡土期の鹿換性石灰量 と PH と 

の関係

Fig. 6 A : Relation between amount of ex- 

changeable Ca and exchangeable 

acidity (y in Ai-horizon

B : Relation between amount of ex- 

changeable Ca and pH in

Ai-horizon
○ ヒノキ林士度 C段 戸)

Hinoki forest soil (Dando
• スギ 林 土 壤 (天城山

Sugi forest soil (Amagi)

ヒノキ林の土ﾡでは0.5～1.2Ag, スギ林では 0.9～1.5 匹 の窒素を含有し,ともに地位指数との関係 

は認められない。

H. 表土の G-N 比と地位指数

A,層の) C-N と地位指数との関係を第9図に示す。ヒノキ林土量では C-N 比はおおよそ 16〜 18 で
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A. 透水性の意義

段戸国有林のヒ ノキ沿林地お上び天城山国有林のスギﾡ林地の土頭について種々の性質と地位との関係

を求めた結果 ・ 池 木の成長に最 も大きな影響を及している 士理因子は透水係数であ らわっされる 土墳の 

理学的性質であつた。すなわち,深く まで透水性のよい土頭はス ギ・ ヒノキと も 良好な成長を示していた。

従来農業方面では土堀の生産力 C肥度 は一般に土頭 

中の養分合有量によつてきまるよ うに考えらiれ,ややも 

する と理学的性質は等閑にふせられる傾向があるが,林 

地では土期の理学的性'頁はきわめて重要な問題である。 

このこ と はま た 森林土壊の特質 ともいえる。なぜなら,

農耕地では排耘,施肥が常に行われ,場合によつては排 

水,那水などにより人為的に土壊の理学的性質は改良さ 

れているが, 林地ではこのよ う な改良がほとんど行っれ

ないため,たとえいかに:遼分が盟富;こ存在していても, 

理学的性質 の 不良な 土期 に は林木の 成長は期待でき ない、

20
樹

高

G 15

A: Hinoft

第7図 炭素量と地位指数との関係

Fig. 7 Relation between amount of

carbon in soil and site index

A:ヒノ キ林 C段戸 Hinoki (Dando) 
B:スギ林 (天城 Sugi (Amagi)

第8図 窒素量と地位指数との関係

Fig. 8 Relation between amount of

nitrogen in soil and site index

A: ヒノキ林(段戸 Hinoki (Dando
B:ス ギ林 (天城う Sugi (Amagi

のである。

土珮の理学的性質の重要性は水分お よ び空気の供給に 

要約するこ とができる。この両者は土壊の孔隙を占め,

あり,20 以上の士期は特に悪い成長を示している。スギ林では 12～20 の値を示し, C-N 比の低い方が 

良い成長を示す傾向がある。

I.林床植生と地位

調査区内の林床ﾡ生のう ち,高地位およ び低地位にそれぞれ共通して出現する種には次のようなものが 

あ る。

段戸国有林ヒ ノ キﾡ林地

地位 良 ムラサキシキブ, トリアシショウマ, モミジガサ

" 不良 モミ, アセビ, ネジキ, ヒカゲノ カズラ,ショウジョウバカマ

天城国有林ス ギ進林地*

たがいに一 方が増加すれば他方は減少する。すなわっも両 

者の供給は一般的には相反する ものである。しかしなが 

ら. 透水係数の大 きな土期では水分が豊富に供給されて 

も 通気性は'悪くならないこと,および, 乾燥性土ﾡあ る
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* 前田®) らは本調査区の林床植生を検討して報告した。

地位 良 タマアジサイ, ジュウ モンジシダ(ミゾシダ, キョスミヒメワラビ>

やや良 アブラチヤン, ムラサキシキブ

やや不良 クロモジ, シキミ, コバノカナワラビ, ホソバノカナワラビ

不良 アカシデ,リョウプ, ウラジロ ガシ, ヒサカキ

いは堅密な土ﾡの透水係数は小さな値を示すこ とから考 

えて,透水係数は土建の理学的性質を代表するものとい 

える。以下このことについて考察をすすめる。

土壌の透水速度と孔隙との関係一般的に孔隙最の 

多い土壊は透水連度が速い と考えがちであるが, 第3図 

および第4 図に示 した容積組成か ら も わか るように, 孔 

ﾡ量 c水分量十空気量) の大部分 C60～80% は常に水 

で満されている。このうち PF 価の高い水分は自由工 

ネルギー を失つており 強い力を加えないかぎり 自由に動 

くことができない。そこで重力によつて水の移動しうる

10 20 C/N

第9図 A,ﾡ土ﾡの C-N 比と 

地位指数との関係

Fig. 9 Relation between C-N 

ratio in Ai-horizon and 

site index.

A ヒノキ林 (段戸

Hinoki (Dando)

B スギ林 (天城

Sugi (Amagi)

孔隙は非毛管孔性と称される粗大な孔隙に限られる。非毛管孔隙のきめ方は2, 3の人の間に小異はある 

が, BAVER1)は pF 1.7前後, BENDIXENDは pF 1.8, 一般に, pF 1.7 以下の水分を含む孔隙を非 

毛管孔と考えている。筆者“>が多く の森林土壤の水湿状態を測定した結果,地下水土環,過湿土壤以外 

は PF 1.7 以上の水分状態を示していることからも,pF 1.7 以下の水分は比較的すみやかに排除される
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水分一非毛管水一と考えてさしつかえない。

実際に測定された非毛管孔際と透水連度との関係はきわめて密接ななものである。このこ とは BENDIXEN 
の報告からも十分•認められる。すなわち, 彼の実験によれば, 透水連度 Cインチ/時間 の対数値と非毛 

管孔隙量 C容積% とは直線的関係を示している。BAVER は非毛管孔所の内容を考慮にスれた。すな 

ち,pF 曲線の形 C孔既の大きさ と 量を示す曲線)が進えば, 非毛管孔隙量は同じであって も透水速度は 

異なることを明らかにした。そして次のよ うに透水速度をあらわした。

akts(e.ハosu-/素題調ご紛=/<Lx年e
CB は pF 曲線の変曲点の pF価CpF1.7 前後う

CAう は, 変曲点以下の水分量

この関係の測定結果も上回 Bendixen の実験結果とほほ同様のことが:認められている。

第者 らの実験から も非毛管孔隙量あるいは pF 曲線 と透水速度はあ る程度上記の関係が認められる。な 

お, 石礫の多い土期,乾性の土度の透水性についてはこのほかに 2, 3 の考慮が必要である。このことに 

ついては別に報告したい。

土壌中の換気作用と透水性 士建孔隙中の空気は,植物の根および生物,微生物などの呼吸により, 

大気に比して酸素が少なく, 炭酸ガスが増加しているのが普通である。ROMELU>C1922ゝ の推定によれ 

ば, 土期の炭酸ガス発生毋ははなはだ大きい。そして土壊が肥沃で,林木の成長が旺盛であれば,また, 

ﾡ生物の活動が活であればあるほど炭酸ガスの発生量は大きくなる。したがって,大気中へ炭酸ガスを 

放出し, 酸素を補給する作用はきわめて重要である。土頭空気の換気作用の原動力となるものは主として 

ガスの拡散作用であり,ROMELLによれば, 他の因子はあまり重要ではなく, 気圧,温度の変化によ る作 

用は標準換気作用の1/100程度, 降雨の影響は 1/12-1/16 にとどまる と推定している。土期中における 

ガスの拡散連度はBUCKINGHAM" C1904によれ, 自由孔隙量の 2 乗に比例する。この自由孔隙量 と 

は水に満されていない孔隙毋を指している。また,土壤中におけるガス体の運動 (通気性) については 

BAVER"は WOLLNY (1893), BUCHRER C1932 の実験から,土期の自由孔隙,特に粗大な孔隙量が交 

配的であり, 通気性に影響を及ぼしている土期の孔隙は透水性の場合と同様であろう と推論している。

透水性の よ い士壤は非毛管孔隙置:が多い。そ して非毛管孔隙は特に地下水位の高い場所 を除 け, 通 

常,水で満されていない。このような孔隙が多ければ土期の換気作用もまた良好であろう と容易に推察さ 

れる。ただし,乾性土期の場合にはかな り違った現象が認められている。

乾性土壌の透水性 BA 型・Bn 型土期など乾性土期の表層は通常,細粒状 •粒状の構造が発達し, 

1,2m・ 程度の固い土粒が粗に堆積していて粗大な孔隙がきわめて多いにもかかわらず,透水性はきわめ 

て悪く, まつたく水を通さないものさえある。その理由として次のようなことが考えられる1718)。
乾性土型は通常,外生菌根が発達し,その菌糸および遺体が土粒をとりまいていて,土粒の表面がきわめ 

て疎水性 Cぬれにくい性質)になつている。また,乾性土壤の腐植土は上記,関糸土期と同じように水分 

履歴に関して藩しい、hystereses効果を示すものである。このような状態の土理では,土粒の表面が乾い 

ていると, ほとんど水が孔隙内へ滲透できない。

透水性に関係する因子 透水性を左右する因子には,土性•石礫量•堆積様式•構造などがあげられ 

る。このう ち,一 般には土性 •石礫量が最も重要なもの と考えられている。このことは段戸国有林のヒノキ 

造林地ではだいたいあてはまる もので,砂質土ﾡは土より透水性よく, また石礫量の多いほどよい。し 

かし天城山の スギ林では土性 との関係はめいりようでなく,砂隣 (浮石) を多く含む土頭の方がむしろ透 

水度は小さい値を示している。この相違は土鬼の構造,特に団散の発述よびﾡ積状態を考慮に入れれ 

ば容易に丁解される。すなわも, 段戸国有林では一般に団粒の発述が悪い。このため埴質の土理は無構造

Cカべ状う, 堅密な土環; こなりやすい。 そこで砂ﾡ量が透水性に大きく影響してくる。これに対して天城 

山のスギ林土ﾡでは団粒状構道の発述の種度が最も大き く 透水性を左右している。また段戸国有林の準平 

原平坦面の大半を占める定積土は地土であるが,天城山の定積土は多量の火山沙礫 (浮石) を含んでい 

て,極端な場合は砂礫罔を形成している。そして定積した眇礫屈は粗い粒径にもかかわらず,透水性は良 

く ない。

このように透水性に関係する因子ははななはだ複雑であるが, 特に重要な因子は土性よ り構造,特に団粒 

の状態であると考えられる。この構造は乾性土現;  こ発達する もの と異なり,膨軟,多孔質で水湿に富み, 

保水能,透水能ともに良好である。

B. 土壌の化学的性質の意義

筆者らの測定した土期の 2. 3 の化学的性ﾡと林木の成長との関係について, 次のようなことが考えら 

れる。本地域の土期の腐植,ﾡ素の含有量はほとんど地位と関係していない。しかも. ﾡ植量1n当り 

17～35kg, 窒素量】 幅 前後の含有最はけっして少ない値ではない。そこで腐植の分解,特に窒素の有効 

化が林木の成長にとつて重要となる。このこ とは表土の C-N 比 と地位 との関係からもある程度考えられ 

ることである。すなわち,微生物による有機物の分解の旺盛な土度が良好な地位を示すと考えられる。

土頭中の徹生物の活動をﾡ盛にするためには, 適当な温度, 豊高な水分および空気の供給など土ﾡの理 

学的性質が良好でなくてはならい。このほか, 土ﾡの酸性, 塩基類の貧富などの化学的性質 も また重要 

な因子 となる。これ ら微生物の活動に有利な条件は林木の成長を も促進し, その結果, 落葉な どの有機物を 

多量に土頭へ供給することとなる。また, 土環中の生物,微生物の活動は逆に土期の団粒化を促進しい>, 

理学的性質を良好にする こ と も認め られてお り ・ 土風の理学性 と 化学性および林木の成長 と の間にはたが 

いに複雑な因果関係が考え られる。

C. 土壊の理学的性質 と化学的性質 との 関連

林木の成長に関係する土風条件を求める場合, 土度の個々 の性質を別々に•成長 と 結びつけて も意味のな 

いことが多い。たとえぱ,土壤の化学的性質の1つをとり上げても,他の条件が全く異なる場合は土壊の 

生産力をあらわし得ない。しかしながら, 多数の土壤因子がたがいに他 と無関係に存在している とは考え 

られない。これらの相互関係を考察するため,天城のスギ林で次のような比較を行つた。

最も成長のよい、2調査区と最低地位の2区について, 土壤の透水性および 2. 3 の化学的性質を比較し 

て第 10 図に示した。

高地位の土期では透水性はきわめて よ く, 置換性石灰は多 く ・ C-N 比は低いな どすべての 性質が良好 

である。これに対して低地位の土建の性質はみな劣悪である。なお, 関植, 窒素については含有量の差は 

あまりないが, 下層への推移状態は明らかに相違している。すなわち, 高地位の土里は下層への推移が漸 

変的であり, しかも深くまではいつている。

各性質相互の関連は前項に述べた推論を十分 うらづけている。もう一度く りかえすと, 高地位の土ﾡ 

は,崩積土で潤沢に水分が供給される位置にあり,しかも団粒状構造がよく発達していて透水性はきわめ



—26 — スギ •ヒノキの成長 と 土理条件 (真下・橋本・宮下 -27-林野土ﾡ調査報告 第 9 号

三

：2
 a

第10図 ス ギ林最高地位 と 最低地位に お け る 土期条件の比較

Fig. 10 Comparison of various soil conditions between the best site and the 

worst site in Sugi forest

てよい。また酸度は比較的弱く, 石灰量ははなはだ多い。このような条件下では土期の生物, 微生物は活 

潑に働き,有機物はよく 分解されて, C-N比の低い良好なﾡ植が生成される。このような微生物の働き 

およびその生産物は土風の団粒化を促進し, 理学的性質を一物良好にすると ともに窒素, その他, 林木の 

養分の有効化および循環を速めることが予想される。

段戸国有林のヒ ノ キ林は比較的高海拔, 低温であ り ・ i準平原・ 平坦地の土期は地形的に も 土壌条件 とし 

ても排水の悪い林地である。これらの悪条件が重なり,有機物の分解は阻害され,酸性の強い腐植が生成 

されやすく, 土建は酸性に傾き, 塩基類の循環も悪く, 林木の生育の不良とあいまつて土壤の諸性質を一 

層劣悪にしているものと考えられる。

本報告の とりまと めに御指導を賜わった大政正隆氏, 宮崎榊部長お よ び現地調査に協力 して いただいた 

土井恭次技官,吉岡二郎技官,森田佳行技官,国有林の各位に深く感謝する。

摘 要

1ゝ 段戸国有林の ヒ ノ キ造林地および天城山国有林のスギ造林地において, 造林木の成長と種々の土期 

条件との関係を検討した。この結果,土壤の理学的性質,特に透水性が最も密接な関係を示した。

2ゝ 土度の透水性は深さ 50 cm までにあらわれる各層の「厚さ Ccm)」x「透水連度 Ccc/min)」の合 

計値であらわし,この値を透水係数 と 仮称 した。また, 造林木の成長は林令 40 年の樹高 (地位指数 で 

あらわした。

3ゝ 透水係数と地位指数との関係はきわめて密接であり, ヒノキでは 7,000, スギでは12,000以上の 

透水係数の土ﾡが高地位を示 した。
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4ン 土度の容積組成のうち, 孔際量 (水分および空気の占める容市 はほとんど地位指故と 俛係がない 

が,粗大な孔隙をあらわす非毛管孔隙毋,最小容気量はある種度, 透水性,地位指数と 関係が留められ 

た。

5う 土性,石際量と地位指数との関係は, 段戸国有林のヒノキ林では認められ, 砂ﾡの多い土国ほど良 

好な地位を示す傾向があるが, 天城山国有林のスギ林では, 両者の明係は認められなかつた。この理由は 

段戸国有林では土度の 団粒状構造の発達が恋 く ・ したがって透水性は砂礫の量; こ影浮され るが, 天ミ城山で 

は団粒の発達の種度が透水性を左右し, 砂際量にはあまり関係がなか.つたためと考えられる。

6 土頭の酸性および置換性石灰量と地位指数との関係は. 段戸の ヒ ノキ林ではほ と ん ど認められない、 

が,天城のスギ林では酸性の弱い,石灰の豊富な土壊がよい地位をあらわす傾向が認められた。

7 ) 炭素量, 築素量と地位指数との間にはまつたく関係が認められなかつたが, 表士のC-N 比と,地 

位指数とは多少関係が認められた。

8う 林床植生のうちには地位と関係のある種が, 2, 3認められた。

第2表 調査地点の地形および造林木の成長

Table 2 Topographic position and forest growth of each plot

ヒ ノ キ造 林地 調査 地点 (段戸国有林う

Hinoki forest stands (Dand。 National Forest

Plot

No.

番 号

Type of 

soil

土型型

地 形 Relief Growth of forest ................

Direc- 

tion

方位

Incli- 

nation

傾斜

Eleva- 

tion 
(m) 

標 商5

Topographic 

position

地 形

Diameter :
Ccmン

Height 
(m 

直径 : 普高

Age

林令

Stand 

density

立木密度

Site 

index

地位指数

2 BE S25°W 30° 750
ﾡ画容のﾡ 
都

29.5X17.0 53 620 15.8

3 BpCBの s 18°W 25° 810
後繰頂部級 
斜面

21.0* 15.2 51 1450
(1350)

13. 5

4 Bo S44°E 30° 800
平行斜面中 
腹

25.0* 16. 5 51 1400 15

9
Bd 

(Comp.) N7O°W 15° 940
準平原部平 

担画
15.9* 10.0 55 1580

(1400) 8.6

10 Bp 
(Comp. S 11°E 13° 950 同 上 13.0X 7.8 56 2480 

(1920) 5.9

11 Bd 
(Comp. S7°E 15° 950 同 上 14. 6 X 8. 2 55

2630 
(2140)

6. 4

12 Bo IS8o°E 12° 950
ﾡﾡ頂部平 

面
16.6* 9.4 45 3050 8.5

14 Bd S50°E 22° 950
平原部級

斜面
109. *12.9 52 1460 10.6

15 Bd S5o°w 13° 980 同 上 14.6X11.1 46 2760 9. 8

16
Bi 

(Comp.) S7O°W 10° 900
残丘鈍頭平 

担画
7X6 40 — 6

17
BICwう 

(Porous) N8°E 19° 800 残丘山脚部 23X17 40 — 17

18
B/(w) 

(Porous) S70°E 24° 820 同 上 17*16 40 一 16

ス ギ 沿 林 地説 査 地 点 (天城, 河津国有林う (第2表つづきう

Sugi forest stands (Amagi and Kawazu National Forest)

Plot Type of 地 形 Relief Growth of forest 村木の成長

No. soil Direc- 

tion

Incli-

nation

Eleva- 

tion

Topographic 

position

Diameter x
(cmン

Hieght
Age

Stand 

density

Site 

index

番 号 土 風 型 方位 傾斜
22

標 商 地 形
(7) 

直番*樹商
林令 立木密度 地位指数

p. B.cw s 15SWV 11° 520
沢 沿 ヒ 
山脚緩斜面 
(押 出 し)

25. OX 18.9 40 1080
(800)

18.9

p. 2 Bo Slicw 32° 550 斜 面 中 取 22. 8 X 15.9 40
1830

(1070)
15.9

p. 3 Bo N8°W 18° 560
斜面下部 
古い押出し

21.4*16.9 38
1470

(1230)
17.5

p. 4 BA〜Bw' N31cW 26° 650
疥尾根川 
凸 形 斜 面

13.0X 9.5 46 3250 
(2090)

8.6

p. 5
BD～r

(Prous) N55°E 25° 400
斜面下部級 
斜面

41.0X29.0 50
650 

(550)
25.0

p. 6 Bd 
(Comp) N16°W 11° 690

やや尾根地
形・ 頂部

16.4X10,4 45
2340 

(1230)
9.9

p. 7 Bd 、 17° 700
同 上
綏斜面

19.0X 14.1 45
1850

(1350)
13.6

p. 8 BI E 26° 380 山流級斜面 25. 4 X 19.4 42
1300

(760)
18.9

p. 9 BD〜r N 16° 320
斜面下部押 
出し地

30.0X22.7 50
620

C540う
20.5

p. 10 Bn N45°W 40° 360
斜面中腹 
やや凸形

26.0* 16.9 50
1300

(1020) 13.7

p. 11 Be S36°w 40° 380 斜 面下部 28.0X22.5 48
1180

(1090)
20.6

P. 12 Bd N62°W 40° 380 斜面中腹 25.5X17.5 50
1780

(1090)
15.2

P. 。 BD～E N9°E 31° 320 斜面下部 33.0X21.7 50
960 

(810)
20.3

立木密度 :カツコ 内は優勢木の密度,Q 当 り の本数

Stand density (number of trees per ha.う: Density of dominant trees expressed in 

parenthesis



—32 — 林野土ﾡ調査報告 第9号 スギ・ヒノ キの成長 と 土ﾡ条件(真下・橋本・宮下 -33-

第3表 土ﾡの化学的性質

Table 3 Chemical properties of the soils

天 ﾡ,河津国有林のス ギ 林 土 頭 (第3表つづきう

Sugi forest soils of the Amagi and Nawazu National Forest

段戸国有林の ヒ ノ キ造林地土頭

Hinoki forest soils of the Dando National Forest

Pro- 
file 
No.

断面 

番 号

Site

Index 

地位 

指数

Horizon Thickness
Ccw)

層位厚 さ

TT Exchangeable
卩H 置ﾡ性

Carbon

炭 素

Nitrogen

築 素

C/N
HO KCl

Acidity 

酸度 

Cy

Ca 

石 灰

Cm.e./100gう

2 15.8 A 2 
B

8
18
30

4.3
5.7
5.0

3.5
4.4
4.1

38.3
14.5
21.8

1.01
1.08
0. 73

8.7
3.3
0. 92

0.49
0.21
0.05

17.6
15.8
18.4

3 13.5

Ai
A2

10
16
18 
20+

4.4
5.0
5.2
5.3

3.7
4.3
4.2
4.2

30.4
13.3
10.2
8.4

0.52 
0.37 
0. 30
0.17

10.1
5.2
1.00
0.24

0. 56 
0.31
0. 08
0.02

18.0
16.8
12.5
12.0

4 15.0
A, 
a2 
B

12
26 
20+

4.6
5.0
5.3

3,8
4.2
4.5

22.0
13.2
4.0

1.20
0.64
0. 54

11.1
5.6

1.58

0.64
0. 39
0.13

17.3
14.3
12.1

9 8.6
A 
Bi 
b2

10
16
25

4.7
4.9
5.1

4.2
4.5
4.4

20.2
10.8
10.9

0. 84
0.25
0.32

6.4
2.8
1.7

0. 39
0.19
0.13

16.0
15.0
13.4

10 5.9
A

A-B
B

10
10 
30+

4.5
4.8
5.1

3.6
3.9
4.3

32.7
26.1
20.1

0. 54
0.26
0. 33

7.4
4.9
1.74

0.37
0.29
0.13

20.0
16.9
15.6

11 6.4

A
A-B 

B 
C

10
10
20
20+

4.5
4.8
5.3
5.2

3.7
4.1
4.5
4.4

34. 8
36.0
8.4

10. 7

0. 56 
0.44
0. 27 
0.44

9.1
5.0
1.66
2.03

0.42
0. 26
0.12
0.16

21.6
17.0
13.8
12.6

12 8.5
A2 

A-B 
B

10
18
15

4.3
4.4
4.5

4.0
4.1
4.2

18.5
15.0
13.9

0.41
0.32
0.14

4.1
3.7
2.1

0.31
0.29
0.19

13.2
12.9
11.3

14 10.6
A

A-B 
B

15
10
25

4.9
4.8
5.2

3.9
4.2
4.4

28.9
34.8
14.9

0.26
0. 30
0.48

8.0
4.4
2.6

0.48
0.31
0.23

16.6
14.1
11.3

15 9.8

A
A-B

B 
C

14
8

20
15+

4.6
4.8
5.1
5.2

3.8
4.1
4.3
4.3

31.5
24.1
14.4
9.6

0. 33
0. 50 
0.17
0.21

7.9
6.2
2.8
1.9

0.46
0.41
0. 24
0.18

17.1
15.1
11.5
10.6

16 6
A 
B 
B

8
12
26

4.2
4.9
5.0

3.9
4.4
4.4

46.8
13.7
15.1

0. 34
0.09
0.15

13.1
3.2
0.4

0.62
0. 20
0. 05

21.0
16.0
8.0

17 17 a2
A-B

10
20
10

4.6
4.7
4.8

4.1
4.3
4.5

26.0
18. 5
12.5

0. 50
0.19
0.10

7.6
5.4
2.9

0.46
0.31
0.71

16.5
17.5
17.2

18 16 A
A-B

15
20

4.6
5.0

4.1
4.4

28.3
17.5

0. 43
0. 25

8.9
4.8

0.48
0. 27

18.5
18.0

Profi 
le

No.

Site

Index
Horizon

Thickness pHl Exchangeable

c N C/N
H.O KCl Acidity Ca 

(m.e./100g>

16 5.5 コ 1.5 12.8 11.8 0. 80 15
p. 1 18.9 A: 12 5.2 4.6 3.1 6.7 6.1 0. 52 12

B 25 5.0 4.4 4.3 0.7 3.8 0. 39 10

A, 10 5.9 5.2 1.3 16.0 12.9 0. 89 14
p. 2 15.9 A: 15 5.6 5.0 1.3 11.0 9.3 0. 73 13

B 25 5.2 4.6 2. I 1.1 4.3 0.43 10

A, 13 5.4 4.6 3.9 5 9 13.3 1.00 13
p. 3 17. 5 A: 18 5.1 4.5 4.6 2.1 11.0 0. 88 12

B 20 5.2 4.9 0.5 0.4 5.5 0.47 12

A1 4 4.8 4.2 13. 5 3.0 18.2 0. 89
p. 4 8.6 18 4.8 4.3 9.0 0.7 12.9 0.71

B 10 5.1 4.9 0.6 0.3 8.5 0.46
Vs 20 5.5 5.3 0.5 0.3 1.0 0.08

A, 12 5.8 5.0 1.3 15.6 10.5 0. 72 15
p. 5 25.0 As 20 5. 5 4.8 1.3 9.1 4.8 0.46 10

B 10+ 5.6 4.5 3.5 2.1 1.4 0.15

A, 4 4.9 4.1 11.5 4.7 18.1 1.17

p. 6 A 2 15 4.9 4.4 7.9 0.5 9.9 0. 69 14
B 12 5.1 4.7 1.3 0.4 5.6 0. 42 13
Vs 20 5.2 5.2 0.5 0.2 1.0 0. 08 13

A 6 5.1 4.3 7.8 6. 5 16.3 0. 98 17
P. 7 13.6 A 2 22 5.0 4.3 8.0 1.6 11.3 0.74 15

A-B 20 5.2 4.9 0.6 0.4 4.5 0. 33 14

A, 12 5.2 4.4 5.9 8. 7 22.2 1.38 16
p. 8 18.9 A 2 25 4.9 4.5 3.4 0.6 12.1 0. 83 15

B 12+ 5.0 5.0 0.4 0.3 6.0 0.51 12

A, 15 5.8 5.0 1.1 12.4 10.4 0.80 13
p. 9 20.5 A 2 20 5.3 4.6 3.0 6.1 5.9 0.54 11

B 15 5.2 4.4 4.0 1.1 3.8 0. 37 10

A1 5 6.1 5.3 1.3 11.9 10.0 0. 66 15
p.10 13.7 2 18 5.8 4.9 1.2 8.6 7.1 0.51 14

28 5.1 4.3 6.4 0.6 2.8 0. 26 11

Ai 15 6.2 5.3 8.0 10.7 9.2 0. 74 12
p.11 20.6 35 5.4 4.6 1.7 4.3 6.8 0. 63 11

A3 20 5.5 4.6 3.1 3.7 7.0 0. 75 9

A, 6 6.2 5.3 1.6 13.5 12.7 0.74 17
D.12 15.2 A 2 13 5. 6 4. 8 1.3 6.5 6.2 0. 52 12

B 30 5.3 4.3 3.9 1.6 2.1 0.20 11

A1 8 5.9 5.0 1.3 9.8 8.2 0. 68 12
p.13 20.3 A 2 20 5. 5 4. 5 3.0 6.4 6.4 0. 60 11

20+ 5.1 4.1 14.1 1.1 2.4 0. 20 12
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第4表 土性および母材
Table 4 Texture and gravel

ヒ ノ キﾡ林地土国 C段戸国有林う

Hinoki forest soils of the Dando National Forest

Profile 

No.

断面番号

Site 
Index

地位指数

Horizon

ﾡ 位

Clay

% 

粘土

Silt

% 

微砂

Fine 
Sand

% 

細砂

Coarse 
Sand

%

粗 砂

Texture

土性

Gravel 

(Parent material)

石灘母材:)および 合有量

2 15.8

A.
A。

B

15.4

16.7

9.1

14.6

15.3

11.7

39.3

31.2

33.1

30.7

36.7

46.1

SCL
SCL
SL

ﾡ雲母 ・ 石ﾡ片岩 富む 

富 

顔宿

3 13.5

Ax
Az 
B 
C

25.2

28.9

27.5

16.5

13.9

2.6

13.1

7.0

25.7

27.0

27.8

33.6

35.2

41.5

31.6

42.9

S C
S C
S C 

SCL

同 上 含む

なし

4 15

Ax
A2 
B

19.6

21.2

21.3

14.9

15.4

17.5

30.5

31.0

24.7

35.0

32.3

36.5

SCL
SCL
SCL

覇雲可:石墨片岩 た;
砂岩 なし

グ

含

9 8.6

A
Bi
b2

29.4

28.9

25.8

18.6

22.1

23.0

31.4

31.8

32.4

20.6

17.2

18.8

IC 
IC 
IC

超雲母•石墨片岩 なし

乏

10 5.9

A
A-B

B

28.7

27.3

26.4

18.6

21.2

22.0

31.7

31.6

31.0

21.0

20.0

20.6

IC 
IC 
IC

同 上なし

12 8.5

A
A-B

B

18.5

19.9

19.2

11.4

12,1

10.5

36.5

31.1

31.8

33.6

36.9

38.5

SCL
SCL
SCL

砂岩 乏
乏
乏

14 10.6

A
A-B

B

30.0

30.0

22.1

22.4

21.8

24.3

39.7

40.6

38.6

7.9

7.6

14.9

IC
ZC 
CL

ﾡ雲毎:石墨片岩 ズ

含 

乏

15 9.8

A
A-B

B
C

28.4

30.6

30.4

30.3

19.3

19.0

19.8

19.3

29.4

32.1

32.8

34.2

22.9

18.2

17.0

16.2

IC
IC 
IC 
IC

絹雲母 ・石墨片岩 含

乏

扁 

富

16 6

A
Bi 
b2

32.4

32.6

30.2

26.1

21.0

23.1

20.3

15.2

17.8

21.2

31.3

28.9

IC
IC
IC

花 崗 岩 1
砂 岩 なし

17 17

Ai

A2
B

25.4

26.3

15.4

17.7

17.2

12.5

17.2

18.5

16.1

39.5

38.0

56.0

SC
S C 

SCL

花岡岩 なし

なし 

乏

18 16
A

A-B
21.7

23.0

16.0

15.0

35.2

37.2

27.0

24.7

SCL
SCL

絹雲母 ・石墨片岩 富

富

天城, 河津国有林の スギ造林地土理 (第4表つづきう

Sugi forest soils of the Amagi and Kawazu National Forest

Profile

N0.

Site

Index
Horizon

Clay Silt

%

Fine
Sand 

%

Coarse 
Sand 
%

Texture Gravel

・ 1 18.9
A, 
A:
B

29.2
29.0
25.5

22.5
21.8
25.8

23.6
22.3
24.3

24.6
26.9
24.3

IC
IC
IC

火山眇留浮石) 富

富

富

p. 2 15.9
A, 
As 
B

24.2
26.3
17.2

23.7
24.0
21.0

23.1
23.5
34.4

28.8
26.3
27.4

CL
IC
CL

同上宮 

営

p. 3 17.5
A, 
A:
B

20.7
20.1
8.6

21.8
20.1
14.9

22.5
24.9
29.5

35.0
34.9
47.0

同 上 含
富

p. 4 8.6

A 
a2 
灵

20.0
20.3
7.5
5.1

25.8
23.9
25.4
6.8

20.1
23.9
30.4
9.1

34.2
32.0
36.7
80.0

CL 
CL 
SL

S

同上含 
含 

富 
試合

p. 5 25.0
A, 
A: 
B

17.6
19.3
12.7

22.1
21.2
16.7

18.8
24. 3
24.5

41.5
35.1
46.1

CL
CL 
SL

変朽安山岩 富
富
直富

p. 6 9.9

A： 
a2 
B

Vs

21.6
17.2
14.4
5.3

26.8
20.1
12.8
4.5

30.1
32.8
34.9
3.0

21.5
29.9
37.9
87.2 s

浮 石・ 含
基

p. 7 13.6
A, 
As 

A-B
18.9
18.4
4.5

23.9
23.3
17.0

33.3
33.4
38.8

24.0
24.9
39.7

CL 
CL 
SL

浮 石 乏
乏 
含

D. 8 18.9
A,
A 2 
B

20.7
16.7
6.7

35.4
29.5
15.9

23.1
22.7
23.0

20.9
31.1
54.4

浮石 含
富 
富

p. 9 20.5
A, 
Aa
B

24.3
26.5
24.2

22.0
18.3
20.9

27.2
28.8
32.6

26.5
26.4
22.3

集塊 岩 ズ
変朽安山岩 量

富

p.10 13.7
Ai 
A2 
B

42.2
38.6

20.3
20.1

19.6
22.3

17.9
19.0

IC
IC

乏
業拠岩 ﾡ

p.11 20.6
Ai
A2
A3

22.6
25.8
23.5

20.1
19.0
21.9

20.6
20.5
22.9

36.7
34.8
31.7

集塊 岩 てて
安山岩類 ﾡ電

頗富

D.12 15.2
Ai
A 2 
B

32.4
37.6
40.0

23.7
22.5
19.3

20.1
19.5
22.8

23.8
20.4
17.9

IC 
/C
IC

安山岩類 富

D.13 20.3
A. 
A2 
B

42.1
37.9
35.6

17.6
20.8
23.2

17.6
22.8
23.1

22.6
18.6
18.0

IC
IC 
IC

安山岩類 二
集塊 岩 ﾡ

富
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Prof.2 Be 型士頭 地位指数 15.8

シロモジ2) ヤマコウバシ(1 ムラサキシキブ(1 ヤプムラサキ 什) クロモジ() コアジサイ(1
スズタケ(1 モミジガサ2) トリゲシショウマ(1 チゴュリ(1)

Prof. 3 Bl( CBD 型土期 地位指数 8.8

モミ(2)C15.mン シロモジ(2) カマツカ(1 アオハダ(1 コウヤボウキ 田 アセビ 田 サワフタ

ギ ⑴ コアジサイ ⑴

Prof.4 Bn 型土拡

チゴユリ (2)

地位数指 15.0

シロモジ(2) クロモジ (1 ヤマウルシ (1) ムラサキシキブ 田 コアジサイ(1 キイチゴ(1 モミ

ジガサ2) トリアシショウマ(1) チゴユリ (1)

Prof. 9 Bd 型士ﾡ (定積土 地位指数 8.6

ヤマウルシ (1 イヌツゲ( シロモジ田 モミ(+) ネジキ(十) アセビ(+ ホッッジ 田 スズタ

ケ (2) ホソバノ トウゲシバ 田 マイズルソウ (+)

Prof.10 Bo(。 型土拡 (定積士 地位指数 5.9

モミ(+) シロモジ(ト アセビ 田 バイカッッジ 代) カマッカ 田 スズタケ ヒカゲノカズ

ラ (2) シシガシラ (1) マイズルソウ (1)

Prof. 12 B。 型土風 地位指数 8.5

シロモジ(1 スズタケ(4) モミ(1) ッガ(+) アオダモ() アキノキリンソウ(t) ツルリンドウ 什)

サルトリイバラ 阳 イワガラミ 田 ツタウルシ 田

Prof. 14 Bd 型土ﾡ 地位指数 10.6

モミ(2) シロモジ(1) コアジサイ(1) ヒカゲノカズラ ⑷ シシガシラ( ショウジョウバカマ() 

ゼンマイ 什) ユウ ヤボ ウキ 田 コナラ(+) チゴュリ 田

Prof. 15 Bd 型土頭 地位指数 9.8

モミ(1) シロモジ(り ヒカゲノカズラ ⑸ チゴュリ(1 シシガシラ ⑴ ネジキ(サ) ホソバノトウ 

ゲシバ(+) バイカ ッッジ 阳

Prof. 16 B型士風(定積士ゝ 地位指数 6.0

コナラ(3) アカシデ 田 アセビ() ネジキ田 クリ( ソョゴ(り) ミヤコザサ(り) シシガシラ

(+) ヒカゲノ カズラ (2)

Prof. 17 BI 型土風 地位指数 17.0

コジアプラ 什) ウッギ( ャマウルシ 阳 ホホノキ田 ムラサキシキブ田 キプシ(t コアジサ 

イ(+ ウワミズザクラ 什) ウド(り トリアシショウマ 阳 フタリシズカ 任) クサアジサイ 田

Prof. 18 BI型士量 地位指数 16.0

シロモジ(+ ミ ッバッッジ (+) シシガシラ(+ ホソバノトウゲシバ(+ ツル リンド ウ 什•) ヒカゲ 

ノカズラ国)コウヤノマンネンスギけ)

Prof.1

天城国有林の ス ギ造林地の植生

BdO) 型土ﾡ 地位指数 18.9
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アプラチャン2) ムラサキシキブ山1 クロモジ(ト ミズキ(ト クマアジサイ (1 イスガヤ(1 モ 

ミジガサ(1 チヂミザサ(3) オクノカンスゲ(3 マッカゼソウ(1 ックッルシ2 ケビ2

Prof.2 B。 型十期 地位指数 15.9

ウラジロ ガシ 田 アプラチャン 阳 イヌ ガヤ 代) コアカソ3 ミゾシグ2 チヂミザサ2 バラ 

イチゴ(1 イヌショウマ⑴ アケビ(1 アマチャズル1

Prof. 3 Bd 型土頭 地位指数 17.5

アブラ チャン (2) ムラサキシキブ(1 ウラジロ ガシ(+) イヌ ガヤ(+) スズクケ(1 コカンスゲ

(3) カンスゲ(2) オオッツラフジ(1)

Prof. 4 BA〜B。 c 型土ﾡ 地位指数 8.6

ウラジロ ガシ 2)C3 か) ア カ ガシ 2) C3 w ックバネカシ (1) リ ヨ ウ ブ (1) イスシデ(1 デカ 

シデ(1 ヒサカ キ⑵ シキミ (1 ヤブニッケイ(1 オトコョッソノ(1 ウラジロ(+) ティカ カ x 

ラ(1)

Prof. 5 Bo～Br 型土ﾡ 地位指数 25.0

ウリノキ ⑴ アオキ( スズクケ2) クマアジサイ (2) コ'アカソ (2) ジュウ モンジシダ ⑵ マッ 

カゼソウ(1 イフデ(1 ドクグ:2) キッリフネ(1 ォクノカンスゲ

Prof. 6 BoCdD 型土風 C定積士 地位指数 9.9

クロモジ(2) アカシデ2) コバノガマズ:2 ヒ メシャ ラ ⑵ ▼オハダ(1 オオモミッ(1 スズ 

クケ(3) ミヤマシキミ(1 コカンスゲ(5) ティカ カズラ ⑴

Prof. 7 Bd 型土風 C定積士 地位指数 13.6

クロモジ(3) コバノガマズミ ル ヤマモミジ(1) シキ:(1) ミヤマシキミ⑴ スズクケ(5) コカ 

ンスゲ(5) カンスゲ(1) テイカ カズラ (1)

Prof.8 B/型土墨 地位指数 18.9

クロモジ(1 ユズ リハ 什) アオキ(ト アブラ チャン 代) コ ブナ グサ ⑵ ドクダミ ガニクサ(1)

キツコウハグマ(1 テッホシグ(1 ック(3) キズク(1) ヤマノイモ ⑴ ミッバアケビ ⑴

Prof. 9 Be 型土ﾡ 地位指数 20.5

デオキ(2) デグラチヤン(2) イヌガヤ(2) ジュウモンジシグ(2) チヂミ ザサ(2) オウイトスゲ(4) 

フュイチゴ ⑶ コアカソ(1 ミゾシグ(1 リョウ メンシダ ⑴モミジガサ ⑴ ティカ カズラ ⑵ 

アケビ ⑴ ヤマノイモ (1)

Prof.10 Be 型士ﾡ 地位指数 13.7

クロモジ(2) マッラニッケイ ⑵ アオキ 田 リョウプ( シキミ 什) サカキ ヒサカキ田 コ 

バノ カナワ ラビ ⑵ ホソバ ノカ ナワ ラビ ⑵ ッラジロ (1)

Prof.11 Be 型士ﾡ C崩i積士> 地位指数 20.6

アオキ(1 マツラニッケイ(1 ムラサキシキブ田 ヒサカキ田 ヤプッバキ 代) タマ アジサイ ⑷ 

ジュウモンジシグ(1 ミゾシグ(1 フュイチゴ ⑴

Prof.12 Bp 型士墨 地位指数 15.2

ウラジロガシ(1 ヒサカキ(1 マツラ ニッケイ ⑴ ヤブツバキ ⑴ コンテリギ(1) タマアジサイ

(1) イズセンリョウ(2) コバノカナヤラビ(2) ホソバカナワ ラビ(2)

Prof.13 Bn～Bゃ型土掘 地位指数 20.3

オキ2) アブラチヤン 田 コンテソギ(1) ヤブツバキ 田 タマアジサイ ⑶ アマギアマチヤ ⑴ 

ミゾシグ(3 ジュウモンジシダ(1 コバノカナワラビ(1 オオキジノオ2) オニカナワラビ(1フ 

ユイ チゴ ⑶ ヤマノイモ2) テイカカズラ(1)
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Soil Conditions Related to the Growth of Sugi and Hinoki

Yoshihisa MASHIMO, Nobuyoshi HASHIMOT。 and Kiyoshi MIYAGAWA

(Resume)

Sugi (Cryptomeria japonica D. DON) and Hinoki (Chamaecyparis obtusa ENDL.) are the 

most important trees for planting in Japan.

It is very important for forest management to know what conditions are suitable for 

these species, so an investigation was made on the relationship between the growth of these 

trees and soil conditions in two forest lands located in the middle part of Japan.

Dando National Forest Amagi san National Forest

Location Aichi prefecture Shizuoka prefecture

Mountain feature Peneplane Slope of volcanos

Altitude 800 ～ 1100m 300 〜 700 m

Temperature 
(mean in a year) 10°C 12～15°C

Precipitation 
(in a year)

2,000 mm 3,000 mm

Major plantation Hinoki (Chamaecyparis obtusa 
ENDL.ン Sugi (Cryptomneria japonica D. 

DON)

Soil Brown forest soil and Podzolic soil Brown forest soil

Parent material of 
soil Black colored schist and granite Volcanic ash and sand

Procedure

The growth of the forests was expressed in terms of total height (meter) of average tree 

in the dominant at 40 years and it is called (fsite index'', in accordance with the method 

used by COILE'.

Some chemical properties of soil such as acidity, exchangeable calcium, content of humus 

and nitrogen, and C-N ratio were determined from bulk samples taken from each horizon of 

the profile at each plot. The data obtained are given in Table 3.

Some physical properties of soil such as permeability, porosity, volume-weight, and 

tension analysis were determained from 400 c.c-cores C100Cmパ°*4cm) of undisturbed soil, and 

the dataare given in Table 5. Mechanical analysis was made by the pipette method and 

shown in Table 4.

Permeability of soil (Y) was expressed by the rate of water percol ati on-depth index as 

follows :

Y = PA! X TA,+PA2 X TA2 + PB X TB

Where PAi = Percolation rate of core soil taken from A,-horizon

PAs = Percolation rate of core soil taken from A.-horizon

PB= 〃 B -horizon

TA! = Thickness in centimeters of A-horizon

TAa = " A.-horizon

TB = "B -horizon

TB = 50 centimeters—(TA】 十 TA。

Water percoration rate of core soil in milliliters per minute was deteimined under a con- 

stant head of 2 centimeters after being soaked with water from the bottom during 24 hours.

Result and discussion
The relations between site index of both forests and soil properties that we determined 

are shown in Fig. 1 to Fig. 10. Among them, the permeability index was the most effective 

factor related to the growth of Sugi and Hinoki. The most suitable soil condition of Hinoki 

was higher than 7,000 Y (permeability index) and that of Sugi was higher than 12,000Y. 

The volume of large pore space in soil related to permeability such as air capacity and IOn- 

capillary porosity also seemed to affect the growth of forest.

The texture of soil and the content of gravel had r。 relation with site index in the Sugi 

forest, as the effect of the develepment of the crumb structure on the permeability was 

greater than that of texture. On the contrary the soils of the Hiroki forest which we 

examined had poor development of the crumb structure, so the texture markedly affects the 

permeability or site index.
The soils of the Hinoki forest were very poor in exchangeable calcium and had high 

acidity ; however, the growth of Hinokihad n。 remarkable relation with acidity and calcium. 

On the contrary a good correlation was found between the growth of Sugi and the amount of 

calcium.
The amount of humus and nitrogen content in soil depth to 50 centimeters showed no 

relation to site index, however C-N ratio of A.-horizon seemed to correlate with site index.

Here we discuss the reason why the permeability of soil affects the growth of forest.

As BAVER1) has reported, the permeability or percolation rate is directly influenced by 

the volume of large pores such as non-capillary porosity which permit air to move in the 

soil, so it is possible to think that the permeability represents aeration of soil.

On the other hand, some soils developed on the dry site such as BA-soil and BB-Soilhave 

pOor permeability in spite of their loose structure3 > which seems having many large poreS, 

because their organic layer (H- and A「h°riz°n) shows a remarkable hysteresis effect in the 

water-relationship, that is, they are difficultto wet when they are dry. Sometimes the ectotropic 

mycorrhiza formed on the roots of plantsin a dry site prevent water movement, and the water 

cannot infiltrate into these soils.

It may be considered, therefore, that the soil having poor permeability represents either 

poor aeration or a dry situation. Undoubtedly soil aeration and water supply are the most 

important factors for plants to develop their roots and absorb the water and nutrients. Morover, 

these physical conditions of soil may also affect the activity of microorganismus in soil which 

decompose organic matter, increase available nutrients and improve the chemical properties of 

soil.
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序 言

造林の実行, 計画の立案を合理化し, 飛国的な森林生産力の増強を行うためには, まず複 

雑な自然の環境を正しく理解しなければならない。国有林では, すでにこの目的に沿って, 

昭和 22 年以来土壊調査を実施してきている。調査は円滑に進接し,すでに150万町歩が完 

了し,著々その成果をあげつつある。しかし,広大な山岳林の調査はきわめて労多く, なお 

調査未済の部分が広く残されている。たまたま林野庁では経営合理化による森林生産力の飛 

乳的な地大が企図され,計画体系の根本的な検討が加えられる (こいたつたが,従来の土壌調 

査の成果が利用されるのは,まだ局部的であって,このような要望に直ちに基礎資料を提供 

する段階に達していない。したがって,土壤調査をできるだけ正確に,しかもすみやかに進 

ﾡさせるために, その方法について検討を加えることが必要となってきたのである。特に, 

北海道においては,土壌調査の発足が遅れたために,既存の土壌調査成果では,はなはだ不

十分であり, しかも,このような調査の成果に期待することが大きい。林野庁においても, 

土壌調査を急速にすすめる方法についての検討の必要性を認め,金井 ・北原技官らによって

モ デル調査が企画せ られ, 林業試験場土壤調査部にその実行を一任される ことと なつた。

竹原技官ほかが 32年5 月から 6 月にかけて, 現地調査を実施し,そ•の成果がま とめら 

れたので, ここにこれを一括して報告することとした。

本調査においては,特に地形および母材と土壌・植生との関係を明らかにし, 地形図と空 

中写真の利用により, 現状のはあく を正確 •迅速にする こと を検討 した。その結果, おおむ 

ね所期の目的を達成し,北海道における土壤調査の進技を,より迅速に, より正確にするた 

めの基準をえ,またその基準は,単に北海道だけにとどまらず,広く内地の土壌調査にも応 

用し うるものと思われる。しかし, 地形区分の細部や林業上の実用的な応用性については, 

なお今後の調査検討にまっべき点が少なくない。このような問題については, さらに今後一 

届の研究を重ね, 実用的な環境調査の完成を期する しだいである。

昭和33年3月

土壌調査部長 宮 崎 榊
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ここでは特にこのよ う な困難の多い北海道地方の土城調査にあたつて,どのよ う な考えかたを導入すれ 

ばよいか,土度の生成に*も重要な影渉を与えると思われる地形を,いかに区分すれば良いか,地形区分 

と土壤の性質分布状態がどのような関係にあるかに重点をおいて検討した。

北海道の北部 ・ 中部 ・ 南部におい、て,それぞれ1団地の標準地をえらび,地形区分の準を検討しつつ, 

土壌 と地形 と の関係を明 らかにする こ とに努めた。

現地調査;こ先だって,一応地形区分の方針の概要を決め,各地区それぞれ別個の郎布班を編成して実施 

した。細部については,地域ごとに解釈のしかた, 調査の順序, 成果の表わし かた; こ若干の相出があ る。 

しかし,全体としてほぼ予期の成果をあげることができたので, ここにその経過と成果を総合して報告す

る 〇

この調査は,はじめて の試みであり,なお今後の調査研究にまたなければならない、問ﾡが幾多残されて 

いるが, その成果は, さしあたり土ﾡ調査に効果的に利用されうるものであり, また―っの独立した環境 

調査として の意義を も ち ・ 単に北海道にか ぎ らず,一般 の森林土期調査に も 常に考庫 さ れ な け れならた 

いものである と考える。

こ こ に述べる地形 と土壌 と の関係 については,まだ正確な資料が苦積さ れていない ので, その結論は単 

に経験を菱と した推論にすぎないことが沢山ある。今後の調査と研究によってその関連性は逐次解明され 

ていくべきものであることを,はじめに特に強調しておきたい。

1 .土壌の生成因子としての地形と母材

土母は,その生成に関与する気候・地形・母材・生物の相互作用と, その作用の時間的経過によつて特 

後づけられるものであることは,いまさら多言を要しない56。気温・降水量等の相進は, 土期の特徴を決 

定的に支配する 最も重要な因子であるが,気候の影響の相違は,狭い範囲 C数万α種度うの地域について 

は,標高差にもとづく気候の相進のほかは,大差がないと考えられるから,小区域の土壤のちがいは,地 

形・母材・ 生物の影響によつて変配される と考えて よい。地表を被出する植物群落の組成は,大き く は気 

候の影響に支配され,局部的に はその土地の特徴に支配 され,成立 した植物群落は二次的に ま た土風の形 

態 •性質に種々 の特徴を与える">。したがって,植物群落組成が一つの環境の指標であり, 気象・土風条 

件など環境の総合的な反映であると考えられる。環境と植生との間にはきわめて密接な関係があつて,あ 

る場合には, 土度調査にあたつて,土風の性質とその分布のしかたを決めるのにﾡ生がきわめて有力な手 

がかり となる。しかし,植生を支配する因子は,土地因子だけでなく,光線が大きく影替する。また, 途 

中相 と極盛相 とのちがいがあ る。そのほか, 多数の種を含む群落組成の環境指標とし準がまだ見あたらな 

ての解析には,なお今後に残された問題が多く, 全地域を植生だけで適切な環境区分を行うのに適する 

い。最も本質的に,最も普遍的に,土地の特徴と土度の性質を大きく支配するものは,地形と母材である考 

とえられる。ある種の基岩は,特有の土期を形成し,また特有の地形を呈する こと があ る。一方,同一 

岩から生成された士维も,地形の相によつて著しくその性質を異にし, かなり 性質 の異なつた母材から 

も地形が類似しているところではほぼ類似の土壊が生成されることがある。わが国のような多雨地帯では 

この傾向が強い。しかし,山岳地においては,土ﾡ母材が, 粒径組成・化学性などに強い影響をおよぼ 

し,林地の生産力が母材の性質に支配されている場合も少なくないように思われる。そこで,地質岩種と 

その風化経歴を森林立地学的な立場からどの よ う に区分すればよいかが重要な課題 となつて く る。

地形, 部的な、土頭の性古に最も支配的な:影哲を与え る。すなわっち

(1 地表の唯状は,地表および地中の水分の動きを支配する。

2 水の動さこしたがつて. 土鬼中の物質は. 物理的に. あるいは化学的に流亡・溶脱・集積する。

(3 土頭の理学的性ﾡ と 関係が深い。

4 地形の相述ま,日照・ ﾡ面等にん部的な変化を与え, 身部気候を支配する。

このょ うに, 地形は土頭の本式に最も重要な関係をもつ因子である。地形は現地でわれわれの目 で比校 

的たやすく 見分けられる因子である。(一方. 地形図と空中写真は,全国にわたつて完成されている比校 

的正確な資科である。)また,地形にょつて. 土国の生成に関与した諸作用の時間的経過も類推すること 

ができ. 地形によつて土理の母村や基岩も推定する こ とができる場合もある。れわれは野外に出ることな 

く,地図と写真を もと と して土地の様子をかなり正確に, ある場合には現地においてよ り もかえつて正確 

に現地の状況を知る こ とがでさる。

地形を適切;こ区分すること;こよつて,その土地の土加の性質と生成を類推し,その分布の範囲を決める 

ことができる。さらに進んで,地形区分が適切;  こ行われたならば,地形区分そのものが一つの独立した立 

地条件(環境 の区分単位 ともなり うるとも考えられるのである。米国の土壊調査では,地形区分が土環 

相の区分の一つの単位として考えられる場合もある。わが国の現在の森林壬邸の分類にも,地形の概念が 

強く 織 り込まれている。したがって,地形区分は, ただそれだけでも一^つの環境調査としての意義があり, 

土壊:調査に先行して行われるべきー'•っの基本調査でもある。迅速に広い面相の森林立地の概況を知る手段 

として,また, 前密な土国調査(土頭の区分と分布調査 の基礎資料•として,地形を どのように区分すべ 

きかについて検討することとする。

2 . 地形の分 類

丘陵ないし 山岳地の地形分類,特に斜面形の類別は,森林土風調査では最も重要なことである と思わっれ 

るが,一般地形学では まだ十分論究されない点があ る ので,環境因子として必要な地形区分について考察 

を加える。

地形は,■それを単に地表面の形態的特徴だけで見るのではなく,その形成と変遷の過程をも明かにして 

いかなければならなし、。基岩の風化過程•土期母材の堆積変遷の過程•土壊の成熟の度合やその生成の経

も, 地形の本質を究明する ことによつて明らかになつてくることが少なくない。それで調査地域の地形 

区分には,その土地の現在の形態のよつて生じた根源をできるだけ明らかにすることに努めなければなら

ない。

最近,国土調査 C土地分頻調査ゝ の一環として, 土地利用区分および土地保全という実用的な目的をも 

った地形調査がはじめられるようになつた。このような調査の成果は, 土理の分類,分布調査のためにも 

十分役にたてることができるものと期待される。しかし,山岳地を対象とした場合には,そのまま利用す 

るには, やや不十分な点がある。ここでは, 一応森林立地の区分基礎 としての地形区分を行う ことが 目的 

であるから,われわれの最も目につきやすい地表の表面的な形態をまずは握し,現在の地表形態が現在の 

土頭生成にどのよう な関連があるかに重点をおいて論ずる こ と とする。

A. 傾斜度の区分

傾斜の度合は,斜面上における風化砕屑物が静止しうるか,移動しやすいかによつて区分することが合
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理的であろうが, 風化砕屑物の安定さは,その大きさ・凝集カ・降雨の状態などによつて異なり, 理的二 

どのような階程に区分すべきかは判然と しない。従来用いられている準を例示すれ次のとお りである

国有林経営規定 国土調査 開折適地準 山林土地評価

平 5。以下 3°以下 0～ 3°CIう
緩 5～15° 「3～ 80

1 9～15°
/3～ 8°(Iう 
18~15℃IIF) 15°以下

中 15～30° /15～20°
120～30° 15°以上Cm) 15～25°

急 30°以上 30～40° 25～40°
/ 40°以上 40°以上

これらの区分基準は,それぞれ独自の目的をもつている。すなわっち, 国有林の経営規定で,森休立地・ 

造林伐採等の作業の難易,斜面の侵蝕,保全関係のこのを考慮されだものであり,開拓適地準の区分で 

は,主として耕耘の難易に重点がおかれ,山林土地評価準の区分は, 主として林地としての生産力をも 

と と して区分されたものであ り ・ 国土調在のﾡは, 超斜部については開折適地の的にならい,斜部 

は適宜に区分さ れたものである。

普通の山岳林地では,30。前後の傾斜がはなはだ広い。今回調査した朝日.定山渓.知内3経営区にお 

いても,20～30° または 30～40° の傾斜面の面積が大部分を占める。 30-35° 前後までの斜面では,多 

くの場合か、なり厚い土層C70～100cm前後う が存在するが,40° 前後ではかな り 不安定となり,土砂は移 

動しやすい状態にあるように思われる。400前後以上の急斜地では,風化砕屑物因は薄く,やや大きな石 

礫や岩塊が多く,土壌的位の発達は不完全で粗孔隙に富む。局部的には土砂の崩落によって基岩が露出す 

るところも多くななる。45° 以上では風化岩間はほとんど斜面にとどまり得ない。

20° 前後を境とし,それより緩傾斜のところでは,土壊はいち じるし く 安定した様相を呈し,残積土の 

形態を とるこ とが多い。すなわち,土壤層は比較的深く発達し, ﾡ質であり, やや堅硬緻密となる。地表 

を被硬 し た火山灰 が侵蝕を まぬがれてそのまま積しているところも,ほ 20° 前後以下 の級傾斜地であ 

る こ とが多い。10°前後以下の地域ではこの傾向は特に顕着で, 地表および土壤中 の排水が悪く な り, 局 

部的に 湿地 または グラ イ 土壇が認め られるようになる。

このように, 傾斜の度合は,土壊層の安定の度合,士度の理学的性質 と 密接な 関係があ り,また,地表 

お よ び地中 の排水状態を支配 し,土塊に与え る 影響は大 き い。傾斜 の度合が 土 壊の理学的性質を推定する 

手がかり となる場合が多い。

注 C局部的ではあるが, 傾斜の度合によってスギの成長が明瞭に異なる例はしばしば見受 

けられる。スギの成長は土壌の理学的な性質の影響を比較的強く 受けやすいので,15。 前後 

以下の緩斜地よりも25。前後以上の傾斜地のほうが成長が良い例がしばしば見受けられる。 

また トドマツ,モミ等の上うに, やや深根性の樹種では,土壤の理学的性質が悪く とも,級 

傾斜で土物が安定し,土ﾡ層の深いところのほうが有利である場合が多いよ 5 に思われる。)

傾の度合と, 土ﾡおよび林木の成長との間には, 常に一定の傾向性がある とはかぎらないか:,その関 

係は比較的密接であるので,その階程の区分には今後なお検討を要するのであるが,ここではさしあたり 

10° 単位に区分した。

1.10°以下 2.10～20° 3.20～30° 4. 30-400 5. 400 以上

B. 斜面の形状の区分

われわれが山岳地で最も普通に接しうる山体の斜面については,適切な地形学的分類基準を見いだすこ

I 土頭調ため刀地形分ﾡとその応用〔竹原> --う-

とができない。

斜面.... その断面の形状が凸形 C上界的ゝ であるか. 凹形 <下降1 であるかによつて区分することが 

立地学的;こ 域 も意義が深い よ ラ に思われる"»:"。

一般に凸形の斜面では,ﾡﾡ性の土国の分市範闘が広く. 凹 彫の館面では湿冊性の土加の分布値囲が広 

い。また,凸形の斜面では, 全体として土绥阔が浅く, 特に下方が浅い傾向があ り,凹形斜面では下半が 

土国ﾡが深い。したがつて. 一般に凹 形の:斜面は比較的畑阳肥沃な林地を形成 しやすい傾向があ る。

斜面の凹凸,水平断面の形態からも区分することがでさる。山腹の凹彩斜面(士水が集まる 地形 でも 

り,凸形斜面はほかの区域に水が分散する地形である。水分はもと より,土砂・ 可溶性塩類 ・ ﾡ質物等が 

水ととも に流亡 し,あるいは集まって くる ので, 土理の性質に大きな相心が生ずるだけでな く, 日照・風 

衝等を含めた,局所気候にも大きななちがいが現われるのは当然で, 俗面の四 •凸は立地学的に大きな•意義 

ともつっている。

小出氏は. 斜面を上界外斜面・平面斜面・下降斜面の 3 つの本型にわけ, さ らにその複合 した も のを複合 

斜面と呼んだ。「上界斜面はその縦の断面形が凸形を したもので,風化亜物は斜面から運び出され,ﾡ 

性の強い、粘士西物質が選択的に残書するために土頭は一般に浅 く ﾡ試であ る。下降斜面は凹形であって, 

風化産物で呼くおおわれ, 一般に砂隣西である。平面斜面はは;ほ直線的で,上斜面にくらべると風化産 

物は厚く それほど粘土質でなく,砂礫質である」とい う。そして, 一般の山地では, 上外斜面と平衡斜面 

は形成されやすく, 下降斜面は比校的少なく,またこれらの斜面が単独にあらわれる場合より も複合して 

あ らわっれる場合が多いと いつている。

山田氏は, 局所地形を凹型地 と 凸型地に分け,それぞれA ・ B ・ CおよびD・E・Fの3つずつの型に分 

けた。凸地型は侵蝕面であり,残根土であつて,凹型地は堆後面であり,運積土である とした。そして, 

この2つの地形の相ﾡにしたがつて, 土鬼の諸性質が著しく 異なる こと を明らかに している。

凸型地は凹型地にくらべ,一般に水分の含有量が少なく,表士が博いが, 土壊的はかく 乱される こと 

なく,A, B, c 各土風忖位の分化は鮮明である。粘土髭は凸型地にむしろ少ない。酸度は強く 塩基飽和 

度は低く, 植物の逸分が少ない。このような土ﾡの性ﾡのちがいにともなつて, スギ・ ヒノキの成長も顕 

著に相する。

一般に, 斜面の発達は流水の下刻作用か らは じまり, 谷壁の風化作用 と 流水の侵蝕力 の強さ のちがいに 

よって,種々の形態を示すにいたるものと考えられる。基岩の硬さ,風化のしかた,風化や侵蝕に抗する 

力の差, または節理のできかた等によつて種々の形状が現われる。侵蝕の初期には谷の下刻作用が大きい 

から上另・的な斜面が多く,また,やわらかい岩石のところでも,このような斜面が形成されやすい。侵蝕 

がすすみ壮年期になるにしたがつてほほ直線的な斜面がでさる。特にかたい岩石のところではこのような 

斜面ができやすい。晩壮年期にいたると斜面の下部は風化岩屑でうめられ,その上部は丸味をもった斜面 

となつて,いわゆる,従順山形を形成する C自然地理 152 〜 186)。

最近実施 さ れた山梨県野 呂 川水系 の 保全調査に おいて,式氏は ,地形学的 な考え に 斜面 の安定度 の概念 

を加え, 次の 2 つの斜面型を区分 した。

谷型斜面 河流に沿う 部分にみられ,侵蝕の営力に対して従順な形をもつ斜面で,主に急斜面が浅い凹 

形斜面 の形態を とり , 角礫質の粗粒物質におおわれる。

尾根型斜面 河道に対し規則的に発達せず,不規則な分布形態を示し,侵蝕の営力に対して抵抗的な性
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質を有し, 主に級傾斜で凸形斜面の形態を とり ・ 比較的呼い細粒の風化ﾡでおおiれえ。

そして, 谷型斜面が現輪廻の侵側地形として広がつており, その頂部で前域となつて尾根型斜面 に原地 

形 をﾡ会していることを認めている。

山岳地の斜面の形成がこのよ ラ な過程を経る ものである こ とは, 新 しい禅出 した崩壊地がな くても, 多 

く の斜面の形状からほ推定する こ とが:できる。そして, 土壌の性状・ 植生 ・ 林木の成長とも, し 

密接な関係があることが認められる。

尾根型斜面は,ほぼ上界外斜面に相当 し,谷型斜面は平衡ないし下降斜面に概当す え と思われ る。土頭の 

状態は,前者については,小出氏と式氏の説明に若干のちがいがあるが 一般的に斜面上では,侵仙少 

なく,弱度の表面侵蚀の形を とる と思われ,傾斜がゆるやかな場合には厚いﾡ質の土層が発述して安定し 

た形をとり, 傾斜が急であれば土園は薄い。いずれも残積土であることにかわりはない。後者C谷型斜面 

の場合には,比較的新鮮な離質の風化物でおおわれるが,斜面上部では比較的風化物ﾡがく. 下部では 

やや厚 く 推稿 して崩積土の形を とるこ と が多い。

このよ うに斜面の形状によって, 使倒輪廻の時期 も ある程及推定する こと ができ,これにともなつて出 

現する土壤の状態もそれぞれ特徴があるので,これをここではその形態から平易に次のよ う； こ区分 してお 

くこと とする。

凸 形 斜面 C上昇斜面ゝ 尾根型斜面T 幼年期

凹形斜面 C下降斜面 )
谷型斜面→壮年期

平斜面 C平衡斜面う )

複合斜面 C複合斜面ゝ

このよ うに, 斜面形の区分は地形学的に も立地学的に も きわめて有意義であるが,現実の山岳地で複雑 

な小ひだの多い斜面を, 凸・ 凹のいずれかに区分することははななはだ困ﾡである。また区分の根拠とする 

斜面の大 きさを どの種度に考えるかに も 問題があ る。普通に認められ る斜面は,凸形斜面ないし平斜面が 

多く, 凹形の斜面は比較的少なく,大部分の斜面が複合斜面であるがことが多いが, 立地的には,複合斜 

面はできるだけこれを細分しておく ことが望ま しい。

C.地形の成因による区分

山岳地の地形は, 流水の侵蝕作用によ ってできた ⑴侵蝕地形 と,火山活動によ つてできた (2) 火山地形と 

に大別され, 局部的に堆積地形があり,そのほか断層,褶曲など地殻運動によつて生じた,構造地形など 

がある。

大部分の斜面は,前記の傾斜区分と斜面の形状の区分によつてほほその特徴を知ることができ, 土ﾡの 

状態および分布様式をかなり正確に類推することができるであろう。しかし,山岳地でも, 単に傾斜と形 

状だけでな く, その形成過程が明 らかであ り ・ その形態的特徴 ・ 立地学的特徴の明確な種々の局所的な地 

形区分が可能である。地形分類を行う場合, 特に留意すべき特殊の地形について, その特徴 と 土期 との関 

係を考察する。

(1ゝ 山頂緩斜面

山頂緩斜面とは,斜面によ りかこまれた山頂部の小起伏面, または緩斜ないし平坦な面をいう。

級斜面と, ほかの斜面を区別する場合には, 土期の安定度を考慮し,地形解析の作業を機械的にすすめ 

るという意味で,その区分基準を一応15～20°以下ということを目安としたい。しかし, 緩斜面の地形学 

的な意義は, 単に傾斜の度合だけできめられるべき ものではなく,周辺の斜面の傾斜との相対的な差や, 

価斜の度合が急激に変化 しているか,海変的であるかな どに よつて 区分されるべき も のであ るか ら,15〜 

20°以下を全部前記区分のい、ずれかに類別するこ と は適当でない。

山頂紋幻面は,谷の下刻作用または谷壁の側刻作用等,侵他のおよばない山頂部の平坦ないし小起伏の 

面である。すなわち,現在の侵他のはじまった当時の原地形の面 C原面ゝ であって, 幼年期の山地ではこ 

のよ う な緩斜面が広く 残されている。原面は全として呼い土旭でおれていることが多い。壮年期に 

近くなるにしたがつて, 谷壁の斜面が しだいに発達 し,山頂緩斜面の幅は しだいに狭く な り 尖頂の ¥とな 

り,あるいは丸味をもつた凸斜面の連なった条となる。山頂後斜面は,このようにほとんど侵蝕を受ける 

だけで,ほかから岩肝が移動堆積することがないので,土理は残積土の形態をとる。一般に層位の分化が 

明識で, 土旭は深い。ﾡ質であり, 下网では風化してやや丸味をもった石礫を含み,堅硬緻密な土鬼とな 

りやすい。わが国のような多雨地域では, 可溶性物質が徐々に流亡し,ややが悪な林地となり やすい と 

考えられる。また, 多く の場合風衝が強い。面積が広い場合には緩斜面上はやや湿潤で,土ﾡの断面形態 

も Bn型土頭に骸当する場合が少なくないが, このような Bo型土頭は, その生成過程から考えて急斜 

面の Bd 型士頭とは区別するのが妥当であると考えられる。そのなかの局部的なﾡ地では,Br型土頭やグ 

ライとなることがあり,湿地を形成することもある。幅の狭い山頂緩斜面(多くの場合丸味のある尾根,ま 

たは凸形斜面と して区別されるであろう。 では土頭はやや乾性にかたむき, 塊状ないし堅果状構造の発 

達した土理となりやすい。山頂緩斜面では,原則 と してその基岩から風化成熟した土ﾡが生成されるので 

あるが, しばしば基岩とは別の母材の土壊が見いだされるから注意しなければならない。たとば, 中国 

山脈の寄梁部や関東西部山地の山頂緩斜面は,広く,厚く火山出物で被覆され,その風化物を母材と し 

た土班が見いだされる。また阿武ﾡ高原の一部には集塊岩や花機岩の上に花脚岩の二次推積物を母材 と し 

た士壊が認められる。この堆積物は,おそらく 前輪廻の侵蝕堆積の遺物である と推定される。そのほか, 

現在の河流からは数百米も高い山頂部に円礫を混えた洪積届が残されている例もある。このよ うな例は, 

現在は侵仙地形であるが古くさかのぼつて考えればﾡ積地形の一つである。今回の調査では,知内経営区 

内の第三紀伯緩斜面が厚い火山灰 Cいわっゆるロームﾡゝ で被覆されている例があつた。このよ うな土量は, 

厳密な意味では残積士とはいいがたいが, 火山灰等もその風化が著しくすすんでいる場合には, 立地 学 的 

に.は残積土と して取り扱つてさしつかえない。

C2)山麓部緩斜面

山施面とは, 地形学的には山地の範の平坦な侵蝕面 を意味する C自然地理p.6う。山地のなかの斜面下 

部では,このような侵蝕面は多くの場合,上方から供給される岩屑で被覆され,後述の麗屑面との区別は 

困難であ り,山間の斜面下部の緩斜面は大部分が建野面そのほかの堆積面である と 考えられる。これらの 

堆積面については後述するが,個々の推積面の区分が判然と しない場合や前述の下降斜面の斜面下部の緩 

斜部の規模が大きい場合な どを一括し, こ こ では斜面の下部にやや大きな 凹形の緩斜部が形成 される場合 

にこれを山施部級斜面と呼ぶこと と したい。このよ う なところの土期は一 般に湿潤肥沃である。

火山性の山麓緩斜面は火山山麓の裾野である。流動性の溶岩または厚い火山抛出物で被覆される。成層 

火山 Cコニーデゝ の山麓部に広い面積を占める。

c3ゝ 麓屑面 CLﾡをも合むゝ

斜面下部に岩屑の崩落堆積してできた地形である。一般にその上部の斜面よりもやや緩傾斜をなして堆
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積し,全体としての斜面の形は凹形を呈する。凹形斜面の下部は施柄面であることが:多い。朝般土と呼ば 

れるものであって,角礫に富む深い土周が形成され,水分の供給が円滑で,多くの覇合,Bd, Be型土斑 

の形態をとる。通気透水ともに良好で, 塩進に富み, 最も生産力の恋い林地となる。

C4う 谷底緩斜面 二埋谷緩斜面)

泥流,土石流等が谷を理めてできた谷底部の緩傾包堆積地形である。

大量の泥土または岩塊石礫を ま じ えた土砂が水 を含んで移動 し, 認い傾針を ・ つて谷度や斜面の問部を 

埋めて堆積したものである。泥流地形,土石流地ﾡ(国土賀 または押出しの名(山田うてれる。全 

体と しては凹形の地形のと ころに形成されるが, 土石流地形そのものは一般にわずかに凸形を星している 

ことが多く,普通その両側の縁は二次的に生じた水流で山腹の斜面と境せられる。土石流地形の衣面の傾 

斜は, もとの谷の傾斜と堆積時の水量,構成物質の大きさなどで相迩すると思われるが, 10-15°前後の 

斜面であ る こと が多 く ・ 施骨面 よりゆるく, 洪両地 よ り 急である。

講成物買は, 泥流の場合は泥土だけであるが, 土石流では大小の角の とれた岩塊石礫と土砂からなって 

いて, 堆積は比較的緻密でかたい。土壤は特に乾 •湿いずれに も偏しない こと が多く,Bd ないL Be 型土 

ﾡの形勝を示す。理学的性質にやや欠陥があ るが,株地としての生産力は良断場合が:多いようにuっれ 

る。定山溪経営区薄別川に沿う 谷底緩斜面は,代表的な土石読地形であつて,製約350M.長さ 3.5kw に 

速し, 地形図上にる明ﾡにその形態が示されている。トドマッの造林成績は良好である。

C5う 扇状地

傾斜の急な変流がそ れ より 緩傾斜の本流に合流する点,山地の急流が山施部の平坦地に 出 て 流川がなに 

かわるところなどで,主として砂療直からなる園状の堆積物である。大きな平野の辺縁部では大規模の品 

状地が形成される例が少な くないが, 山間部ではきわめて小規模であ り 局部的でおつて,半社が:100w, に 

もおよぶこ と はほとんどない。多数連続してつらなり,さらに, 麓層面でおおわれたり, 流水の侵蝕で変 

形されて,やや大きな山産部の緩斜面を形成することが多い。朝日経営区では現状地が多数•認められるが 

多くは耕地と して利用されている。1 般に 土 壤は湿潤である。その規模が大きい場合には, 放射状の谷で 

二次的に刻まれ, 急斜面でかこ主れた台地状の地形が形成され, 土壤の特徴は種々 変化に富む。

C6 水積地 C洪通地ゝ

谷底および河道部に発達した平坦な水積地であって,現在の流水の冲積作用のおよぶところである。谷 

底平野とも呼ばれる C国土調査。傾斜のゆるい谷沿いに带状に発途する。下層には円礫を 含む ことが 

多い。比較的湿潤な土壌が出現し, Br 型土壤が最も普通である。構成物質が地面の場合には排水不良で 

地下水が高く ・ グライ となる。ヤチグモ・ハンノキ等かな り 湿性の植物以外の造林は困:難であるが, 度土質 

ないし砂質で地下水が低い場合には,比較的肥沃で生産力は高い。

C7 設丘C河岸段丘ゝ

地表が平坦で,漂礫を含む比較的軟弱な土砂の層からなる台状または階状の地形である。その辺縁部は 

連続した急なガケでくぎられている。古い水積土とみることができる。山間部では,地屑面•前状地等で 

おおわれて,前述の山施部級斜面として区分されることが多い。水積地 よ り も排水がょ く,Bo 型土風の 

場合が多く,林地としては比較的生産力が高い場合が多い。段丘面が広く古い場合には,土壌は残積上に 

類似した形態をもち, やや緻密で,局部的には排水の悪い部分も認められる。

C8 台 地

L 土ﾡ説のための地形分類とその用〔竹ﾡ> —9 —

バをとご斜面またはがケにかこまれた地式の平な台状の地形である。焼岩台地,火山灰台地等に区分 

さ れ る。山頂認る斜面 と の区別は,山頂部 と 山地部の比高が小さい割にその表面が広 く平担である こ と であ 

る。土旗はやや乾性にかたむく が, Ba-Bb 型士頭よりもむしろ Bs-Bp 型土期等が多いであろう。そ 

の代状台地の情償物質に よ つてかな ハ 相命す え。

<9う その他の地形区分

■記のほか, 部的にﾡめられる主班な特殊の地形と して. 次のものが重要と認められる。

a. 商地 ; 排水不良で特殊な森林植生の生立 しえない地域。

b. ﾡ地 ; 分解のすす ま ない湿地性植物 c )道休が進積 し てい る地域。

C. 河j域地 ; 山取の斜面 または述の一部が急激に前諾 し て生 じた跡で ま だ林木が成立 しない土地。

d. 岩石地 ;岩が露出 してい る地域。

e. ガケ； 長くのびる一•連の急傾斜。

C10) 火山地形

原地形が火山噴出によ り生じ, したがつて, 火山喷出岩または火山砕屑物で構成されている地域は, 地 

形に も特徴があ るので火山地形 と し て区別す る。此較的新 しい火山では,地形界がその ま ま 土ﾡ母材の境 

界とななりうる場合もすくなくない。火山地形も. 火山の活動が停止し,漸次侵蝕がすすむと前に述べた種 

々の侵蝕地形の形態が生じてくる。

定山浜経営区無意根山を中心とした緩傾斜の地域には,比較的広く火山地形が残されているが,その東 

側はかな り 開断がすすみ, 火山体下部の基臓岩石がみられる ところ もあり,普通の 山岳地の地形に近 く な 

つている。

火山地形区域の地形の分類には,すべて火山性の名称を冠して区分しておくのが適切である。

3. 地形区の区分

前に述べた よ う な種 々 の地形分類を行 うことによって, 局部的な地形の特徴を明 らかにす る こと ができ 

る。これをそれぞれ地図上におとして詳細に検討すると, たとえば, ある地域では急斜地が多く, ある地 

域では比較的広い緩斜面が残されているな ど, 場所に よつて種々 の特徴が認め らiれ, その特徴に よ つてい 

く つかの地域に区分する こ とができ る。このよう な地域の特徴は,基岩の性質 とその風化侵蝕の経歴の異 

同によつて支配されるもの と思われる。ここでは,基岩を等しくし,地表の形状が類似していて, 現在の 

地形が形成される にいたつた過程がほほ同一である と 思われる区域を一 つの地形区 と 呼ぶ こ ととする。

局部的な地形 Cあるいは徴地形 の相席にしたがつて土期にはそれぞれ特徴があ るだろ うということは 

前述したとおりであるが, 局部的には同じような形をした地形のところでも, 土壤の詳細な形態, 性質ま 

でが常に同一であるとはかぎらない。同じような傾斜,同じような形の斜面でも, たとえぱ, ある地域で 

は浅い埼質の土であ り,ほかの場所では深い砂質の土凍である こ とがある。あ る地域で見いだされた微地 

形と土頭の特徴との間の関連性, 傾向性は, 他の地城に常にあてはまる とはかぎらない。出現する土壌の 

種類とその分布のしかたには,地域ごとにそれぞれの特徴があって,地形と土ﾡとの間の法則性があては 

まる範囲にはおのずから限度がある。つまり,地形区は,土ﾡの種類・特徴およびその分布の界線を類推 

する場合の-:っの地域的な単位とも考えられるのである。一つの地形区内では土壤と地形との関係がはな 

はだ緊密であると考えられる。
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土ﾡの性質は, 気候 ・ 母材 ・ 地形の相互作用によって特徴ずけられるものであるから, これ らの相互作 

用の結果と して,永い間の風化 ・ 侵独 ・ 推積が緊積して形成された大きな地形が、類似しておれ. その地 

域内の土壤は微地形のいかんにかかわらず,他の地域とは興なつたある共通の類似点をもつているであろ 

う し,それらの諸作用がやや異なつて,現在の地形が明らかに興なつておれば, その地域相互の土国は種 

々の点で相違するであろう。このよ うな地形区相互間の土国の興同は, ある場合にはめいりょ うに現っれ, 

ある場合にはほとんどめだたない こと もある と思われるが, 本質的に土地の形成過種に興同があれ, 土 

ﾡの特徴にも当然興同があるものと思われる。このような土鬼の特徴は,ある立場からは当然分類の根拠 

ともなるべきものであると考えられる。地形区の区分が十分な科学的根拠の上にたつておこなわれるなら 

ば, その区分は, 土理分類のある階程,たとえ, Family, または Series 等の区分礎として,十分意 

義のあるものと考えられるのである1。

また, たとえ, 野外で認めうる断面の形態的特徴が類似していても, 地形の相違にもとづいて土期の理 

種の性質や化学的組成にはめいりょう な差があ る。たと え, 同 じ母材から発達 した類似 した形態の褐色 

森林士 Cたとえば BD型土ﾡ であつても, 山頂部級斜面上, 斜面の中腹, 台地や段丘上の土壊には,水 

分の消長, 塩基の合有量等にそれぞれおのずから相違がある。このような場合に,土期の性質を理解する 

ためあに, 地形のちがいにしたがつて, 現在Family階程の分類単位としている土頭型を, さらに,いくつ 

かの Subtype に分けることは, 土期の系統的,生成論的分類の上からも, 実用的な面から も,はなはだ 

重要なことである。このような地形区の区分によって,やや広い地域を単位とした土地生産力の判定も可 

能であろうと信ずるが,これらの点はなお今後の研究にまたなければならない。

土期の特徴と結びつけた場合,地形をどのようにみたらよいかについて,若干の考を加えてみる。

Soil survey manual では地形を4つに区分している1。これを要約すれば,

c1ゝ Normal relief (正常地形

地表流下水中席の,傾斜した高地,普通の成帯土理が現われる。

C2ゝ Subnormal relief C準正常地形

平坦ないし傾斜した高地,地表流下が遅いかないしはなはだ遅い,侵蝕が少ない,土層は安定して盤因 

が作られる, 粘土盤土壤等のあらわれる地形である。

(3ゝ Excessive relief (急斜地形

地表流下水が急激で,侵蝕の強い丘陵性の高地岩屑土を主とする。

(4) Flat or Concave relief (平坦または凹状地形)

地表流下水がきわめて遅いか皆無で,侵蝕な く,とき どき水がたま るよう な低地,水成の間帯土風が認め 

られる。

地形区区分の実例を述べる。

山 岳 高 原 主要な急斜面 平 野 また Clarke は, 地形を表わすのに左の

峯 峯 山 腹 隆 起 線 よ う な区分を してい る。特に,その場所にお

台 地 台 地 山 頂 部 孤 立 丘 いて,土壤生成因子が作用 した時闇,つまり

山

谷

腹 

底

谷

準 平

底

原

棚 平 

丘

坦

陵

面 

面
土壤の成熟度合を推定するのに, 地形の特質

盆 地 を重視している"。

河 道 部 つぎに,わが国における,やや地形学的な

山田氏は阿武限地方の求在で次の 4つに分けている叽

a. 商5原地 降起平原の一部で, 花崗岩地を例に とれぱ,山は従順山型で丸味を もつており,高 

低遼が少ない。急傾斜の侵蝕面が少なく,水平に近い堆積面と山頂緩斜面が相当に広く残されている。

b. 山品地 古生闷地を例に とれば,壮年期地形で,山頂験斜面が少なく 尖鋭な形を示し,商低差

が大きく,侵蝕の盛んな斜面が多く・ 堆積面が少ない。

c. 丘/地 低海扱の第三紀旭を例にとれ,山頂平担部が多く急な侵触面は少なく, 高低差 が 少 

ない。：谷密度が高いことが特徴である。

d. 平野地 低海扱の第四紀に例をとれば, 高所は洪清科 低所は冲横阳のいずれも平坦な堆積

面で,両者の囲に低い急な侵蝕面がある。高低差の少ない幼•年期地形を造る。

山田氏は, 高原地のなかで,一部に さらに残丘状地を区別 した。そして. 古生層地と花崗岩地では, そ 

の風化形式のちがいから, 同 じ山岳地でも両者の間に斜面形にめいりよう な差があ ること を認めてい る。

地形区の設定については,特に小出氏" が強く主張しているが,段戸山国有林の例では,大きくみてこ 

れを次の2つに分けた。

準平原地彩区 C前輪廻地形区ゝ

壮年地形区 C現輪廻地形区

瀬尻国有林では次の3つに分けている。

A区 壮年地形

B区 中間的地形

C区 前輪廻地形

その後,真下氏らの調査によつて,この2つの地形区における土頭の諸性質にかなりの相述が認められ 

ることが明らかとなつた">。

内田氏は, 大雪山ﾡ雲峡附近の調査で, i 河畔の氾濫原からなる台地。ii 商距900～960m に位置す 

る平坦な台地または綏傾斜地。iii 河岸 と 台地 との囲にある急峻な傾斜地に分け,それぞれ出現する土ﾡ 

に著 しい特徴があ ることを明 らかに した""。

山地 は,その発達の過程に よつ て普通次の と お り に 区別 されている。

幼年期 (陸起平原

幼年期

老年期 C従順山形

i準平原 C硫起ﾡ平原ゝ 等

または

高原

山 地 (中山性, 高山性

丘陵地

低地

このような区分に,火山地形を迫加する ことによつて,多くの場合地形区の区分を行うことができるで 

あろう。しかし,阿武隈 •段戸 •瀬尻等の例は,いずれもこのような区分によ る地形的特徴の最もめいり 

ような地域であって,常にこのよ うに明確に区分できる とはかぎらない。実際問題としては,はなはだま
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ぎらわっしい場合が多いのであるが, できるだけその本質をきわっめることに努めなけiれならない。

傾斜 ・ 斜面形 ・ 起伏量 ・ 谷密度その他種々の小さな地形の特徴を総合 し, ほ類似 した地域と く く つて, 

ﾡ定的に適宜の記号を用い、て区分しておくのが妥当である。

ここでは, 種々の地形学的特徴が類似し, 岩および土風の母材をほ等しくする地域を 1つの地形区 

と定義する。

問題は, どのよ う な特徴を もって類似している とするか, また興なつているとするかの消をどうする 

かに残される。

4. 地形区分 (予察) 図 の作成 とそ の利用

地形の状態は,旧御料林の 2 万分の 1 ・ 地理調査所発行の 5 万または 2万5 千分の 1 地形図. 半iの空 

中写真 C地理調査所 および空中写真によ り都正した5万分の1地形図, または林業技術布協会撮影の空中 

写真を利用することによって,現地調査前にかなり正確な状態を知ることができる。空中写真をもって補 

正されない地形図では,場合によつてはかなり誤差があり, 特に詳細な斜面形や小谷・山ひだの状態た 

りのままに表現されていないので,その利用にあたっては十分注意しなければならない。空中写丸は全国 

土について入手することができるので, 地図が不完全な場合には空中写真によって補い,現地調を経な 

くても,かなり正確な状態を知ることができる。

これらの資料をと して,現地調在の前に室内で地形の計測・ 分類 ・ 区分を行って地彩区分 C予察> 図 

を作成する。空中写真およびこれを基と した地形図を利用すれば,現地調で知りえない種々の特徴をも 

正確に知ることができる。

このよ うに して室内で作成 した地形区分予察図は,現地で十分照合点検し, これを加正して地形区分図 

を作成する。

A.傾斜区分図のつくりかた

地形図上での傾斜測定には,っきの 2 つの方法が普通用いられる。

寺田法; 5万分の1地形図の縦横を各 10等分して東西, 南北の方向に線を引き, その交点において半 

径2.5m の円を被せ, 円内に合まれる等商高線の数を読んで次式から傾斜度を算出する。

tan A= 20 xN=0.08N CN は等高線数
250

松井法; 2万5千分の1地形図に方眼を描いて, その交点を測定点とし, この点をはさむ2本の等高線 

の最短距離をはかつて算出する。

tan A=_b_ cbは等高線高距, aは実測距離 
a

寺田法はあ る地域の平均傾斜 と して測定される。それで,広い地域の特性を較するのには便利である 

が,局部的な微地形の変化 を表現する のに,しばしば,困難な場合が生ずる。松井法は徹地形の変化を知 

るのには,はなはだ便利であるが, 5万分の1地形図上で等高線間隔の密な山岳地の傾斜を測定するのに 

は誤差が大きくなる。それで, ここでは,測定点を通り,等高線にほぼ直角な線 c 最急傾斜の方向)を引 

き,等高線間隔がほぼ等しい範囲の距離を測定 し,その間に含まれる等高線の本数を数えて第1図のグラ 

フ から傾斜度を算出する ことと した。第1図は, 等高線の本数別に,その等高線の合まれるICmi 単位 

から傾斜度を算出し,曲線でむすんだものである。等高線の間隔が大きい場合には,松井法によつて測定 

する。5万分の1地形図に 1cm 方眼をかけ, その交点を測定点 とする。測定点が傾斜の変移線上にある

I 土ﾡ調のための地形分類とその応用 て竹原> - 13 -

とさ, その両間に向つてそれぞれ別に測定する。測点の位置は,前記の交点にこだわらず, 隣接する交 

点の価斜度 と等高探の間隔を考慮して適宜移動させるほうがむしろ望ま し。

第 1 図 あるの中に合まれる等高線の本数 Cn-1ン 別の, Cmm

と 傾斜角度の相関図 (5万分の 1 地形図ゝ

各測定点における傾斜度を考慮し,その附近の等高線の幅を目測しながら,ほほ類似の傾斜度をもつ区 

域を 前記傾斜区分を基準 として く くり, 傾斜区分図を作製する。各区域ごと に傾斜区分の番号をっける。

このよ うにして作製された傾斜区分図の傾斜度は, 現地にける実際の斜面の傾斜度よ りもやや小さめ 

になるが,凹凸の少ない, 大まかな地形のところでは,ほとんど一致する。谷密度が大きく,起伏量の小 

さな地形の ところでは, 地形図にその実態が 十分表わされていないので,図上の測定はや や不正確となり 

やすい。

B. 谷密度の測定

山地の開析状態を知るためには水系図 ・ 谷密度図を作成する。水系図は土ﾡの分布の細部を推定する手 

がかり となり,谷密度図は地形区設定 C後述う の基礎資料とするために作成するのである。

5 万分の 1地形図を もととし, 本流・ 安流沢のほか, 斜面の刻み目, く ぼ等に全部青線をいれて明示 

する C水系図。地形図に2cの方唄をかけ1区ﾡ内の谷の本数を計測する。谷の本数は, 1区訓内の, 

本流と認められるものの数と, これから分岐する麦谷(流)の数を加算したもの とする。谷密度は2c方 

眼内の谷の本数を もって示す。各区ﾡご と に本数を記入 して谷密度図を作成する。

空中写真によ り補正されない地形図では,このよ うな小さな刻み目の表現がきわめて不正確であって, 

一般には,はるかに小さな数となり, ある場合にはほとんど平らな斜面にめいり よ うな小谷が示されてい 

ること もある。それで,その計測結果の判定には,常に使用した地図の信頼度を考慮する必要がある。で
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き うれば,谷密度の測定にあたつては, 空中写をとして, 写真で薦められる刻み目 を もれなく 地図上 

に転載し, 完全な水系図を作成することが望ましい。しかし, 広い地域の調査にあたつては. この作衆は 

かなり労力を要し, また森林で被覆された地域では, 写真にも小さな刻み目は現われないことが多い。谷 

密度は,空中写真によつて純正された地図であれば十分と思われる。

今回の調査では谷密度 52 が最高であつた。その大小の基準はほぼ次の区分*; 適切である と 思われる が, 

今後なお検討を要し, また地域によつて区分の基準を若干かえるほうが望ま しい場合もある。

谷密度

小 20 以下

中 21～40

大 41 以上

空中写真によ る水系図を基 とした谷密度の大小区分基準は, 国土調査では,急斜面について 2cm 方眼 

内で80以上および80未満とされている。

c. 起伏量の測定

起伏量は, 土地の起伏の大きさ を現わし, 前各項の傾斜度,谷密度 と にらみ合わせ, 傾斜の度合, 斜面 

の大きさを推定し, 高原C単平原う ♦山岳地 •丘陵地等の地形区を区分する手がかり とな る。起伏量は, 

ある単位面積内の最高地点と最低地点との標高差で示される。ここでは, 谷密度測定に用いた 2cm 方眼内 

の最高点と最低点との標高差をメートル数で現わし, 起伏量とした。各区网ごとにその数値を記入し, 起 

伏量図を作成する。

起伏量の大小の区分基準は,今回の調査で知内・期日両経営区では, 丘陵地の様相を示す地域の起伏量 

は200以下であり, 山岳地では 200 ないし 400 で,400 以上のと ころはかな り 急峻,雄大な山形を示した。 

漸定的に起伏の大, 中,小区分基準を次のとおり に考えてみた。この型も, 地域によって適宜変更する 

ほうがその特性をより正確に表現できるはずである。

起伏量

小 200 以下

中 201～400

大401以上

D ・ 地形分類 C予察う 図

地形分類図は, 空中写真を実体鏡で観察 しながら,傾斜区分図を参照しつつ, 局部的な地形を2のB・ 
C 項の項目 を基準 として区分 し, 写真上にその位置と形態を示し, これを傾斜区分を した 5 万分の 1 地形 

図に転載して作成する。地形分類は色分けによつて示すか,適宜の記号を用いて表わす。

地形を区分した境界線 と 傾斜区分の境界線 と は, 図上では必らずしも一致しないことが多い。これは, 

一方は地形図の等高線だけを基とし,一方は空中写真を基としたものであるからであり,また,傾斜の区 

分C1,2, 3, 4, 5 の区分う が地形の本質とは一無関係に単に傾斜の度合だけを基として作られたため 

である。できるだけ地形分類図の境界線を基として,2つの境界線を調整することが必要である。

空中写真は, 地表面の形態と種々の地物をありのままに写し とつている。写真によつて, われわれは地 

表の形態 を正 しく知ることができ, 習練を積む ことに よつて さらに種々 の現象を判断す る こと が可 能で 

ある。すでに米国等では,地形だけに限らず,地質・土ﾡ・森林調査等に広く利用されている。最る精度の高 

い土ﾡ区は, 空中写」の利用とその現地点検こよつて作成される"1®):"'。わが国でも, N.R.Sの振影 

した空中写バは広く一般に利用されているし. さらに林野の一部ではよ り鮮明な空中写真が振雷されてい 

るから, これを活用することがのぞましい。従来民有林の土頭調査では, 空中写真によつてえがかれた地 

貌図が利用されている。地ﾡ図の利用によつて土頭図の精度は著しく高められたように思われるが, さら, 

に空中写真そのものによつて,土地の形態区分を行い,これを土维の性質の判断,分布の形の決定等にま

で発興させるよ うにしなければならない。空中写真の土壇調査への利用の 目的は,大略次のように要約す 

ることができる。

(1ゝ 不完全な地形図の点検 と 林正。

(2ゝ 局所地形の質的分類 とその形の決定。

C3ゝ 大地形区の区分(岩の類別. &ﾡ形態等 とその特徴のは握。

(4ゝ 植生, 林況のﾡ況の調査。

C5) 地貌によ る基岩または土地の構成物質の判定。

C6う ■城地, 風倒木などの姿から, 積雪 •なだれ •風衝に関する気象状態 /概況 を 判断する。

C7ゝ 地形および植生景観によ る土理の特徴の類推と,区分された土度の分布の形の決定。

地表の形態や植生 と 土堀 と の関係が非常に密接で規則的であれば, 粘密な土期の断面調査は大幅; こ省略 

することができる。しかし,その関係が非常に複ﾡであるか, 不規則であれば, 現地の点検をかなり精密 

に行う必要がある。

空中写典によ る調査は, 土度調査としては一つの準備作業であつて,土頭の特徴そのものはあくまでも 

現地の断面調査に頼らなければならない。この点で, 空中写真によ る予察作業の結果はできるだけ精密に 

現地で点検を行 う こと が必ﾡであ る。

E.地形区の区分

既存資料の う ちからできるだけ精密な地質図を選び, これを基と して前記の地形解析図に主な岩石地質 

界を転載する。前記地形解析の結果を綜合し,基岩と地形の特徴がほほ類似した区域をく くって調査全地 

域を前述の方針にしたがっていく つかの地形区にわけ,仮の境界線を設け, 各地形区ご と に番号を付して 

おく。

岩の区分は,地方によつて多少その基準をかえることが必要と思われるが, 一応次の程度に区分する 

ことが妥当であろう。

流紋岩質岩石 C石英頼面岩質岩石>

安山岩質岩石 C女武岩質岩石ゝ

花崗岩質岩石 C肉緑岩, 石英斑岩,納岩を合むう Cﾡ柄岩ゝ

蛇紋岩質岩石

集塊岩質岩石 C変朽安山岩を合むう

結晶片岩岩岩石

砂 岩 、 中古生層

泥 岩 古第三紀層

硅 岩
凝灰岩 新第三紀層

またはその互層 四紀層 C渋積層
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再石質 ,

同一岩種の分布が小面積,小規模である場合には, 立地学的にはその岩石特有の特徴はあ主 り目だたな、 

くなる傾向がある。それで, 地形区区分の基準としては,地ﾡ・岩石の区分はあまり細部に拘でいしない、 

ほうがよい。

なお土頭母材の異同は, 現地の調査にまたなければな らない。

F. 現地調査

以上の作業は,地形図 ・ 空中写ぶ・ 地質図等,既存の資料を利用し. 現地調のまえに行うi消備作薬で 

ある。したがって,できあがつたものは真実の地形分類図そのものではな く,地形の予察図とい うべきも 

のである。空中写真を利用し, これを正しく判読することによって,信頼度の高い予察図を作る こと がて 

きる。地表の形態と個々に区分された土地の広がり等については, 現地調査以上に正確には掘することが 

でき る場合が多い。室内作業では確認できない細部の地表の形態や構成物質等については,現地の調イに 

またなければならない。

このよ うにして, 作成された予察図をとし, 現地調査によ って予察図を点検し,これを補足,訂正し 

て地形分類,地形区の区分を完成する。現地調査は, 

(1 ) 予察で区分された個々の地形分類の確認都正

(2ゝ 予察図に設けられた境界線の確認 ・ 補正,ま たは,傾斜区分界 ・ 地形分類界等種 々の境界線の調整

C3) 地表の構成物質 ・ 地質 ・ 岩種等の確認

等に留意して行う。現地の作業は,馬到な予察図の作成によつて著しくその労力を軽激され, しかも正確 

を期するこ と ができ る。予察図の作成は,単に土度調査現地作業の前に行 う 準備作業であ るだけでな く ・ 

地形は握に必要な主要作業の一環であ り ・ 立地調査の一つでも あ る。

G. 地形区分図の利用

C1 土期調査への利用

土壌調査の一環と して行う場合には, 地形分類のための現地調査は土頭概況調査と同時に実施し う る。 

また, 細部については,土期の精密調査 と 同時に実施できる。そして, このよ うにして設けられた地形区 

分の境界は,土期の分布界線を決める有力な手がかり として考慮しなければならない。BA…… Br土風等 

の土母型界は,多くの場合このような地形区分界と一致するであろう。またもし一致しない場合でも,地 

形区分界に沿つて,土壊の生成条件 とその性質がかな り めいり よ うに異なるであろう。たとえば, 同じ Bd 
型土ﾡであって も,傾斜 15°前後以下の土ﾡ と 30°前後以上の土ﾡではその理学的な性質が著 しく 異なる 

こ と が多いし, 山頂緩斜面の土期 と 山施部の緩斜面の土塊では,化学的な性質がかな り興なる。このよ う 

な場合には, 地形分類は土期型の細分の根拠 となる。また,山頂部の凸型斜面 と 山腹の急斜面の境界は多 

くの場合,乾性土秋 と 適潤性土環の境界線 とな るだろう。土風調査のための地形区分に際しては,常に, 

このよ う な土壤のちがい と一致した地形区分の根拠を見いだし, これを基とした地形分類を行う ことが必 

要である。

C2う 立地調査としての利用

地形分類図に示される種々の地形区分は,土ﾡの種類, 分布 と はなはだ密接な関係にある。現地調に

I 土城調査のための地形分類とその応用 ［竹原) -17-

おいて. 地形と土頭との間に一定の価向性があり. また植生,遺林木の成長との間にも一定の傾向性 

があることが見し・だせたら. 土壊の細荒: 報査を行わなくても,麻単な概況調査を行う だけで,かなり精度 

の高い成果を うる こと がで さ, こ れを立地区分調在として利用することができ るであろ う。すくなくとも 

土頭請に先だつて. 広く このょうなな調査を行うことに上 り. 大面積の森林の経営計画立案のための重要 

な技術的基部資料を え ること がで きると 考え られるのである。

5.モデル調査の結果について

前に述べた趣旨 と方法によ り,北海道における次の3つの経営区において, 地形と土頭との関係および 

地形分類 ・ 地形区区分の基準の検时を行った。

旭川営林に許内 M日経営区

札幌営林局管内 定山渓経営区

函館営林局管内 知内経営区

調査に先だつて, 地形分類のﾡと識方法の概要を決め, モデル調査要領を作成し, それぞれの調査 

地ご とに調査班を調成 し て準師作業お よ び現地作業を行った。外業に出 る ま での間に空中写真そのほか貸 

料の入手がおくれ, また調査要領も完全でなかったため,十分の準備作業を行う ことができなかった。こ 

のため, 各報告に示された地形分類図は, 準備作業で作成したものを現地で点検補正したものではなく, 

むしろ外業実施後に調査班領の不ﾡを細いつつ室内だけでつ くられたものであって, 細部についてはいま 

一度現地で点検補正を必要 とする も のであ る。しかし, 各地区 と も おsむね予期 ど お り の成果を うること 

ができ . それぞれ特徴のあ る結論を得たので,地区ご と に別途詳細報告す ることとし, こ こでは こ れを総 

合してその成果を検討し, 今後の調査の指針としたい。

なお, 本調査では,一応地形区分の基準をどのように決めるか,現実の土地がこの基準によって区分可 

能であるか否か, 区分された地形区ごとに土壊に特徴があるか否か,の検討に重点がおかれた。したがっ 

て,区分された土地ごと に土地生産力の差があ るか否か,については植生の概況をはあく したにと どま り, 

まだ詳細な検討が行われていない。

A. 地質と大地形区区分

朝日経営区,知内経営区においては,地形区分と基岩の地質・岩種との関係がはなはだめいりよ うで, 

岩の ちがい に 応じて そ れ ぞれ特徴の あ る地形区が分け ら れた。

期日, 知内両経営区では,地形区区分の基準をほぼ地質別にとるこ とができ,一見して もはなはだ特徴 

のある地区に区分することがさほど困難ではない。地質区分と しては, それぞれ特徴的な地質が組み合わ 

されていて,いずれもある程度の広さをもって分布している。すなわち, 古生ﾡ, 第三紀層,安山岩,花 

歯岩等はそれぞれ特徴の ある性質の岩体から構成 されて お り, さ らにそれぞれ進積 ・噴出の年代とその後 

の侵蝕風化の経歴が異なって,特有の地形を形づ く っているものと 思っれ る。

定山渓経営区においては,新期火山噴出/物で広くおおわれ,地形の回春現象をきたしているので,火山 

噴出物以外の岩層では, 特徴のあ る地形を区分するこ と が困難な と こ ろ が多いため,一•応大地形区分 は火山 

地形と侵蝕地形区とに大別された。定山渓経営区では,石英斑岩,安山岩,新第三紀層C緑色凝灰岩層), 

集塊岩等その岩石自体ではそれそれ特徴のある岩石であって,特徴のある地形を形成してい るが,その布 

分面積は狭く,錯そうしている。また緑色凝灰岩は堅硬緻密で,他の砂岩•頁岩等が互層となった一般
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の三紀層とはやや趣を異にする。石英斑岩の分布 も,比校的局部的であって,壮年山形を示し, 隣接する 

地質のところの山形と類似している。わずかに集塊岩の露出するところがﾡﾡな峡谷となつて特有の地形 

を作り,いわゆる 豊平峡 となつている。要するに,こ の地域は全体 と し て札礼幌岳無意根両火山 の影響を強く 

受けたところであつて,比較的平坦な火山性の原面が残つている幼年地形区と,これが用析されてできた 

壮年地形区の二つに大別される。幼年期地形区の表面は比較的厚 く 火山灰でおおわれ, 傾斜度 と斜面形が:

ちがつて も土绥の性質は他の 2 経営区ほ どめいりよう には相違 しない。

いずれにしても,各経営区とも,地形区によつて土ﾡの分布のしかたにはかなりめいりようなちがいが 

あり, 地形区区分ははなはだ有意義である と 思われた。ことに知内・期日両経営区におけるように, 母材 

を基とした区分の容易な地域は, あらかじめ地形区区分をしておくと, これを土期区分の単位の一つと し 

て取り扱う こ と もできる。

経営区 地形区の区分 地 貢 当種「谷密度起伏量傾 斜その他地形的特徴土頭の待徴

第 1 表 地形区の区分 とその特徴 C朝日 ・ 定山浜 ・ 知内経営区

経管区 地形区の
区 分 地質岩種 谷密度 起伏量 傾斜

その他 
地 形 的 特 徴

土風の特 徴

期 日 古生層A区 砂岩,粘板岩, 
西砂岩

大 小 やや急 凹型斜面が発述 加積の,Bd.
BE型

古生ﾡB区 砂岩,粘板岩, 
ホルンヘルス

小 大 a 平衡斜面が発逹 m行の Bo型

三紀層A区
砂岩・頁岩 大 小 やや急 凹形斜面が発速 積のBD, Be 

型, 一般に淡 
色

三紀層B区 砂岩 ・ 頁岩, 
礫質凝灰岩

小 大 急 山頂緩斜面が残 
つており平衡斜 
面が発達

淡色で残積の 
Bc, Bo(d型

花崗岩区 花 尚 岩 大 小 やや急 未然堆積の洪涵 
地が発達

砂質, 受仙土 
が多い

変頼岩区 変概岩類 小 大 きわめ 
て急

ヤセ尾根と長大 
な平衡斜面が発 
達

ﾡﾡで仰行, 

雪積のBD,BE

安山岩区 安山岩 小 小 緩 溶岩台地と山施 
級斜面

ﾡ質で深く堅 
密なBe型

定山深 火山地形区 

C幼年期う

火山灰および 
集塊岩

大
小

緩 山頂綏斜面およ 
び緩い斜面が多 
い

砂質あるいは 
ﾡ質であるが 
山頂緩斜面は 

密なBo型, 谷 
斜面はﾡ行, 

崩積の BD堅 
型がある

侵蝕地形区 
(早社年期

頁岩および砂 
質凝灰岩

安山岩および 

その集塊岩

石英斑岩

きわめて 
大きい

大

きわめて 
大きい

きわめて 
大きい

大

きわめて 
大きい

急

やや急

急

平衡斜面が多い 

凹形斜面が多い 

凸形斜面が多い

第行土が多く 
繰質なBB型 

ﾡ質な Bo型

雨行,崩積土 
が多く,砂質 

なBD型
知内 古生的A区 粘板岩を主と 

し砂岩,硅岩, 
石灰岩をはさ
む

小 大〜最る
大

急～最 
も急

凹形斜面よ く 発 
達,凸形斜面疎, 
平衝斜面長い

表土深く,暗 

色,L〜S.
L岩ﾡま じ り 
の土ﾡ

古生層B区 中より 小 中 中〜急 同上,山頂緩斜 
面比較的よく発 
達

安山岩A区 小〜最も 大〜最も 急 凹形斜面よく発

安岩山B区

小

m石類安山岩
; 小〜最も

介

大

大一最も 
大

急一最 
も急

連, 山頂観斜面 
の領域広い,凸 
形斜面広い, 
用術斜面長い

凹形斜面. ガケ, 
武ﾡの分布広い
平衡斜面長'、'

安山岩C区 中 よ り 小 中〜大 中 凹型斜面よく発 
達,平衡斜面長 
い,山ﾡ越斜面 
よく発達

第三紀A区 中 より 大 
ﾡ質泥岩を主
と し凝灰岩,
沙貢岩集塊岩
をはさむ火山

小 中〜急 凹形斜面発達悪 
し,尾根が屈折 
し,笛,平衡斜 
面短い

第三紀B区 「岩,特に rh、1)ホ 安山岩質・流甲ド・ 

枚岩質緑色浜
日岩を主とす

中 中 凸形斜面(尾根) 
やや単純にな る 
平衡斜面比較的 
長い

第三紀C区 小 扱～中 山頂緩斜面,山 
基斜斜面よ く 発 
達, 凹形斜面比 
校的よく発達

第四紀 砂, 泥 最も小～ 
小

最も小～
小

最も級 河岸段丘および 
渋油地からななる

膨

C.

,

色
.C
 

く
掲
し 

深
暗
なL
 

土 
,

ゆ

～
 

表
軟
礫L

上に類以する 
がやや礫が多
い

同上

表土うすく,
下層はつまつ
ている, 暗式 
雨色,礫多し,
C. L〜L
同上

暗色, ﾡ少な
し
C.L〜C

B・ 地形分類の基準について

地形分類はおおむね既述の基準によ つて可能であった。若干の問題点をひろえば、次のとおりである。

(1) 傾斜区分は, 土環の理学的性質 と の関師 と 土建中水分の動き と を考慮した場合,15°前後,20～25 
の付近, および40° 前後を境と してかな りめいり ような相違を見いだす こ とができるよ うに思われる。.. ご・・.・ 、 ・ .0

15° 前後以下 残積土が多く,深い土ﾡ層が形成されるが,やや堅密で,排水は悪くなりやすい。火

山灰等で被覆さ れた場合は こ れが流亡 しにくい。 ..

25。 以上 土度はやや不安定で,步行しやすい。理学性が良く.なり,排水はきわめて良好となる。

40° 以上 土壊はきわめて不安定で,残積土はほとんど残らない。礫質で浅いが,通気透水はき

わめて良好である。壮年谷の v字谷は 30～40° 前後の傾斜が多い。

図上の測定値は, 定山深ではほ と ん ど現実 と 一致し, 知内 ・朝 日 でも地形の大きな と ころでは一致する 
・ ・ ・

が,知内の第三紀 CA・B> 地形区では現実の傾斜のほうがはるかに大で, その差は10°前後であつた。原 

則 としては, 前記図上計測値でおおむね満足する こ と ができ る。しかし,その分布の形 C一つの傾斜区の

・ '・・*・*・ • * ・ ・
形 は, 空中写真と現地調査で大幅に補正する必要がある。

(2) 斜面形の 区分

斜面形の凹凸の区分は,かなり長大な斜面で, しかも,かなり めいり よ’う な ものでない と空中写真にも 

めいりように現われない。この区分は主として現地調査によつて見分けなけれならない。しかし,現地 

においてる, 現実の斜面をめいり よ うに区分しうる場合は少なく, 複合斜面として認められることが多い。 

しかし,この区分が地形の本質,土期の諸性質,分布のしかたときわめて密接な関係にあることは, すで 

に述べた とおりで, 極力斜面形の区分を正し く行うこと に努める こ とが必要である。

(3 地形分類について
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I 土ﾡ のた めらの地形分類 と その応用 C竹ﾡ —21—

個々の地形分類 ・ 微地形の区分が土ﾡと密接な明係にあることは明らか.てある。1前jの分類i消こ上つ 

ておおむね調査が可能であるが, 区分上二,三の問題点が残された。

a. 山頂後斜面がやや広く 残されている場合には, これをその下方の谷斜面 C下ﾡ侵催の影をi接を受 

けた急な斜面 と区別することができるが,これが残されていないところては, 尾根部という特殊烈境の 

場所が表現されない。地形分類図では,やせた尾根も凸形斜面として取り扱っれた尾損が多、。地形学の 

立場からは, 山頂部に原面が残されている場合にこれを凸形斜面または山頂級斜面として取り扱し,原面 

が残されずにやせた尾根が連らなっている場合には, これをﾡと した両側の外面にっきその形状区分を行 

う こ とが妥当であるよ う に思われる。

b. 山腹級斜面

定山溪経営区においては,かな り広い山盆級斜面が区ﾡされている。これは高位ﾡ砂開および火山 

噴出物水成堆積烟に該当 し,現在の地形からは山腹に位置する。したがって,現在の地形の山施級幻面 と 

は区別して考慮すべきもので,その生成C堆積：)はかなり古いものと推定される。厳密な意味ての山頂緩 

斜面を決める場合には, 切峰面図を作成することが必要である。切峰面による地形解析によって,大きな 

区域の地形成立の本質が解明され, 広い地域を単位としての土理の特性や,生産力との関連性が見いださ 

れるのではないかと考えられる。

c. 境界線の調整について

土壤調査のためにも,また地形調査そのもののためにも,地図は各因子ごとに別葉になっているより, 

できるだけ要領よくまとめられているほうがよい。地形分類図と傾斜区分は,境界線を適宜に調整して境 

界がもっれないようにしなければならない。地形分類は空中写真をもととしたものであるから, 単位地形 

区の形を適正に写しとつてあれば, 地形分類の界線をとし, 傾斜区分界を適宜補正する こと が望ましい。 

一つの単位地形が大きい場合には,これを傾斜で細分する こと が望ま しい。

d. 使用する地図の吟味について

種々の作業は大部分が室内の机上で行われるのであるから,使用する地図類はできるだけ正確なもので 

なければならない。この点で,従来の 5 万分の 1 地形図は,かな り正確で, 5 万分の 1 地形図だけでる, 

かな り種々の地形的特徴を判読する ことができ る。しかし,地形の変化がやや細かい と ころや,奧地では, 

種々の間ﾡいがしばしば見いだされる。谷の小さな刻み目等が大きすぎたり,小さすぎたり しているとこ 

ろが多いので,このような点についてはそのまま信頼することができない。このような点については, 空 

中写真を十分活用 して補正しなければな らない。米軍用地図は, この点ではるかに信頼度の高い地形図と 

思われる。しかし,その内容は, 図葉によつてやや異なり,旧5万分の1地形図とほとんど同一の場合も 

あるので, よく 比較検討しなければならない。

e. 地形分類 と 土壊について

局部的な地形の分類・区分と, その場所の土風の特徴には, かなり規則的な図係が認められる。その傾 

向性は,2 項で述べた予想 とほぼ一致す る。詳細は, 経営区別に述べられる報告のとおりである。

f. 地形区区分について

この調査で行った地形区の区分は, 単に地表面の形態 と 岩種が類似 しているということ だけで区分統合 

されたものであって,その土地の成立経過の本質的な究明には触れることができなかった。これは今後に 

残された重要な研究課題である。しかし,区分された地形区はそれぞれ異なった質 と経歴を もつもの と考 

え ら才u ・ 注頭も とより, 総合的な立地烈境にはそれぞれ特徴があ る と 考え られる。

む す び

地形の分類. 土頭の生成 ・ 環境区分の手がか り として きiらて重要であ り ・ 土頭調査の準備作業とし 

て,空中歹女 と 精度の高い地形図を利用する ことにより. 比校的大面積にわたつて短時間の囲;  こ行 うこと 

が:でさ る。このよう ななi準備作挙を行 う ことによって,現地の土頭調査を著し く 能率的に行 う こ とができ, 

さ らこ従来の土ﾡ型を適切な因子で細分し, あ るいは続合するこ とができ る。個 々の地形分類項目; こつい 

ては, お,今後検討して神正するじ要があるが。ここに記述した種度で一応調査が可能と考えられる。

こ の よ う なな地形分類と地形区の区分は. も もろん, 現地調査によ つて十分点検補正されなければな らな 

いが. それだけで一つのﾡ境調としての効果をあげうると考えられる。たとえば, 植栽可能地と不可能 

地,または地位別の面積割合な ど. 地形区ご と に詳細な小面積の標準地調査を行 う ことに よつて算定で 

さるであろう。

しかし, 現の土ﾡの状態を知るためには, すべての単位地形区につい、て土頭断面の調査を精密に行わ 

なけれならない、のは当然である。

定山が経営区.. 火山噴出物で広く おおわれているので,火山地唯区と侵蝕地形区に大別したのみであ 

るが, なおs, それぞれの地形区を地負あるいは依生で細分する ことができる。初日,知内両経営区では, 

地形区を区分 C母村区分が加味されてい、るゝ する ことによつて, 土環の特徴 と 各種の土理の分布傾向 を比 

校的めいり よう に知ることができた。将来,森林士頭の区分に, Family ・ Series ・ Phase 等の概念をあ 

て(よめて分類を体係化するとすれば,：おおむねこのような区分を基礎とするのが適当ではなかろ.うか。地 

形区の区分は, 生成論的な土度の分類体系としても,また土地生産力とい う利用上の区分の面からも十分 

意義のあるものと考えられる。トドマッ等;の比校的土地条件;こ鈍惑な曲師では,直ちに造林地の成額と結 

びつく か否かは問題であるが,なお, 今後の調査によつて必ず何らかの傾向性が見出せるであろう。この 

ためには,できるだけ広範囲に,古い造林地を対象として調査を行うことが望ましい。ここ;こ述べた区分 

の単位は, 特に本州におけるスギ・ ヒ ノ キの造林を行う 地方では,直接生産力とも結びつけ う るのではな 

いかと想像されるが,この点今後も細詳な調査研究が必要と思われる,

以上の見地 と現地調査の結果か ら . 土壤調査の準備作業のしかたについて,「付」に記載する よ う な作 

業基準を作成した。この作業を実施することによつて、土度調査が著しく徒率的となり,その成果が前密 

と なるだけでな く , 若干の現地調査を加えることによつて, 独立 したﾡ境調 としても 利用 しうるものと 

信ずる次第である。
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「付」

土壤調査準備作業実施要領

土度の分布調査を容易にし,作図の正確を期するため, 次の基準にしたがって土壊調査型備作策を行 う。

C1 土壌の性質とその分布傾向,各土屋区の形は,土壤の母材 と地形の特徴に支配される こと がきわ 

めて大きいので, 土壊調査に先だって,地質図, 地形図, 空中写真をとして地形区分図を作る。

C2> 地形区分図は,5 万分の 1 地形図を基図とする。地形区分図には,空中写真によって補正された 

地形図を参考 として地形の分類および傾斜区分を行って これを図示する。さらに谷 C水系)密度, 起伏量 

を図上で計測し,地質図および上記資料を総合し, 地形および岩の類似した地域を分けて地形区を区分 

図示する。

C3ゝ 地形区分図は土壤現地調査に際し,常に現地点検を行って補正する。

C4> 細分された地形ごと に土期の断面調査を行う。踏査不能の地域の土期の界線は,地形区分図の境 

界によ って決定する。特に1地形区ごとの土風の分布傾向を知ることにつとめ, でき るだけ沢山の現地の 

点検と, 補正を行つて土風図を作製する。

地形の計測は次の基準による。

A. 谷密度の測定

5 万分の 1 地形図を基とし,本流,沢のほか斜面の刻み目 と みられる部分を全部靑線で図示する C水系 

図ゝ。

地形図を 2 cm の方眼に区訓し, 1区訓内の谷の数をかぞえ, 谷の本数を もって谷密度 とする。本数の 

算定には, 本流と認められる ものの数と これから分岐する支谷の数を加算する。

各区ﾡごと にその数値を記入するか,適宜の記号を用いて図示する。

従来の 5 万分の 1 地形図 空中写真に よ り 補正 さ れた地形図

小 10以下 15以下

中 11—20 16-30
大 21以上 31以上

B. 起伏量の測定

谷密度 を計測した図を用い, 1区訓内における最高地点と最低地点との標高差をもって起伏量とする。 

起伏量は標高差の m 数で示す。

C. 傾斜の区分

5万分の1地形図に1cmの方眼をかけ, その交点付近について傾斜度を測定する。測定点を通り, 最 

急傾斜の方向 C等高線に直角に直線を引き, 等高線の間隔がほほ等しいと思われる幅の距離と, その間 

の等高線の本数を測定し, 別図 C前掲第1図参照 グラフにより傾斜度を求め,測点の近く に度数を記入 

する。各点における傾斜度と, その付近の等高線の間隔を目測し, 空中写真を参考としてほ類似の傾斜 

度を有する地域を く く り, 傾斜区分図を作成する。

I 土扉澗査のた めの地形分類 とその応用 (竹原 -23-

傾斜区分は番号で示す。

1 10° 以下 2 11～20° 3 21～30°
4 31～10° 5 409 以上

D. 地形の区分

主として空中写真の立体鏡観察により,前記資料を考慮し, 地形を次のとおりに分類区分する。

斜 面 /凸形斜面

,凹形斜面

直斜面

複合斜面

山頂緩斜面

山流部の緩斜面

武館

ﾡ状地

段丘

洪涵地

谷底級斜面

台地

湿地

岩石地

崩壊地

ガケ

E. 母材区分 C基岩の区分

5万ないし 20万分の1地質図を基とし, これを転載する。詳細な地質図はほぼ次の基準にしたがって 

一括す る。

流紋岩質岩石C石英粗面岩,石英安山岩を含む)

安山岩質岩石C玄武岩を含む)

花崗岩質岩石 C囚緑岩,花岡岩, 珍岩を含む)

斑れい岩質岩石

蛇紋岩質岩石

集塊岩質岩石 C変朽安山岩を含む)

砂岩質 (中古生

泥岩質 古三紀層

確岩質 新三紀

凝灰岩質 渋積畑

火山噴出物 火山灰質)

火山砂質 I

浮石質 i
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F. 地形区の区分

基岩の性質を等しく し,地形の様相が:ほほ類似した区域をく くり,大地形区 <地税 と設定する。地 

形区にはI, m, I等の番号を付するか。その地形区の特微を現わす名称Cたとえ:,古生早北年期地 

形区等 を付す。

できうれば. 従独地形区・推積地形区および火山地形区に大別し,公ﾡ地形区まこiれとそのつ輪組の時期 

により,幼年期. 牡年期 <早, 満, ぬう, 老年期等に区分する。
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18 Soil Survey Stuff : Soil Survey Manual, U.S. Dept. Agr. C1954

195 総理府 : 地形調査作業規定準則,C195
20ゝ 富田芳郎編 ： 自然地理I,期合書店・ C195ン

21う THORP.J. et.: Higher categories of soil classification, Soil Scie. 67,1,C1947ン

2のう 内田央 : 石狩川 源流原生林総合調査報告_土壤ー,C1955
23ゝ WIESLANDER, A.E. et. : Photointerpretation of vegetation and soil in wild land areas 

of California, Soil Scie Proce.21, C1957>

24 山田昌一 : 徴細地形解析に関する森林立地学的研究, 林野共済会,C1955ゝ

II 朝 日 経営区土壊槪況調査報告

久 保 哲 茂"

中 円 功(

成 田 孝 一 (3)

内容 : 1.調査区域のﾡ。 2.i世請作業お よ び現地調査の要領。 3. 地形区 

分 と 各地形区の地形の特微。 4 •各地形区の土城お よ び植生。 5.調査方送

に対する検討。

1. 調査区域のﾡ況

位置 ・ 面積 ; こ の経営区は旭川営林局郎 日営林所管で,天塩川上流地に海抜商約 200m か ら 1558mz 
C塩う にわたつて拡がつており,上川郡 C天ミ塩国ゝ朝日村および上士別村の一部を占める国有林面積 

17,310a の大団地である。

気候; 年平均気温は約 5°c て技生が大きく,年際水量は1,000mm前後で北海道内陸地特有の傾向を 

っ。植物期川は低地部で5月から 10 月にかけ約150 日種度である (第1数参照)。

第1表 気象観 測 値

旭川測候所上士別支所 C海扱165m,調査地よ り西方約 10kmン 1946～1955の平均値

月 1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 】2 平均(計)

気 平 均 -9.6 -8.5 -4. 5 3.8 10.9 15.9 20.3 21.6 12.9 5.3 -0.5 -5.2 5.5
i品 最 高 -4.1 -3.0 1.0 8.9 17.9 22.4 25.7 26.7 21.0 13.9 4.2 -1.4 11.1

低 -15.0 -14.0 -9.9 -1.3 3.8 9.4 14.9 16.4 4.8 3.8 3.3 -8.9 0.1

降 水 量 Ccm) 67.1 64.9 49.2 48.4 65.5 61.8 153.1 141.6 108. 4 99.8 93.2 75.9 1.028.9

試雪深 Ccw 92 102 104 65 — | 6 44 65 —

そ の 他 初衛 9月28日 試電 5月23日 初ﾡ 10月29日 終雪 4 月 30 日

地形・地質; この地域は 日高山脈の一部にあって,その基機をなす古生ﾡ(日高層)が南北に走り, 全 

般に起伏量が小さく 特に彝立する秀峰がない。それに並んで第三紀罔 C奥士別・ﾡ談ﾡゝ があり, 安山 

岩が各所に噴出して, これ らをおおつている。そのほかに花崗岩 ・ 石英粗面岩 ・ 関緑岩 ・ 集塊岩な どが局 

部的に分布し, また斑棚岩が特異な山容を示している。天塩川本流や主要な支流沿いには,渋積地・沖積 

地の発達がみられる。

林況; 全域にわたり,エゾマツ ・ ト ドマツにダケカンバ •カエデ類 • シナノキ・ニレ類・ ミズナラなど 

落栗広葉樹を混えた原生林が広 く 分布 し,一部本流に面 した部落近 く には,シラカバ・ミ ズナ ラな どから

(1) 土以刑立部土壊調.在室 員 (2) 北海道支埸土壊研究室員 (3) 旭川営林局計画課員
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なる山火再生林がみられる。林床は主としてクマイザサ・ネマガリ クケを調と している。 池林地少: 

いが,昭和29年の風害のため破壊された林が多く,現在整理と更新が急がれている。

2. 準備作業お よ び現地調査の要領

5 万分の1地形図 ・ 同縮尺の米軍々 用地図 ・ 地質図*1 および空中写ぶ* なな どを使用 して,本調査に先 

きだって作られた「北海道士珮調査忻定実施要領(案)」にしたがい,地形計測. 地形分類および地形区分 

を行った。
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*2 林野庁 1955 2 万分の 1

II 期 日 経営区土塩概況報査報告 (久保 ・中田・ 成田 -27-

谷密度; 5万分の1の地形図に2cmi(1,000m)の方眼をかけ, それについて水系記号および等高線 

で表現されているものを谷として,その本数で表わし. 空中写真で判定される谷は加算しなかつた。その 

分布状態を第1図に, また地形区ごと の特徴を示すため,集計結果を第2表および第2図に示しておく。

3/
于

2」

Cゝ 沖積地・渋積地など異質の地形を含んだ方眼
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この結果, この区域では, 谷密度 20 以下「小」,20～40「中」,40 以上「大- C) 3 階級に区分する こと 

ができる。

起伏量; 前者 と 同じ方眼について,最高点 •最但. わっし,その分布を第3区に,また地

形区ごとの特性を示すため,集計結果を第3表および第4図に示しておく。この精果,起伏量 200m 
以下「小」, 200～400m「中」,400m 以上「大」の3階級に分けることがてきる。
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傾 斜； 0°～15°,15°～25°, 25°～35°, 35～45°,45° 以上の 5 階級でく くり, 地形分類図; こ示 

してある。計測法の性質から前 2 者のよ うに集計して比散することは手続上不合理であるが,やはり地形 

区ごとの特徴が出ている。

地形分類; 空中写真により各種地形に分類し, 色分けして地形分類図を作製した。さし,こ,計測値を 

検討して, 後述のように 7種の大地形区に分けた。なお, 奥地部の調査に時間をあまりかけななかつたので, 

「奥士別」図幅の一部のみを示しておく。

これ らの地形計測や地形分類の結果は,現地調査の際. 土ﾡ調査と併行して照合し補正を加えた。した 

がつて,この土地分類図は現地調査; こよ る修正が加え られてお り, 準備作業における計測価や地形分類そ 

のものとは, ややちがつた値や分類となつている。

土壌 ・ 植生そのほかの付常調査は「国有林土ﾡ調査方法書」にしたが:つて実施した。

3. 地形区分と 各地形区の地形の特徴

地形計測および現地調査の結果,ここでは地質 ・ 岩種のちがいにもとづく地形のちがいがかな り明 り よ 

うで,さらに地質 ・ 岩種や地形のちがいによ る土壊や植生のちがいが, 後述の よ うに明らかに認められた。

今この地域を必ずしも地形学的ではないが,森林立地の立場から地質 •岩種を加味 した地形区,すなわ 

ち,地質と地形で土地条件を おおまかに表現しよう とい う 考えで区分すると, 第4表のようになる。以下 

各区について簡単な説明をする。

第4表 地形区分一覧

地形区 分布する海拔高 谷密座 起伏量|傾 斜

古生層A区 低 い 大 き い 小 さ い やや急

古生ﾡB区 高 い 小 さ い 大 き い 急

三紀ルA区 低 い 大 き い 小 さ い やや急

三紀.ﾡB区 高 い 小 さ い 大 き い 急

花, ﾡ 当区 低 い 大 き い 小 さ い やや級

変調考区 高 い 小 さ い 大 き い きわめて急

安山岩区 高 い 小 さ い 小 さ い 緩

C1ン 古生届A区

分布； 朝日市街地北部 •登和里川両側 •岩尾内川およびク ドシュナイ川上流・ペンケヌカナンブ川両側 

岩種； 粘板岩 ・砂岩 ・ 優砂岩 ・石灰岩•チャート

傾斜の割に起伏量の小さな こ と は小規模の急斜山体の数が多 く 組み合わされてい ることを示している。 

現地でも小さな山の複維な連なりで,小さな平衡斜面や凹型斜面の入り組んだ構成が見られる。山頂級斜 

面はあまり残つておらず凸型斜面も少ない。したがって,谷密度はきわめて大きく,谷の分岐も非常に複 

維であ り(第5 図参照, 流路は一般に緩やかで洪涵地の発達が随所にみ られる。ﾡ垂はあ ま り 認め られ 

ないが,洪涵地や平地部 C沖積地・渋積地ゝにかけて大小の扇状地が多い。山範緩斜面の分布も広く,特

に登和里山東西両調にはかな りまと まった緩斜地があ る。これ らっに 

は新 しい若い谷の侵入が見 られ,平地部や洪酒地 とは多く の場合急 

述をもつて境されてい、る。しかし,これら扇状地や緩斜面は平地部 

同様に農地と して利用されているこ とが多く . 国有林の占める面積 

は僅少である。

この区内における岩ﾡのちがいにﾡく地形の差はあま り認8められ 

ないが,土理;こおいては後述のようにそれぞれ特徴ある性質を示し 

ている。

C2> 古生層 B 区
分布 ; 岩尾山・ 岩尾内南部

第5図 古生層A区, 三紀層A区 

および花崗岩区の地形

岩種 ; 砂岩 ・粘板岩 ・ホルンヘルス ・ 変砂岩

起伏量の大きい大型山体か らなっている。山頂緩斜面は岩尾山山頂付近を除きは と ん ど残されてお らず, 

山稜は分岐が少な く,一般に尖つた尾根の単純な連な りである。凸型斜面 も少な く . 凹凸の単位 もおお 

まかで主と して長大な規談をもつたの少ない急斜平術斜面で構成されている。同時に谷密度は小さく, 

谷の分かれかた も 単純で (第 6 図参照, 流路は急傾斜 し洪涵地の発 

達はあまり認められなないが, 沢頭などには凹型斜面が見られる。述 

垂は大小かな り発逹してい るが,地形分類図には大きい ものについ 

てだけ図示した。以上のように,古生A区に比べ対照的で,かつ 

現在最も強く侵仙の行われているこの地形の成立原因については, 

斑綱岩類な どの迸入によ る岩質の変化 C侵ﾡに対する強さの増大 

やま た付近の谷や台地の状態か ら想像できる第三紀末ごろの海進の 

作用などが考えられる。

第6図 古生層B区およびﾡﾡ岩 

区の地形

C3) 第三紀層A区

分布； ケナシ川西方•二股〜三股付近 :

岩種； 砂岩・頁岩(奥士別ﾡ :

これは古生/S A 区内に小面積ずつ分布し,起伏量 ・ 谷密度 ・ 傾斜な どにわずかのちがいがあ るだけで, 

ほとんど古生層A区に類似した地形を呈じている C第5図。したがって,吉生層A区は介在するこの区 

と外観上区分できにくく,地形のみの面からいえば区分しないでもよい。しかし,森林立地としての土地 

条件のうち土城の立場から見た場合,断面の様相や理化学性などに, 大きなちがいをもっので独立の地形 

区とした。

なお,地形分類図には,点々ときわめて小面積で分布しているものは,隣接の他の地形区のいずれかに 

含めた。

C4ゝ 第三紀層 B 区
分布 ; サック ル川上流よ り 上似様を経て天塩川源流地帯へ至る幅広い地域 ・ 於鬼頭岳西麓 

岩種;・砂岩・頁岩・ ﾡ質凝灰岩 C似峡

高海拔に大規模に分布し,安山岩とともに天塩. 北見. 石狩 3 国の分水嶺を作っている。冠尾根は少な 

く,山頂緩斜面や丸味の多い凸型斜面を多く残している。山腹は一般に格の少ない長大な規模をもち凹型
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第7図 三紀層B区の地形

斜面に乏しい。

谷も少な く 分岐の少ない単純な構成であ るがて第 7 区参照. 

地や山施級斜面の分布はかな り見られる。特に上似伏の谷底部に 

縁辺に広い洪積地を伴った広大 な 級斜面が: ある Cこの部分は所属 

替う。しかし, 旗岐岳や源流地帯の一荒の ように起伏舟, 傾行:ど 

が比校的大て分岐の多い小沢があつて,現在盛んな侵ﾡと受けてお 

り,山鼓緩斜面の•認められないようなところもあら。

C5ゝ 花崗岩区

分布 ; 十二線の南お よ び北側

岩種; 花崎岩

古生ﾡA区内にあって,ほほそれに近似した地形であるが C第5図, 沢に臨んだ山腹下部が非常に不 

安定で崩壊地が多数見受けられ,受蝕地が多く,凸型外面の分布が比較的広い。

これも, 地形上隣接の古生尼 A 区や第三紀層 A区 と 区分の要は特に’認められないが,林業上, 土ﾡの性 

質,砂防の問題, 凸型斜面の多い点などで区別 して取り扱う 必要があ る。

C6 斑岩区

分布; 登和里部落の南および北側 ・ 登和里山から岩尾内を経て新奥士別に至る  念酸山地 •似峡の北部 

岩種; 責概岩 ・ 輝緑岩質斑機岩 ・ ﾡ視石変標岩

急舷にし て長大な平衡斜面 と,舟尾根で構成され,経営区内で最も特異な地形を呈している。古生B 
区に似て谷密度 も小 さくC第6 図, 分岐の少ない ◎流の沢には両側か ら述垂が迫 り ・ 洪涵地や山麓緩斜 

面は見られない。山頂緩斜面は認められず,凸型斜面にも乏しい。凹型斜面は沢頭に局部的に見られるだ 

けで大部分の山腹は福のない規模の大きい平御斜面である。

こ こ も 侵蝕は強く 行われて お り,斑ﾡ岩独特の 2～5cmz 大の 立方体状小中角礫を 盛んに 生産移動 してい

る o
C7ン 安山岩区

分布; 乙部山 ・ 大正山 ・ 於鬼頭岳 ・ 糸魚岳 ・ ﾡ狩山・ ﾡ留山 ・ 天塩岳

岩種; 輝石安山岩. 紫蘇輝石安山岩 ・ 彼加石安山岩

新奥士別付近の集塊岩地はこの区に含めて取り扱うことにする。

第8図 安山岩区の地形

こ こ は高海拔の新期火山山体で,かつ各水系の源流地にあ り, 

あまり高くまで河蝕はおよんでおらず開析の程度は弱い。したがつ 

て,一般に 原地形が: よく 保存 されて おり,山頂緩斜面 と 熔岩流か ら 

な る火山性の山ﾡ級斜面の広い分布が特徴的であ る。

この山麓緩斜面は侵蝕結果の産物でなく, 原地形生成当時のもの 

であることや,現在下方からの谷がくい込んでいること,また立地 

的に も 残積土で B。 型士ﾡが多いこと, 植生の面な どか ら,むしろ 

山頂緩斜面に近い性質をもち,これをほかの山麓緩斜面と同一に取 

り扱うことは施業上不適当である。したがつて,地形分類図にけ両 

者を区別し て 図示 しておいた。

谷, 分・少な く 洪海地:) 発建 も学いう, 泥流に よる と 思われる緩斜 した低地が見 られ,中には湿地の 

存在する ところ もおて。山取斜面は一般にの少なない、単調な連なり で. しかも凹凸の単位は非常におおま 

か・でお 第s 区ゝ。糸泉岳 加上付近,二子蕊 天塩協な どには起伏量のかな り大きい急斜山腹があって 

ややかけナなれた状態を呈している。

以上の各地形区の特微は模式図で第9団に示しておく。

第9図 地形の概況 (模式図

4. 各地形区の土接および植生

この経営区の土ﾡはﾡ色森林土ﾡ群の各型およびそれらの弱度にポ ドゾル化した土頭で, 飛色の土 (B/ 
型 は認められず, またポ ドゾルも今回の調査範囲では見られなかつた。乾ﾡ型のもの CBょ型 Bn型士 

ﾡ の分布がきわめて少ない こと が特徴で,特にB、型土ﾡは全く分布しないといつてもよい。洪涵地の 

土壤を福色森林土に入れることにはいささか疑義があるが,ここでは便宜上森林立地の立場から,水分条 

件のほぼ相当する Br型, Br型土風およびそれらの未熟型として取り扱つた。

この経営区の赤林は大部分がェソマッ,トドマツの針葉樹林帯で, 天塩岳などの高山部にはハイマッ 

#があ。り,その下部に ダケカンバ帯がみられる。ダケカンバ帯と針葉樹林帯との間にはダケカンバ・ ナナ 

カマド・ エゾマツなどからなる上部針広混交林帯も'認められる。

一般に針葉樹林では, ト ドマツの混変比率がエゾマツに比べて多いが, 天塩川源流地帯ではこれが逆 

になり, 同一 の海拔高のほかの流域に比べて Ppロ 型士壌や弱度のボ ドゾル化の’認められる Bp型土風が 

広く分布し, カミ ノイヌッゲ型の林床が多くなる。これはこの部分の周囲が高い山にかこまれているた 

めの気候的な影嚮 と 思われ,調査当時の残雪量もこの区域が最も多かった。

洪涵地には ドロ ノ キ・ ケヤマハンノ キな どの広葉樹の河畔林や,それにエゾマツ C特にアカエゾマツ・ 

トドマツの侵入した針広混交の河畔林がみられる。

これら各種の森林について 63 の方形区C10*10w をと り 調査 した結果,第5表 (巻末折込みう の よ 

う な各種群落の組成表を得,これか ら次に説明する 7 種の林床型を抽出する こ とができた。ただ, 源流地 

帯や 高海拔の部分の調査にあ まり時日をと れなかったため,既往の報告や聴取 り な どか らほぼその存在を 

推定しうるシロバナ, シャクナゲ・ オクヤマシダ・ ゴンゲンスゲなどの林床型を確認する ことができなか 

った。また, 同様に資料不足のため標徴種法による群落の分類や, 群落単位の位置づけは, 今回は省略し 

た。したがって綜合優占度,常在度の計算もはぶき,組成要約表も, 手続き上はおかしいが, 立地との関 

係のあらましを一覧できるように, 各種森林帯の各種群落を 1 表にま とめて示した。

1. アカミノイヌツゲ型

源流地帯のアカェゾマツの優先する針葉樹林や, それよ り高く ハイ マッ帯にかけて凸型斜面,尾根筋な
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どの PDE 型土頭やポ ド ゾル化のみ られ る BD 型, Bp(d)型, Bn 型土ﾡな どに多い。普通 ネ マガリ グケ ・ t 
散生する程度で, オガラバナ・ ミネカエデ・ ミネザクラ・ウラジロナナカマドなどを混え地にツルッゲ 

を伴っている。ゴゼンクチバナやヤマソテツを伴うこともあり, 高海拔ではエゾク ロウスゴを混えること 

がある。

2 .オオバスノキ型

山頂部, 舟尾根などの岩石地や土の浅くて硬い Bn型, Png 型土量など土ﾡ条件の選い <特に酸性う 

場所に成立する。トドマツの小径木やアカエゾマツが優占し,純林を作る場合も多い。普通それらの稚樹 

やハイシキミ •ナナカマド •ムシカリ •ツルッゲなどを伴い,イワガラミが地表を述う場合がある。クマ 

イザサの散生することもあるが, ササ丈はきわめて低い。またエソュズリハをつた次項のエソュズリハ 

型との中間型もみられる。

3 . エゾユズリハ型

比教的乾きが弱く土もやや深い、Bn型土風や,凸型斜面上部の残積の BpCd)烈 台地の/に出る加 

のかな り 強い B。 型土量な どに生立 し,明瞭な Png 型土頭にはみ、られない。 普通ム シカリ, ハイシ キミ 

を伴い, クマイ ザサはあつて も低く 粗生する。オオバス ノ キ型に比べ広葉樹の混変がやや多く,成長もや 

や良い。

4 .ササ型

クマイ ザサ,ネマガリク ケの優占する林床は Be 型,Bp 型,Boe 型土壤に と弱湿性か ら羽乾性にわたつ 

て最も広く分布している。しかし,いずれの土壇でも安定した地形上に発;生したものに限られており,岩 

垂や比較的新しい崩積土,下位の新しい洪涵地 灣下水位高し：)などには見られない。また,岩石地や多 

礫の崩積地にも侵入しえない。

草本階はきわめて貧弱でツクバネソウ, エンレイソウ,そのほか数種を もつ程度であり,全く欠除する 

ことが多い。BDCWン型, Bn型土ﾡなどやや湿りの多いところでは, ジュウモンジシダ,オシダを多少伴 

つた中間型もみられる。土の比較的浅い凸斜面の残積の BoCd 型,B。 型土量な どにはハイシキ ミ が下ル 

にはいることがある。

5 .オシダ型

凹型斜面や山腹下部などの削積面に生成 された BE 型, BoCwン 型士壊に多く 見られ,特にﾡ質の場合 

におい てその結び付きが顕著である。このことは, この型が後分に富んだ弱湿性ないし湿性の土で,孔隙 

に富み水および空気の流通の良いことなどを必要条件としていることを示している。したがって, トドマ 

ッ ・ エゾマツ ・ シナノ キ ・ カッ ラ など高木階の成長は きわめて良く ,低木階にッ リ ノ キをもつこ とが多い。 

多くの場合ジュウモンジシグ・ リヨウメンシグ・コクニワクリ ・ハクモウイノ デな どのシグ類やルイ ヨ ウ 

ショウマなどを伴っている。大型の礫や岩塊の累積した部分では低木階に アサノ ハカエデ,ムシカリをも 

つことが多く,リョウメンシダが減じてコ タニワタリ が増す傾向がみられた。また, リョウメンシグはジ 

ユウモンジシダ,オシ グに比べ分布の範囲が少 し広い傾向が う かがわれた。

6 . クサソテツ型

洪涵地や傾斜のゆるい凹型斜面の BE型・Br型・ G型土ﾡに結びついている。一般に緩斜地形で,な 

かにはかな り 地下水位の高い場合 も あ り,オ シダ型に比べ この型は 停滞水のあ る嫌気的な条件にも耐え う 

る。高木階の発達は悪く , ケ ヤマハン ノキ・ ドロノキ・ヤナギ類 •カツラ •オ ヒョウ ニレ •ハルニ レな ど

ハ点在し,エゾマツ・トドマツの任入は見られない、が, まれこデカエゾマツを見る場合がある。

7. アキタフキ型

グサソテッ型に似た場所に立つか, 砂質でﾡ位の分化のすすんでいない(有ﾡ物は多いう 未熟推進積 

物に多い傾向が見られた。

普通, エゾアザミ ・ ハナウ ド・ エゾニュウ ・バイケイソウ ・オニシモツケ・ ヨブスマソウ ・ ハン ゴンソ 

ウ:ど大、型本をい, +オカサスゲ・オドリコソウ・エゾエンゴサク・ハクモウイノ デな ど第 2 草本ﾡ 

と も場合も多い。高木心; たはぼ クサソテッ型に似る。

以下. 各地形区ごと にそ G 土墩や植生を説明し, それ らの特徴や関連を模式化して第 10～14 図に示し 

ておく。
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C1> 古生層 A 区 C第 10 図>

この区で母も特徴的な ものは,凹型斜面における積 BE型よび BnCw) 7； にォシ グ型・キ クフキ 

型),平衡斜面の Bn型 Cササ 型),山範緩斜面の A層のよく発速した Bn型土ﾡCササ型 てたろう。 

いずれも林木はよい成長を示してお り 造林成舗も よ いが, 凹型斜面では針葉樹が少なミ く 広ﾡ樹大径木のﾡ 

林となっていることが多い。ただ前2者はその分布単位が第三紀ﾡA区同様に小さ、のて, 施業にあたつ 

てはかな り 細か く 仕分けをする必要がある。また凹型斜面では斜面上方り のgの圧や残ﾡ期川の長い 

ことなどに問題があると思われる。たとえば, 方形区3のように,ﾡ木や稚樹がﾡ圧によつてm伏してい 

ることがかなりあつた。

凸型斜面はBnCd)型 B。 型士ﾡ Cササ型・エソユズリハ型 で, やせ尾根には Bn 型土頭 <やや災 

積色のみとめられるものもある。オオバスノキ型・エゾュズリハ型があり, トドマツ林のBB型比較 

的 A。層が うすい。急斜の割に露岩地を作るこ とは少ない。

洪涵地は Be 型や Bf 型土量 Cアキクフキ型・クサソテッ型 が多 く ・ 古い渋源地 ［一段上て現在洪水 

の影響はないう ては Bp型や BE型士ﾡ <ササ型 となっている。

古生層B区 も 同様であ るが硬砂岩では多礫質であ り,砂岩や硬砂岩では比較的淡色な砂質驟土を. ﾡ板 

岩では環土もしくは域質度土を作つている。

C2 古生層B区 C第 11 図)

長大な平衡斜面の Bp型 Cササ型, 同斜面下部の.BE型 Cササ型・ オ シダ型),歩垂の BE 型土期 Cォ 

シグ型 が特徴的である。尾根筋は古生層A区同様 Bn 型土掘 Cオオバス ノキ 型)が主てある が,Ppm 
型土量 Cオオバス ノ キ型や岩石地もかなり見られる。岩尾山山頂近く の 800～900m・以上にある山頂級 

斜面や丸味を残した尾根, 凸型斜面な どには乾燥型の土期は少な く,むしろA。ﾡのやや wい、Bp(d)飛 

土堀 ・リルやミの未然ﾡ古で浅いものがあつて一部ポ ドゾル化のみ、られるもの Cアカミノイヌッゲ 

T がある。方形ズ 27 ・土推ﾡ値がミ 30cm もありiちに岩板にななるものでハイマッが生立している。

C3ゝ 第三紀層へ区C第10団
この区くを博成する各間地形と土頭やﾡ生との関係は法ぼ古生ﾡA区に類似する。しかし, 三紀層のとこ 

ろは, A. B区ともに古生ﾡ母村の土頭にべ決湖ない、L灰ﾡ色の土色を星し. 一般に構進の弱い試密 

に断面を見せている。また用損筋などでも岩石地や Bn 型士頭が少なく凸型斜面同様に Bs 型 Bp(d 
地土鬼 Cササ型・ニゾズリハ型 となっている こと が多い。

C1ゝ 第三紀屈D区(第11図)

ここは後述の安山岩区に近い、形をもつた山頂認斜面の Be型 (ササ型D および凸型斜面のBp型土ﾡ(サ 

サ WDが広い。凸型斜面が谷に下りるとこ ろにはょ く 岩石地が見られる。

以块岳や源流地帯の急余、* 面に は土壊のは と ん どのつていないオオバス ノキ型つ岩石地や, サ ノハカェ 

デの多いオシダ型の世垂 C散岩地ゝ があり,・ 高海拔の凸型斜面や尾根には Bn 型,BoCo) 型,Pog 型土 

壤 Cデカミノイスッザ型D がある。礫負凝 次岩を母封とする土理は多く の礫を残している。

C5ゝ 花崗岩区 (第 12 図)

地形と土場:貝や植•生との関係はほほ•古生的A区や第三紀対A区に似ている。しかし,他地方の花崗岩地 

でも見 られる よ う に細開ﾡの砂士で,凸型斜面の受ﾡ士 CBn〔dゝ 型士壊,= ゾュ ズリへ型D や斜面下部 

の新鮮な加積士 CIm・Br型土ﾡ,裸地),刷状地や押出し地,渋酒地ななどの比ﾡ的未熟な土頭 CBE 型〜 

Br型士ﾡ,クサソテツ型・アキタフ キ型 が多いこ と に特徴があ る。洪浦地の う ちには 2 〜3 段に発達 

したものもあり,上位では水湿状態も潤で構沿の発達した Bp型士ﾡがあり,林床もすでにササ型となつ

Gﾡの こ 
の部分はボ 
ドゾル化し、 
アカミノイ 
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花ﾡ岩区の地形, 土ﾡ, 植生第11図 古生層B区および三紀層B区の地形, 土ﾡ, 植生 第12図
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ている。古生固区に比べ有機物によ る汚染は深く 淡い傾向を もつてむり,尾損筋門出近なとには PDロ 型』 

土歴 Cオオバスノキ型 るししに認められる。

(6 斑頼岩区(第13図
古生ﾡB区に似た地形であるが, 岩石地, ご斜面, 散岩地 (BE 型土壌, オシ グ型の多 ニ と,二；；:.,

がある。多ﾡ西てなが・こ(とん と細

中アだ.1 . ' . う行

II 日経営区土頭振 査報告 (久保 •中田 •成田) 一39-

化を受けナ,エゾマツの生立が多くゴゼ> タチバナ,ヤマソテッなどをもつたアカミ ノイヌッゲ型となつて 

る。

二ゴム 糸魚岳頂上付近,天た岳山我;ヒー.:?3 面には絶壁 こ) 露岩地があ り,その下部には安山岩の大 

岩つ)ぷﾡしたところ (CBE型土頭,シダ型 がも- てﾡ報は困難でおる。

工対エオ岩ビ o セ形. 土様.生

白型料

平衛社

～」私のご面(型や士打に, オシグ 

D もあり, 天然林の成長上 いか, 

植栽にあたって活ノ布こ難点があ えょう 

に思われる。尾損筋岩が露出する 

が,きわめて土の浅い岩石地が•多く, 

Pom 型, Bn 型土期(オオバ スノヤ 型) 

となつている。凹型斜面の Be 型 Cオ 

シ グ型, 平御斜面の B。 型土壊 (サ 

サ 型 な どには, いすれも 樹5 30mと 

こす形質のよいエゾマツがられる。 

凸型斜面の分布は少ないが,Bo型 (サ 

サ型, BoCdD 型士ﾡ Cササ型・ エゾ 

ユズリハ型 となつている。

一般にササ型林床の分布の比帔的 

少たい、ことササ密度の小さいことは,
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第14 図 安山岩区の地形, 土期,植生

第13図 斑ﾡ岩区の地形, 士風 植生 伏他の盛不ゲ"セル"シーニと

や極端な礫土の多いこと,うつぺいの 

強いことな どに原因があ る と思われ る。

C7ン 安山岩区 C第 14 図
山頂緩斜面や火山性山範緩斜面;こおける B。 型士ﾡ Cササ番 がこの区の代表的なもの といえる。地形 

的に安定 した条件の も と に極端な乾燥を受けないで生成された,埴質緻密な土壌で,礫が少な く 深い割に 

A 層の発達が悪い。こ の広い緩斜面には エ ゾマツ, トドマツ,グケ カンバ,ミズナラな どの大径木が粗林 

を作つてお り,と きには広い無立木のササ原 もあ る。樹高はそれほ ど低 く ないが枝張り の広い梢殺な幹形 

で,草木ﾡは欠除するか, またはきわめて貧弱なネマガリ ク ケ,クマイ ザサの林床 となつている。熔岩流 

の下縁部で新しい谷によ って両側が削られ幅の狭く なった ところや,谷に臨んだ肩な どには Bn 士頭く工 

ゾュズリハ型うもみられる。凸型斜面は Bo型, BoCd型土ﾡくササ型で凹型斜面には Bp型Cササ型 

Be 型土量 Cオシグ型・アキクフキ型, 平御斜面では B。 型士堀 Cサ サ型 な どが広い面積を 占めてい 

る。

高海拔の部分では ダケカンバ林 となつており , さらに高く ハイマツが分布しているが, いずれ も 今回の 

調査では除外した。

源流地帯の 700～800m以上の山斜面では Be 型土度で乾燥の特徴はあまり みられず,弱度のポ ド ゾル

以上の ことか し一般的にいえば,各地形区ご と の福生の特徴は海拡高の因子を除け質的にはあ まりら 

がいが見られず,各種群落の分布の広狭,すなわち加的もがいのほうが強くみられる。これは地形区ごと 

に各種群落の結びつ く 各種地形 (各種土壇 の分布の広狭; こ起因する ものであ る。

このこ と は施業上,環境の良し悪しの程度とい う 風的問題と と もに,よい環境悪い環境の分布の広狭 と 

いう量的問題を意味している。

5. 調査方法に対する検討

地形や母材を念頭におい て土期調査を行 う ことはいまさら新しい こ とではな く ・ むしろそれ らは切 りは 

なせない深い関係にある。しかし,本調査のように既存の資料により地形や母材についてあらかじめ組織 

的に体系だて て,整理,分類,図化し, その結果を十分に馴使して調査を試みた例は少ない。以下今回の 

課在に従事して得られた本闘法に関する検討を行いこの報告書の材論とする。

C1ゝ 使用する地図類について

土風や植生調な どで地理的分布を し らべる と き, 地図類の縮尺や信頼度は大きな重みを もってい る。

縮尺 ; 森林帯 ・群団 ・ 成帯土量な どの高位の レベルでは百万分の一以上でも十分目的を果せるが, 群 

集の レベルになると,はやく も 20万分の1地勢図では不便を感じる場合もある。また亜群集・分群集・
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林床型や BA型・Bn 型土疑, さらに, それらの亜型などの下級単位で表現する二,こ,うガ分の 1地 

形図でさえ不十分である場合が多い。

施業にあたる利用者の立場から考えると, 経営形態の前ﾡや立地条件ななどにょ て興る.. 二 

同じ2万分の1の縮尺を採用することが望ましい。しかし,根放に経営のﾡ地材 ・:5万分 

の 1 でも十分であ り ・ 集約化 した低山地带の施業に は基本図 と 同 じ 5 千分の1く らいの地図を使用 したい。

しかし,いたずらに小縮尺の地図を使用することは地形計測作業や地形分類を複にすえだけてある。 

したがって, 調査の目的, 計測の目的, 地域の特性などにじて最し適当な幡をﾡ択すきてある。経 

営区を単位と して行った今回のモデル調査では, 地形計測・分類・野業ともに 5 万分の1 地形区*使用1 
たが,こ の地域の こ の種の調査では域 も 適当であった と 思われる。

信頼度 ; たとえ熱練した調査者が正確で精密な調査を行つても. それを記入する地区がﾡ出てあiれ。図 

化された分布図は不正確とななり, 使用に際し間進いをおこすこ ととなる。

たとえば, 第 15 図 A に示すよ うに5万分の1地形図で山頂級斜面をもつた長い山が,男定に空中 

写真や現地調査によればBのよ うに全く異なった地形を呈していることがある。もつと . 測量・ 製図に 

空中写真を併用した新しい地形図や米軍々用地図ではこのような誤りは修正されている。しかし,古い地 

形図しかない地域てはそれを も と にして行った計測や分類は誤り を含むこ とにな るかし空中写典により慎 

重な訂正を要する。

第15図 地形図の比較(5 万分の 1 )

以上の ことか ら 目的にかなった縮尺で信頼度のなるべく 高い地形図を使用する こ とが計測や調査を容易, 

正確にする根本条件となる。

G2ン 地形計測作業 について

起伏量； 方眼内の最高点,最低点のと りかたな ど地形学上の問題はあ るが, 本法でも地形区ごとの比較 

に十分な結果はえられた。

山田1) は相馬地方で詳しい計測を行い,1km 方ﾡ内の高低差200m以上を山岳地形区, 以下を準平原区 

としたか・ このような区分の : の大ささによっても異なるもので,計測結果を検討しその地域の 

特性;こ応じて決定すればよい。

谷店度; 谷の定義,数え方,空中写ぶバの使用などやはり針計測送の問題は多いが。本法でも地形区ごと 

の特代とえ ること がでさた。これの大小区分の準もやはり 地域の特性; こよ つて決めればよ いと思う。

: 本法では10° ごとの 5 階級に区分したが,区分の準は前2者のよ うに計測の集計結果を検 

対L 時性にじて決定するべさものではない。むしろ土堀の乾湿•硬欲•排水•地下水位•流亡 ・集

積などの土珮条件や砂防の問題, 作業の難易,機械化など利用面からみて,ある種度絶対性を保つて確立 

されたものがあるべきである。しかし, 現在 これを決定するためには資料が少なく,今後の問題となろう。 

ただ国有林の経営規定では30°以上を一括して「急」としてあるが,10° 近くまで優良な林分がみ、られ, 

土地条件もよい場合が多いので. これを 30～40°,40°以上と改めたほうが適切だと思われる。また, 地 

方にょつ てはカラマッ の成長 と傾斜の関係などと, 主要造林樹林の傾斜に対す る 成長状態の面で区分する 

の も 一送 と 思われる。

C3)地形分類について

1う 山休を各種斜面型の細合せと見た場合. そのﾡ(尾根筋 は厳密にはいずれの斜面にもふくまれな 

い。しかし,尾根には C両側斜面上報のある幅を合めてゝ その斜面とは異なつた土壇が生成され, また興 

質の群落が成立するので当然興なつた環境として区別されるべきである。本調査では凸型斜面の変型と し 

て取 り 扱つたが,t しろ独立させたほ う が説明には便利である。

2) 地形図,空中写真などで大型の凹型斜面と見られるものが現地調査の結果,かつての蛇行の際の攻 

撃斜面で,土の浅い急峻な侵触面であることがある。これを凹型斜面として取り扱うことは立地の面で安 

当ではない場合もある。

3)段丘は現地調査の際漂礫を確認してはじめて決定しうるもので,準備作業だけでは山適綏斜面と判 

別しがたいものもある。

4 段丘で顔礫を含む堆置物のきわめて薄い場合,さらに, それらに背後の山腹から多量の崩積物が供 

給されている場合,地形の面のみでは段丘であるが,立地的,母材的にはたして段丘としての性格をもつ 

ているか検討の要がある。

5 う 段丘や山超緩斜面などで数本の平行した谷が侵入 してい る とき,両側の谷の侵蝕; こより 高低差は小 

さいが,一見尾根がかつた環境を作ることがある。本調査では特に幅が狭く,周囲の段丘面.緩斜面 と 明 

らかにちがつた環境を作つているものは凸型斜面 と して扱つた。

6 ) 準備作業で推垂を判定する こ と はきわめて国難であつて, 現地路査によ り はじめてその存在を確認 

しうる場合が多い。

7 火山性山麓緩斜面は前述のよ う にあらゆる面で普通の山麓緩斜面と異なっているので区別して取り 

扱うべきである。

8 ) 沢頭か ら鞍部にかけて往 々まと まった緩斜面の存在する こと があるが, 本調査では凹型斜面 として 

取 り 扱った。こ れは河川の争奪結果の旧河道面 と 思われ る地形に多 く記め られた。

9 厳密さ定義の扇状地には含まれない押し出しの類似地形があるが,崖垂の延長として くくるか' ま 

たは扇伏地と して扱つた。

(4 地形分類図と土壌図との関係

1) 山田昌一: 微細地形解析に関する森林立地学的研究,(1955)
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各地形区ごと の地形 と 土维の関係はすでに述べた と お り であるが:, 地形分類図 と 土壌区 と の関係につい 

て総括的に検討すると次のよ うなことがいえる。なお今回は経営区全城について土壌図を作と し一がつた 

ので,局部的ではあるが, 二, 三の箇所の土壤図 と地形分類図を並べて第 16 区から第 18 口に示しておく。

B "年面 

ロ I 平商新面 

昭28 凹科斜面 

E222 山":, 

国-- 渋語地 

巨——| 渋積平地 

・圏 が:け 

・理画 :沖硫平地

(A 地形分類図 (左 1/s 古生ﾡA区 右 1/. 花岩区 中!/s 三紀ルA区

囲田囲囲 PDH 
国 Bn 

EZBo 
SSS BnCo) 
[コ Bd 

図 Be 
皿T Im(Be〜 

BrD 
[ コ 水田

II 日 経営区土ﾡ概況調査報告 (久保 ・ 中田 ・ 成田

(A 地形分類図 (左 1/s 斑搬岩区,他は古生層B区

国

SSS 
Eニコ 

図函函8 
皿III

PDni

Bn
Be
BD〔d
BD
Be

Im(BE〜Br)

(B 土ﾡ図

第17 図 地形分類図 と土壊図の比較 (その2 C 5 万分の 1 ゝ

(B)土 墨 図

第16図 地形分類図 と 土度図の比皎 (その 1 (5 万分の 1)

1 山頂級斜面の界線とそこの土ﾡ界線はほぼ一致する。しかし, 山正緩斜面から凸型斜面に連なって 

下降している場合には, 上部の緩斜面 と 同じ土期型が凸型斜面に沿って少し下降してい る ことが多い(第 

18 図の右下)。

2 凸型斜面の界線と隣接する地形にある土ﾡ型の界線とははほ一致する。しかし,凸型斜面内はBn 
型,Ppn 型,Bo型, BD(d), 型土塊など各種の主として残積の乾燥型土期に塗り分けられる。これはき 

わめて局部的な地形 ・ 方位 ・植生 ・ その他の因子によ るものと推定でき る。ただ Bn 型 ・ Ppm 型土壌は 

山頂や尾根に, 他は尾根以外の凸型斜面にあるので,前にも指摘したよ うに尾根を凸型斜面から独立させ 

るとかなり結び付きが明りよう となり,界線の一致が得られるよ うである C第16 図。

3 平衡斜面の界線は制行の Bd 型土ﾡの界線とほぼ一致する。ただ斜面下部は崩積土となるこ とが 

多く,また Be 型土期が幅狭 く 沢に沿って出現する こと もある (第 16.17 図。

4 凹型斜面界線は筋積の Be 型土壊の界線とよ く一致す る。しかし, その上縁部に Bd 型土度が一種 

加っること もある。

5う 山度の BD 型土期から山麓緩斜面の BD 型土壤への界線はないが,両者の囲には土壌の深さ,礫 

の量, 若干の理化学性などの面で亜型の界線を地形の界線にそつて設ける ことができる (第 17 図左下)。

6う ﾡ垂 ・ ﾡ状地 ・ 渋画地な どの界線は土城型の界線 と きわめて一致する。

以上のこ とか ら一種の地形には,一種の土ﾡ型あるいはそれに近い土頭型の結び付きが見られる。そし 

て土ﾡ型界線と地形界線は多少のズレはあつてもほ一致 (相似 するという こ とがいえる。

(5) 準備作業結果の利用

試孔地点や踏査経路の決定; 地形分類図を参考にして経路を取ﾡ選択し, 重点的に歩き,掘ることに 

より現地作業の能率をあげることができた。

土壤型界線の決定 ; 現地調査に よつてその地域の各種土城の分布 と 地形区ご と の各種地形 と の関係を 

つかんだとき, すでに準備されている地形分類図を 目安にしながら界線を決定する。これは記入を容易に 

しかつ正確な結果をうるものである。

説明書の作成 ; 地形分類を利用する ことによ り 調査結果の とりまと めや説明書の作成が容易である。
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(A> 地形分類図 (右下 1/a 三紀ﾡ区 他は安山岩区>

(Bう士 ﾡ 図

Bo

SS BDCdう
□コ BD 
区 Be 
皿IIIIIII ImCBr〜Br> 
国 岩石地 

国S 散岩地

第18図 地形分類図と土ﾡ図の比較(その3う (5万分の1

(6う むすび

本調査を実行して考えられることは, 前記諸間題さえ注恋し解決していけ, 短期間に大面積の調査を 

要請された場合, ササ生地で路網の発達述の少ない奥地林を調査する場合などにおいて, 精度が高く,そし 

て合目的な土壤図を能率的に作 ること ができ るということである。また北海道だけでな く 内地の亜高山林, 

奥地林な どにおいてる 応用 したほ うがよい し, そのほかの普通の林地でも,亜型の細分決定, ﾡ林樹種 

(品種 の決定などには今回の調在のよ うな地形・母材を加味した考え方を取りいれるべきであろう。
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c ) は下の階ﾡ

P-A 古生層A区, p-B 古生順B区, t-A 三紀層A区, t-B 三紀層B区, G 花崎料区, Ga 売ﾡ岩区, An 安山岩区, 頂 山頂級斜面・ 

凸 凸型斜面. 凸C尾) 尾根, 平 平衡斜面, 凹 凹型斜面, 施 山施緩斜面, 洪 洪涵地, s 粘板岩, ss 砂岩, h.f ホルンヘルス 

G 花尚岩, Ga ﾡﾡ岩類, An 安山岩



— Plate 1

トドマッ林

(古座生MA区一昭根-Puu G m)

エゾず ッ 休

(H岩K一『荷稲而- Bk 型土嶼)



PIate 2 - - Plute 3

『ドマツ・ググパ ンハ

C安山ﾡ区-対台地 mと-』

カエゾマツ・ グケカンバの 

相4する岩用山山I付近

シ ラ カバを主と した山火再生林

(三紀MA区一平徳斜面-B。 型土壌)

(古B区一平2斜面-B,型土援>

河F旅 〔カッラ・シナノ キ

(古生MA区一古い渋地- By型ガ



IInte 4

河 昨 林 Cカッジ・ ・ヤマ ン バ キ・ヤチ グモ> 

(:M省区ズー清i地-Im (Bゅパ』十ムめ>

III 定 深経営区土堪性況調査報告

木立正

山 本 肇@

北 川 幸 男

長 谷 川 英 生"

内ダ: 1. 地形間デ, 2. ﾡ村別土ﾡの神, 3.抗変

1. 調査について

め この調査の目的

北海道サンブルぷの変領 <「付」土ロ調備作発実施型領一案一) の室内作業残項にい、て作つた 

傾斜分布図・ 地形分類図を活用 して行う 土填裁査方法の検討,その実用性よ び受当性について現地調 

で硫かめ ること,な らぴここょ り 合理的に し てか、つ作業能の高し土頭調方送を見、だす基確資科を う る 

ためにこ の岡旌を行った ものでおる。

b 資料および室内作業

定山地区の地質. 地形に関する資料は次のとりである。

i. 地理調変所 : 5 つラ分の 1 地形図 ・ 定山預

ii. 米虹地形図 :JOZANKEI <林野庁保管

ii. 空中写 C立体ネ): 日林協発売 87 枚

iv. 北海道閉発庁： 5 万分の 1 地質 区幅定山渓および説明書

v. 北海道地下法涼調布所 : 北高地買図 C4>-20 方みの 1
以上の資料を用いて, 1前記nE延領に益さ米年地形図, 空中写ず(などか、ら将読した各地形区を, 5万分 

の:i の地形図; こ転写 して,地形分類図を竹: つた。つぎに地形図を 1cm,方唄に切り変交点付近で等流線数を 

計測し, 地表頰斜度を出し, 各測点の領斜度を考慮して, 調査選領に悲い、て区分し,領斜分布図をつた。 

これら地形に関する地図のほかに地質図によつて,(はほ同稲の岩層とみな される ものを調がﾡ領によつて 

区分した簡単な岩腕分布図 (第1図) をつた。

c 現地標略調査

前紀の宗内作業によって作つた地図を現地で照合して都正する こと. および, この地区で特に取りあげ 

るべき要項・ 細充しなけれならない、作楽などを検討するた込現地のﾡ嗜調査と行つた (期岡は2日間う。

これによ つて,土ﾡ調を実施するための礎資料として大地形区の区分 C 後述する)をすることが必 

羽であること. 定山渓地区では特に 地質 C母材う と 用 延 世委傾第 と 土環の物理的親成,地形区分と土

・<1) 林で比:験場土西区地頭研究虫日 (2ゝ 北海道交切土域W元宣口

(3) «4) 知i礼幌営林ﾡt所iﾡTA
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a. 現河床堆積物 b.ﾡ状地地積物 d. 河成段丘地積物 d-g.座ﾡ地積物

Ap. 複輝石安山岩 Agg. 安山岩質集塊岩 Dc. 石英安山岩 Li. 石英粗面岩

Pq. 石英斑岩 Sh. 頁岩を主体とした地,西 t. 凝灰岩を主体とした地層

Pr. 緑色凝灰岩層に変朽安山岩を挟有する地層 cl. 粘板岩を主体 とした地附

第1図 岩層分布図 C定山 溪図幅)

期分布状態に 関する 事項を 取りあげて,これらを調査検討することにした。

d 地況の概要

サンプル調査を実施しよ う とした地域には, 定山渓経営区の中心部である豊平川本流地域および薄別川 

の集水領域を予定した。その地域の概況を述べる。

地質の基盤は,角閃石•黒雲母一石英斑岩と新第三紀の凝灰質な砂岩,頁岩層および角礫質凝灰岩解で 

あって,この第三紀層を火山砕屑岩,火山噴出岩 c 集塊岩を含む)が被覆している。この新第三紀層と火 

山噴出岩 と 接する地域に は,比較的広い面積を もつ礫質岩屑堆積物が分布 してい る。この積物は, 薄別 

川流域では, 無意根山, 中岳の東側の標高800～1,100mれの山頂平ﾡ部に, 豊平川本流流域では700 

～8001 の地域に分布 してい る(岩別分布図参照)。

この地域では, 第三紀末期から第四紀初期にかけ,この地設変動と火山活動の影響によつて. 新第三紀 

旧iおよ び石英斑岩休が断ﾡで切 られているので, 火山噴出岩以外の岩Mの分布状態は著し く 複維である。

この地域の地形は次の 4 つの地形区; こ大別 される。

〔1 ) 新期火山噴出岩類 C 集塊岩を含む)か らなり, 標高 1, 000 以上の地域に多 く 見られ る. 火山地 

形幼年期に属する地形区。

〔2) 高位堆積沙除 间: および火山噴出物水成堆積屈からなり,標高 700～1, 100mに出現してい、る尾根 

お よ び山腹部の平坦地形区。

〔3 新第三紀お よ び石英斑岩体か ら なり,解析のすすんだ点噬な地貌を呈 してい る侵ﾡ地形早壮年 

期の地形区。

C4 各河川の流域に ひろげ られた河成段丘 ・ 屈状地 ・ 渋済試物 ・ 理 谷土石流堆納 ・ 沖積地。

この地域の谷侵蝕は, 新第三紹末期ごろの陸化 (海退う 現象にはじまるものと推測され, 火山町出岩の 

被世 によつて,その地域の谷侵蝕は更新 された。したがって,火山地形区の谷の発達は最も少なく, 新第 

三紀旭・ 石英斑岩 ・ 火山砕財岩体の地域では谷の発達が著しい。こ とに標高 700～800m・にわたる地域は 

谷侵蝕が著しく,谷斜面は急生をなすところが多い。豊平峡はその現象の 1 つである。

このよう に谷侵触と地質との間には密接な関係が認められ, この観点か、らみれ前記の地形区分の う も, 

C2ゝ の平坦地形区は母材的に も火山噴出物が主体であるか ら, C1ゝ の火山地形区 と 同一な取扱いを 

したほうが妥当である と思われる。また, C4ゝ の河川の運積Mは砂礫が主体であって,母材的に C3) 
の岩ﾡと同じ性質をもつているのでC3ゝに包括することにした。

調査地域は, 最高部1,460.5mC無意根山),最低部2507,で標高差がかななり著しいが, 標高800〜
1, 000m の占有面積が特に広 く, こ の地域は前述のごと く 火山地形の下部に風し, 平坦部が多い。

垂直的な植物帯の分布はほぼ 600 m を境に して下部に トドマツを主 とし,ミズナラ, カ ンバ類を混えた 

森林が広く分布し,この経営区の森林資源の主体をなしている C写真2ゝ。600m・以上の地域はエゾマッを 

主体 としグケカン バを混交 した森林 となる。ェゾマ ッ林は無恋根山東側で 1,250 m, 札幌岳周辺で 1,100m, 
豊平川上流部で 8507" にまでおよび,それより上部はいっるダケカンバ帯になつている 写真1ゝ。

600m 以下の トド マ ッ林地帯でも沢沿いには, ミズナラ ・イタヤカエデ・シナノキ・センノキ・オヒョ 

ウニ レ •ャチダモ •キハダ等の広葉樹林が局部的に優占している。また山火項跡地のよ うな二次林は 600m 
以下の地域ではシ ラ カ ンバ林とな り ・ 上部地域ではウダイ カ ンバ・キハダ ・センノ キ等によつて占められ 

ている。

e) 大地形区区分

大地形区を区分するに,どのような事項あるいは解析法で区分するかが,問題であるが,ここでは次の 

ようにして行つた。

起伏量は 2 cne 中の最高最低標高差で求める。谷密度は空中写真上に •認め られる細谷を地形図上に転写 

して, 2c中の谷の本数で表っすのが適切であるが, ここでは空中写真を用いず, 5万分の1地形図上 

で等高線の形から読みとれる細谷および河川の本数を計測して谷密度と した。主と して起伏量と谷密度に 

よって,この地域を次の2つの地形区に区分した。

1. 火山地形区
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地質図;こよって,第四紀 C沖積期～渋積期 の火山町出物で被覆されている地域を一応区切ておさ, 

つきに起伏量, 谷密度の数値 と 隣近方眼の数値 と を比教して. 同 じ形状を示す地域を包括 し て火山地形区 

とした。これは前述の地形区区分の C1),C2うが該当するものである。1つのﾡ目区域の大きさは,調 

査地の侵償輪廻によつても異なるのであるが, ここでは2cm.平方(1km を区切った。 主た用い、る地形 

図は, 米軍の地形図を使用したほうがよいのであるが, 定山溪地区においては,日本の5万分の1地形図 

と大差なく, あまり補正されていないので, 一般の地形図を使用した。

2. 侵蝕地形区

これも地質図によつて,第四紀火山ﾡ出物以外の岩ﾡの分布区域を, 一般:の硬他輪廻; こ基く もの として 

取り扱つた。前述の地形区分の C3う,(4) が これに包括 される。

上記のほか, 各方眼の起伏量から解析度の算定を行った。これは, 横軸に標高, 縦軸に起伏量. この方 

眼を斜線で切った ものを最低谷底標高 と した図て判定する も ので, これには名•桝目 中の域高地点標高 S) 
起伏量との両方の値が必要である。起伏量と谷密度数を配合して図示したのが第2図である。この図は地 

形の開析の度合を示すものであって, 開析のすすんていない隆起準平原の場合は図表上の点は,ある高さ 

で横軸に集まり, 多少開析された幼年期山地になると,河川の下刻現無が山頂の低下よ りはるかに大きい 

ので起伏量が増し, 点の分布は横軸よ り多少上方に集まる。開析がすすんで壮年期にはい、るとさらに上方 

に位置し, 最低谷線に近づく。したがつて, 点の配置とその平均値を見いだして結んでみると1つの曲線 

となり, この曲線の傾きが,最低谷線の傾斜度に近づけ壮年期地形である。

第2図で解明されることは,はじめに地質図で火山地形区, 侵他地形区の2つに区別したこ との妥当性 

がかなり明らかに表示されている。これは侵蝕地形区の〶,○点および火山地形区の©,0点のま とまり 

かたが1つの傾向性を示していることによつて推定される。そして地形の侵蝕輪廻と しては,早壮年期地 

形と幼年期 C中期) 地形と区別することができる限界線を見いだすに容易であった。

こ の地形区分界線を最高標高 と 起伏量 と の関連曲線値であ らわ してみると 次の とおり である。

否5
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この大地形区分を現地で判定する ために写真を撮り,確認した。これは写真No.1〜No.3のとおりで 

ある。

f 傾斜区分および地形分類

地表傾斜区分についていろいろ时議した結果,一応10° 区切りのものにして現地における土頭の実態と 

比較してみることにした。

また地表傾斜の計測方法は, 1cm 区切 り のサ目 の交点付近で最もょ く 地表の状態を表わす点を選定す 

るという こ とにした。

現地において こ の傾斜度の計測の妥当性および確実性を実測に よって検討 し てみた結果, こ の定山渓図 

幅では, 多少の補正はした力:,ほぼ信頼度の高いものであることを確認した。一般; こ平均傾斜を表わすよ 

う になるのが普通であるが, 計測値は確実性が強かった。

地形分類図については,微地形をいかに判別 し,どの程度に区切るかという 問題があ る けれど,空中写 

真で判別できる徴地形で, しかも5万分の1地形図に転ﾡできる範囲のものという線で分類図を作つた。 

これも現地において補正したのであるが,その傾斜区分 と地形分類 と 一緒に した ものが第 4 図 C別業袋入 

りう である。

2. 母材別土嬢調査結果

III 定山渓経営区土理概況郎査報告 (木立 ・ 山本 ・ 北川・ 長谷川 一51-

短い期川であるため選んだ調地区がはた して代表的な地区であるかいなかの問題が残されたが, この 

地域の 代表的岩用について調査 した結果を述べ る。

aう 石英斑岩地区

こ の調査結果は第 5 区の とおり であ る。これを要約すれば,

i 山頂級斜面およびの広い尾根ではBo型,やせた尾根はBn型, 凸形斜面および技合斜面で緩斜 

なところは Bn型, 傾斜30°以上のところはBっ型の土頭である。これ らは一般に礫質现土であるが,尾 

根の尖端が凸形あるいは枚合斜面に接続するところには運積土の厚い箇所があり,それは砂質であって, 

P。 型土珮が認められた。'凹形斜面の緩斜な ところは Be 型,急斜になると Bp型となる。一般にﾡ質ﾡ 

土である。また沢筋およ び小規漠の洪涵堆積物のと ころは Be 型が出現し, 河道部および水の流れている 

ところの近く では Br 型である。

この ような土壊型の出現は地形分類が特に有効であり,関連性が非常に深いことが認められた。

ii 土邨の物理的組成 と 地表傾斜 と は次の ような関連があ る。80, 150, 35° で区切る と実態に合致す 

る割合が大きく なる。すなわち,谷斜面では 15° から 35° までの地域は土壊 も深く,かつ,岩碑も比校 

的少ないが, 35° 以上になると土環も浅く,未風化物が多く なる。尾根部では一般に未風化物が多い傾向 

をもつている。また, 凹地形部では士理も深く,岩片および礫が少ない。

bゝ 第三紀層 (疑灰岩質岩府ゝ 地区

. 前述の地形, 傾斜区分図を もと と し,地質図(岩層分布図によって母材別に各地域の土ﾡ調査を行つた。

ﾡ質ﾡ土 砂質ﾡ土 w質揮土 埼質ﾡ士

第6図 第三紀 層 地区 の 土建第 5 図 石英ﾡ岩地区の土ﾡ
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この地域の第三紀層は主に緑色凝灰岩であって,砂岩 ・ 頁岩を主体 とする第三紀ﾡ地 と 興ェり, 土ﾡ 

形態は比較的単純である。土期型の出現状態は第 6図のとおり てあるがその出現傾向を要約すれば,次の 

とおりである。

i) 山頂緩斜面では B。 型土理が出現し,これはﾡ質頭士である。細い尾根および谷針では Bn型 

•で礫質な地質壤土となる。

ii 地形区分によ る細かい尾根筋は,凸形斜面と同じ傾向をもっている。

ii 波状の長い谷斜面においてもその上部と下部の土战形態の変化にす くないが,日射および風衝 を 

うけるところとそうでないとこ ろに土ﾡ形態に変化が認められる。

iv わ, iわ の事項を考慮にいれて地形区分図を利用すると比較的実用性が大きくたるものと思っれた。

v 地表傾斜と土性との関係をみる と, この地区の地形は谷斜面の長さ が 300～400m で比較的短い 

ため, 谷斜面の上部と下部では,土性に著しい変化は認められないのが一般的なすがたであるが, こiれも 

地表傾斜 35° 以上に なると 転石や岩を増ナ ところもあり, とき に は石礫に富 む土を形成 してい る 箇所

も見られる。

c) 第四紀水積火山噴出物推積層

これは定山渓地区だけの特殊な ものである と も思われるが,火山地形区の山施級斜面を構成しているも 

ので,上の火山噴出物 (陸成) のものと土環型およびその物理的性質が異なるかを検討するために調査し

IIl 定山渓経営区土理般況渊査報告 C 木立 •山本 •北川 •長谷川) - 53 ー

た精果は, 第7図のとおりである。その結果を要約すれば,

>) 単純な地形の ところが多いため,一般にBp型の土頭で占められているが,ﾡ水地点, 湿地など 

つ付近では Br 型である。これ らの土鬼; 土火山泥流,火山灰の土頭と性状が似ているが, 一般に土ﾡﾡ 

・深く・ 多くの場合A 畑 ・ Blは と も に呼いこ と が特徴であ る。

ii 表a7侵他に対する抵抗が弱く,地表価斜が:10°以上になると, 土鬼流亡が認められ,したがつて 

ごく 平担な と ころは划質上土であ るが. 一般に裸質な士期が多い。

d 火山噴出岩地区

査結果は第8図に示した上 う な土頭の出現傾向が認められる。これを要約すると,

No.4 No. 5

700-

600 -

500-

BE
米

NO.19

ﾡ質ﾡ士
埼質ﾡ士 埼質量士

(sr)発a

bk り

(gr.)力 り

(gr.)ム ワ

第8図 火山 噴出岩地区の土壊

磔質埴質期士

第7図

ﾡ質ﾡ質ﾡ士 埴質壊土

第四紀水成埴積層地区の土壊

i) この地区は幼年期の地形を呈し,まだあまり 侵蝕を受けない地域が広い。したがつて出設斜面 

や,なだ らかな谷斜面 と,こ れに接続 した急斜面があ る。

土頭は, 山頂級斜面ではBo型であるが, 土壤層は摩くない。斜面はいずれもBp型である。

ii) 25° 以上10° 前後までの凸形の谷斜面,あるいは複合斜面は土壤,層は浅く なってい る。

iii) 傾斜区分は8°, 25°, 350, 45° という区分が土性との関連がある。

e 集塊岩を主とした地区

調査結果は第 9図のとお り であ る。

わ 山頂級斜面は B。 型,尾根は Bn 型,凹形斜面は BD型のﾡ質ﾡ土で土ﾡﾡは厚い。凸形斜面お 

よび複合斜面ではBp刑の土ﾡが出現し, これ らは礫質で,土建層はうすい。また, 凸形斜面が標高700
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第9図 集塊岩地 区の土 期

しかし, 傾斜区分は土度の出現様式およびその深浅の程度,理学的組成などを考える と次のような区分 

が安当であ るよう に思われる。

6°- s° 1
8°～15° 2

15°～25° 3
25°～35° 4
35°～45° 5
45° 以上 6

c 土壌型の出現状態と地形分類の実用性について

地形分類その ものにも,いまだ完全 と はいいがたい点 も ある力:,北海道全域にあてはま る分類基準は今 

後大地形区分;こは地質図による新期火山,第四紀噴出岩と■その堆積物を火山地形区とし,そのほかのすべ  

ての岩附を侵蝕地形区として取り扱うのがよい。

また, 微地形および普通の地形分類には切峰面図を応用 してい くこ とが望ましいのであるが,この具体 

的な点についてはなお今後解明すべきものと思われる。

しかし一般的にいって,地形分類•傾斜区分•岩層区分等が記入された地形図を,現地に使用して土斑 

調査を行う ことは, よ り有効に, 能率的に作業ができる とい う こ と には,言葉をはさむ余地がない。

d. 土壊調査の能率増進について

今般筆者らの担当地域での調査日数および人員は,前述のような状態で実施した。標準断面および試掘 

点をいれた合計31 点であるが, 調査地域が1つの団地として相当広い面積を有する地区では,いままで 

の土環調査の能率の約 1.5倍に増進させるこ とができる と思われる。

～800m あたりで急斜に変っている箇所では PD 型土壊が認められた C豊平峡う。

f 土壌図 C実例)

この調査では土壤調査を した区域が部分的であるため, ま と まった地域の土壤図 と しては小区域であ る。 

しかし,地形 •母材などの相違に基く 土理形態の変化の実例 として第 10 図をのせた。この図の土ﾡ型を 

さ らに多少の土壤実験を行 うことによ つて細分する こ と が可能であ る。

3.摘 要

a. 岩層別に地形の状態が異なるか の問題について各岩層別に解析度を出してみた。その精果による 

と, 石英斑岩が微地形的にも,一投侵蝕地形の形態からも,ことに固有の地形をとっているほか,集塊岩. 

第三紀凝灰岩質岩層 ・ 火山噴出物および熔岩の順に地形的特徴が表われている。

b. 地表傾斜区分の妥当性について 寺田法による計測は一般に平均価斜が表現される結果とな りやす 

いので, 実態より少ない傾斜度として表われるものであるが, 1c の桝目 の交点付近の最急傾斜を計測 

する方法を と れば相当に実態に近い値となること が確認された。

定山溪地区のような早壮年期地形では,用いた計測方法は真実性が強い。
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IY 知内経営区土壌概況調査報告

前 田 禎 三(1)

本 正 義

渡 辺 至(3)

内容： 緒白 I.調査地の概況 IL.地形区分 III.地形と土ﾡとの関係 

N.植生と地形, 土壤との関係について v.遺林地について u.摘要

緒 言

この報告は,北海道における土ﾡ調査の方法を検討するための資料として, 地形,土期および植生調査 

の結果を取り まとめた ものである。

現地調査を行 う ま えの準備作業 として, 5 万分の 1 の地形図 (陸地測量部お よ び米軍 お よ び空中写真 

をもとにして, 傾斜区分 C10°以下,10°〜20°...ン, 谷密度, 起伏量よび地形分類(凸形斜面, 凹形斜面, 

平衡斜面,山頂緩斜面,…:)に関する図面を作成し,それにもとづいて調査地を,総合された地形的特徴 

によって地域区分し,区分された地城ごとの土ﾡ調査をどのような地形変化に応じて行え, 最も敏速か 

つ正確な成果を 期待できるかを十分検討する予定であった。 また現地調査にあたつては, これら図上作 

業によつてえ られた地形的特徴 と 実際の地形 と のあ いだに どのよう な興同があ るかを点検する計画であつ 

た。

しか しながら, こと にわれわれの環では空中写真その他の資料があ らかじめ入手できず, また時間的余 

裕 も なかつたために,準備作業不十分の ま ま現地調査にはいつて しまった。

現地調査の際には,最初の5 日間を調査地全域の踏査にあて, あらかじめ推定 した地形 と 現地の実際の 

地形がどのように照応するかを検討し, 残りの10 日間を土風および植生と地形との関係の調査に費した。

I 調査地の梅況

位 置 : 木古内営林*管内,知内経営区は,渡島国上ﾡ郡知内村にﾡし,ほぼ東経140°, 北ﾡ1°, 
渡島半島南端部に位置している。本経営区の最低地 は海拔ほぼ 20m, 最高地は大千軒岳の 1,071で, 

総面積 15,766 ん2 におよんでいる。

この経営区は,西部に渡島山脈の1支脈 (千軒山脈> である大千軒岳(1,071w), 七 ッ岳(956”り,袴 

腰山 C814m) 等々,1,000m 内外の高峰がそびえ,南部を岩部岳 C794m 等の 700m 内外の連峰によ 

ってくざられている1団地である。この団地の中央を貫流する知内川は, 源を大千軒岳から発し,まず住 

川をあわせ,湯の里付近で左岸からツラツラ川,ミナゴヤ川, チリチリ川, 右岸からコモナイ川,イデス 

川等の諸支流を合流させて津軽海峡にそそいでいる。

(1) 林来試験場土壌調査部土壌調査室眞、(2) 林業試験場北海道支場造林部土壌調立室 (3) 函館営林局計画課土壌調査係
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地質 ・ 地形 : 知内川本流に沿って,住川の分岐点付近までの地低荒は,大部分が第四紀阳の沖積統(給 

砂 ・ 泥) によって占められ,ところどころに上部洪積統 C碑 ・ 砂の互ﾡ ・ 火山灰をはさむ)の分布がみ ら 

れる。その上部には新第三紀層に風する地層が広くひろがつているが。これは知内川左岸を北束一甫西に 

走る断存線とチリチリ川の西部を北西一南西にく き•る線によって,確内階 (硬質泥岩を主とし,ﾡ灰岩・ 

砂質岩 •集塊質岩 (安山岩一女武岩) をはさむう と川端階 C火山砕府岩・泥質岩互ﾡ にわかれている。

新第三紀層につづく 海拔ほぼ 300m 以上は安山岩C輝石類安山岩うおよび日高系の古生ﾡ C粘板岩を主 

とし,砂岩•硅岩•石灰岩をはさむ)地帯になつている。

安山岩は甫東部では新第三紀/。 につづいて海岸線にいたる大団地を 占めて いる。北西部では, 住川を境 

と して西部に広 く ひろがる古生層 と新第三紀 と の接触部に迸出 して,丸岳 ・ 長山 ・ 牛品等の よ う な急 峰を 

形成する。

これらの地層のうつりかわりは, 知内川の右岸では沖積統一稚内階一安山岩 と 単純であるが,左岸では 

沖積統一椎内階一川端階一安山岩一古生的と複雑な階程を経ている。

地況もこのような地質のちがいに応じて, 低部から高部にかけていちじるしい変化を示す。すなわち, 

沖積統の平坦地形からゆるやかな洪積台地にうつり,ついでしわは細かいが,全体として起伏量が小さく, 

あま り 急酸でない新第三紀図の地形が広く つづいている。新第三紀層の上部には一段と傾斜が急で, 起伏 

量の大きい安山岩地帯がひろが り ・ さ らに母も急酸な古生腐地帯に終つている。

気 候： 温帯北部に位置し,年平均気温は8-9°C, 年降水量は1,200～1,400, 主風の方向は,

地点 び西量 _

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年

函 館

Q毎拔3後)

気 温 CC°う 
降水量 Cmm)

-3.0

82.2

-2.3

51.8

0.3

56.3

6.5

62.5

10.3

95.5

15.0

95.8

20.4

105.2

22.4

130.8

18.6

184.7

12.4

146.7

5.9

103.3

-0.3

55.2

8.9

1172.2

尻 臼

(海抜1Cmう

気 温CC°う 

降水量 (m

—3. 0

93.5

-1.3

47.2

0.8

80.0

6.2

81.3

8.7

87.8

14.0

99.2

19.9

126.2

21.7

154.7

19.0

239.5

13.0

184.0

6.4

135.8

0.3

73.0

8.8

1404.8

森 

C海抜13m)
気ﾡくC°う 

降水量 Cmm>

-3.9

92.2

—2.6

38.2

0.2

63.8

6.7

41.8

11.3

56.8

15.6

72.5

21.2

85.0

23.1

79.7

19.0

127.7

12.4

112.2

5.8

75.2

-0.8

60.0

9.0

911.2

八 雲 

(海拡7mフ

気 温 cC°> 
降水量 (mm)

-5.5

97.6

-4.6

85.0

1.5

57.3

4.6

57.3

9.3

82.7

14.5

72.0

19.8

126.8

21.8

83.3

17.1

156.5

10.5

116.8

5.0

109.2

2.2

98.2

7.4

1071.8

江 差
C海抜2Cmう

気 温 cC°> 
降水量 Cmmン

—2. 5

176.6

-1.2

104.7

0.8

73.3

7.1

48.3

11.2

92.3

16.1

96.7

21.0

116.7

23.1

114.7

19.0

182.5

13.4

102.2

6.3

100.8

0.7

95.2

9.6

1304.0

利 別

C海抜207〕

気 ﾡ(C°う 

降水量 Cmm)
-5.4

127.8

-4.5

102.2

-0.9

88.0

6.2

66.5

10.5

81'0

15.4

77.2

20.5

97.0

22.7

95.3

17.8

136.5

10.8

93.0

4.3

102.3

-2. 6

134.2

7.9

1209.6

寿 都

C海抜5か2う
気 温 CC° 
降水量 Cmン

-3.5

140.0

-2.6

97.3

-0.3

72.3

5.7

59.2

9.8

65.3

14.5

87.7

19.7

93.3

22.0

93.7

18.1

140. 8

12.1

114.2

5.2

145.8

-0.9

175.3

8.3

1284.3

岩 内

(海抜5m
気 温 (C°) 
降水量 Cm

-3.8

128.7

—3. 5

90.7

-0.4

66.2

7.1

45.7

10.9

47.2

15.3

65.7

20.2

81.3

22.5

96.8

17.8

111.5

11.6

83. 2

5.3

80.7

-0.8

97.7

8.6

983.3

真狩別 
C海拔225か)

気 温 (co) 
降水量 (mmD 
22～25年

-5.9

115.0

-5.4

98.0

-2.8

77.0

4.6

55.0

10.6

77.0

16.9

56.0

21.3

90.0

22.3

101.0

18.1

121.0

10.7

108.0

3.7

127.0

-2.5

159.0

7.7

1184.0
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夏季手東風・ 冬季西風である。全体として変日本型気候の影響を強く うけている。

調査地域内に観測点がないので, 渡島半島に故在する観測点の資料(1906〜 1925 年)を次にあげてみよ 

う。

森 林: 落葉広葉樹林帯に屈し,裏日本型ブナ林の領域に合まれる。天然林はほとんどがブナ林で, 

沢沿いの一部にサ ワ グル ミ 林がみ られる程度で, ヒバや ヒメコマツはまれに点生するが純林をつ くること 

はない。トドマツは202林班の母樹林が南限といわれていたが, 風倒でほとんど全してしまい, ブナ林 

内にわずかに点生する ほか ま と まつた林はみ られない。

I 地形区分 (写真 1, 2 参照)

調査地を地形的な特徴によつて地域区分するために, 谷密度 ・ 起伏量 ・ 傾斜区分および地形の区分等を 

行つた。

1. 谷密度および水系の形(第1図,第2図参照

5万分の1の米征地形図に,2c*2cの方眼網をかぶせ, 各方眼内の谷の本数を数えた結果を1:0

第1図 谷 密 度 図
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～10 本,(最る小>, 2 :11～15 本 C小う, 3 : 16～20 本 C中よ り小),4: 21～25 本 C中よ り大ン, 5 : 26 
〜 30 本 (大ン, 6 : 30 本以上 (最も大う の 6 階級に分けて区分したのが第 1 図である。 この結果, 谷密度 

と地質 と のあいだにはかな り 密接な関連性のあ ること がわかつた。

古生層地帯および花崗岩地帯では,高部に11～15本の地域が集中的に現われ,安山岩と新第三紀烟： 

の接触部に 16〜20 本の地域がひろがっている6
古生層および安山岩地帯 と 新第三紀暦 とでは, 谷密度の ほかに水系の形に もかなり のちがいがみ られる。 

新第三紀層の場合には,主谷に対して短い支谷が直角に近く あたかも く しの歯状に密に出ているが,変谷 

がさらに枝わかれするこ とは少ない。安山岩 ・ 古生層地帯のものは長い支谷がﾡに鋭角に出ていてその上 

流部ではさらに枝わかれする。

安山岩地帯では,知内川右岸 C南東部)に11〜15, 0～10本が集中的に広く現れ, 左岸 C北西部う で 

は,中央部の 11 〜 15, 0～10本の地域を囲んで古生層や新第三紀ﾡとの接触部に 16 〜 20 本の地域がかな 

り広くひろがつている。

新第三紀伯は,一般にこの調地域内では最も谷密度のい地域であるが, 知内川右岸の場合には,下 

流部と上流部に明らかに2分される。すなっち, 下流部は 16～20本の部分が圧倒的に広く, 上流部は21 
～25 本の領域が大きい。左岸の場合 には 21～25 本が最も多く, 26～30 本がこれについでいて,安山岩 

よび古生ﾡ地との接触部(主として 16～20本う と区分することができる。

知内川沿いの平川地(第四紀めからなる：)では, 大部分が 0～10 ,11～15 本の領域に含まれる。

2. 起伏量(第3区参照

谷密度の と き使用 した 2 cm*2cm の方眼網をつかって, 各方眼内の最高点と最低点の比高を読み,

1 : 100m 以下 C最も小う, 2 :100～200m C小う, 3 :200～300m C中う, 4 : 300～400m C大ン, 5 :400m・ 
以上 (最も大う の5階級にもとづいて作成したのが第3図である。

この図でも起代量の差が地質のちがいによつてかなり めいり よ うに現われている。すなわも, 南東部の 

安山岩地(は300,以上の地域によつて占められ, 北西部の安山岩および古生心地帯 も 300m 以上を核

第3図 起 伏 量 図
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にして, 200～300m1 の地域がこれを囲んでひろがつている。

新第三紀層はだいたい、100～200m の領域で, 安山岩地帯に近く なつて,200～300m の地域が分布す 

ること は谷密度の場合 と 同様であるが,知内川右岸でみ られた下流部 と 上流部 とのちがい、はこの場合には 

認められない。知内川流域の平坦地は,100m 以下ないしは 100m を 20～30m 超える にすぎない起伏 

量の最も小さい地域である。

起伏量によ る地域区分を谷密度によ る区分と比校してみる と, 北西部の古生ﾡおよび安山岩地帯の境界 

に若干のく いちがいがみられるが,概して類似の傾向を示している。

谷密度と起伏量との関係は, 知内川沿いの平坦地 Cどちらも小さいう を除いて,谷密度の大きいところ 

ほ ど起伏量が小さいという逆の関係を示している。

3. 傾斜区分 C第 4 図参照う

1 :10° 以下 C最る級う, 2 : 10～20° C級う, 3 : 21～30°(中う,4: 31 〜 400 C敘), 5 :40° 以上 (最もた

安山岩B区
第三紀B区

古生層A区/

大千ﾡ岳

前千軒岳

安山岩B 
ﾡ岳 第三紀A区

10 以下 
10〜20 
20〜30 
30～40 
40以上

安山岩C区

ビんざか

メートル1000S00 0___1000_2000

第4図 傾斜区分図

. 第四紀区

ヴのさど :

安山岩A区

二ざ明品

の階ﾡ基準に よ つて 作 られたのが第 4 図であ る ・

この図は 5 万分の 1 の地形図に, 1 cm x 1 cm の方眼をかけ,交点に及 も近い部分の等高線の間隔から 

価斜角度を割り 出して作成したものである。交点が谷や尾根におち る場合にも長い、方向の等高線の間隔を 

測定の基準とした。したがって谷や尾根の現合,地形図の表現どおりに細長く綏斜地が区分されている。

地形分類の場合もそうであるが 新第三紀Wの地域でみられる ように,地形図ではかなり幅広く,谷沿 

い,尾根沿いに級傾斜地が現われているのに,現地の地況はそれらの帽がきわめてせまくて,急斜面と急 

余画との複合として表現したほうが妥当と思われる場合がしばしばあつた。作図にあたつても, 現地調査 

にあたって も あ らか じめ十分注意 しておかねばな らないことである。

傾斜区分図からも, 地質のちがい と 関連して,調査地をいくつかの地域に区分する ことができる。最も 

急価斜なのは古生ﾡ地帯の高部である。こ こ では主 として 30～0° の部分が最も広く ・ 40° 以上の ところ 

が部分的に相当な面積でひろがっていて,20～30° が広い領域を占める低部 と は区分される。安山岩地帯 

は一般に急、傾斜地が多いが,南東部と北西部とではかな り趣をことにしている。すなわち,南東部では30 
～0° の部分が及も広く,20 〜 300 がそれについでいる。しかも これ らの傾斜区が大面積にわたつて集中 

的に分布しているために,全体として単純な様相を呈している。ところが北西部では40°以上, 30～40° 
の急斜面を もつた急峰が独立 してあらわれ,■その囲を主として,10～20°, 20～30° 等の部分がうずめて 

お り ・ 各傾斜区の分布面積には南東部の よ う な格段の差がな く ・ また集中的でないために,そのあ らわれ 

かたは,南東部に比べてかなり複雑で一様性に乏しい。

新第三紀層が低部 と安山岩と の接触部 とに大きく分けられることは谷密度や起伏量の場合 と 同様であ る。 

また知内川右岸が下流部と上流部に再区分されることも谷密度の場合と傾向を同じくしている。

知内川右岸の上流部と左岸の低部は20～30°の部分を基調に, 30～40° の部分がかなりな面積を占めて 

いる。右岸の下流部では10〜20°の部分が大きくひろがり, 20～30° の部分がこれについでいる。また左 

州の安山岩との接触部は主として,20～30° の部分によつて占められている。

知内川沿いの平坦地 C第四紀層 は全体が 10° 以下の部分よりなりたっている。

4. 地形分類 C別薬第5図参照

北海道土量調査断定実施要領 (案> の地形分類基準に もとづき,空中写真 と 地形図を もとに して作成 し 

たのが第5図である。

この図に は傾斜区分階級 C1～5 が点線でかこ ん で重ねて あ る ・

さきにふれたよ うに, 図上で作成した傾斜区分図には, 実在 しない尾根や谷沿い の緩傾斜地が強調 され 

ていたが,ここでは凸形斜面 C南東部都安山岩地帯の幅広のものは除くゝ や塔等を除いて,傾斜区分が進林 

上意味を もっと 思われる平衡斜面 ・ 凹形斜面 ・ 山頂緩斜面 ・ 山施緩斜面 ・ 河岸段丘 ・ 渋画地 ・ﾡ館・扇状 

地等についてのみ区分を行つた。

前の諸項目でみられたよ うに, この場合でも地質のちがいがはつきり と地形変化にあらわれている。す 

なわも, 古生図地帯ではかな り急傾斜な凹型斜面がよく発逹しており,凸型斜面は幅がせまいが, 新第三紀 

層に比べて分岐のしかたが疎で,単純である。この地帯は前の項目でもみられたように,山頂緩斜面のか 

なりよく発達する低部と発達しない高部とに二分される。安山岩地帯では凹形斜面がよく発達し,凸型斜 

面 の分布が疎で単純な点では古生層地帯 と 類似 してい るが,南東部 と 北西部 と ではかな り った様相を星 

している。南東部では,凸形斜面の幅が概して広く, 山頂緩斜面もかなりよく発達している。また鞍部が、
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よく発逢しているために, 凹形斜面や平西斜面によつて枚想が分断され, 不税にあらわれているのも特 

徴的である。またこの地域の凸形斜面の分布密度は調査地内で最も疎である。一方北西部ては凹形斜面は 

よく発達するが, そのために, 私線が分断されることはなく, 凸形斜面の幅の広さや山頂級斜面の分布店 

度の点でも南東部におよない。また急な独立崎が:不遭続に発述しているために,ユ述およびﾡ催がよ 

く 発達 してい る の も特徴的であ る。

新第三紀/には屈折した幅のせまい凸形斜面が密に分布している。平御斜面の長さはきわめて短く, 向 

形斜面の発達は全地域中て段 も貧弱であ る。谷いにか.つての侵触面が述状になつて断続的にあ らわっiれて 

いるのも特徴的である。

知内川左岸の安山岩地帯との接触部が安山岩地域と類似した傾向を帯び,右岸の下流部に山頂緩斜面, 

山蓮緩斜面および河岸段丘がよく発達していて,それぞれ再区分されることは前に述べたとおりである。 

知内川沿いの平坦地  (主として沖積統よ りななるうは細長くつづく述によって, 新第三紀ﾡと境されている。 

この地域はさらに低い述によつて, 河岸段丘および洪涵他に再区分される。

5. 地形区の区分 c第 6 図参用)

aE

-キ--- 

ほ三颱田活え目ヽ 価コ鱷) 

キロ内I川

(二ﾡ)ド(安山送)

第6(1図 地形断面図

第6(2図 地形断面図

以上述べたよ うに調査地は,いくつかのかなりめいりよ うな特徴を備えた地域に区分される。これを総 

括すると次のよ うになる。

(1) 古生層 A 区

古生層の高地部 C大千軒ﾡ を中心とする 区域

岩種：粘板岩を主とし,砂岩•硅岩•石灰岩をはさむ。

谷密度 : 小 (11～15 本)

起伏: 大〜最も大 C300m以上ン

傾 斜 :名〜最も急 C30～40°,40° 以上

急傾斜の凹影斜面がよ く発達・ 幅せまい凸形斜面が疎に分布,平衡斜面は長い。

(2ゝ 古生ﾡB区
古生船の低地部

岩種：古生棧A区に同じ

谷密度 :中よ り小 C16～20 本

起伏量: 中 C200～300う

傾 斜: 中〜急 C20～30°, 30～40°ゝ
凹形斜面はよ く 発達している。山頂緩斜面は比校的よ く 発達し,稜線は断続的である。平衡斜面は長い。

(3ゝ 安山岩A区
安山岩の南東部 (流扱 300m 以上

岩 種：輝石類安山岩

谷密度 :小 -最も小 C11～15 本,0～10 本)

起伏量: 大〜最も大 C300m. 以上

傾 斜： 急 C30～40° が主

凹形斜面はきわめてよく発達している。山頂緩斜面の分布領域は広く,凸形斜面は量も幅が広い。分布 

は疎で稜線は断続的。平衡斜面は長い。非常に雄大な地形を示す。

C4ゝ 安山岩B区
安山岩の北西部 C海抜 300m 以上>

岩種：安山岩A区に同じ

谷密度 : 小〜最も 小 C11～15本, 0-10 本)

起伏量 : 大〜最も 大 C300m 以上う

傾 斜： 急〜最も急 C30～40°, 40° 以上

凹形斜面,がけおよび急斜地がかなり広く分布し, 崖錐も発達 している。凸形斜面は安山岩 A 区に比べ 

て幅がせまい。分布は疎である。平衡斜面は長い。

C5) 安山岩C区

安山岩の北西部

岩 種:安山岩A, B区に同じ

谷密度 :中より 小 C16～20本う

起伏量 ： 中〜大 C200～300m, 300～400ッウ

傾 斜: 中 C20~300。100～200 の領域も部分的にかなり広い:)

凹形斜面はかなりよく発達している。凸型斜面の分布は疎で,平衡斜面は長い。山龍綏斜面がよく発逹

している。

C6う 第三紀層 A 区
・ 知内川左岸低部 C30～200m および右岸上流部 C30～300mン。

岩 種： 硬質泥岩を主 とし,凝灰岩, 砂質岩 .集塊質岩 (安山岩一武岩ゝ をはさむ。
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谷密度 :中より大 C21～25 本
起伏量 :小 C100～200 mン

傾 斜: 中〜急C20～30°, 30～40°ン

凹形斜面はあまり発述せず, 規模は小さい。幅のせまい凸形打面が屈折 して 入り組み,分布密度は大き 

い。平術斜面は短い。細長いがけの発テ物:著しい。

C7> 第三記層B区
知内川左岸高部に位置 し,安山岩,古生ﾡとの接触部 C200～300。

岩 種： 火山砕/岩,特に安山岩直〜流紋岩貫緑色展灰岩を主 とし,砂岩質岩, 泥質岩互ﾡ

谷密度 :中より小 C16～20 本)

起伏量 : 中 C200～300 ン

傾 斜 : 中 C20～30°う
地形的には安山岩地帯および古生層地帯の低部 と 類似の傾向を示す。凸形斜面もかたちが単純になる。 

平衡斜面は比較的長い。

(8> 第三紀層C区
知内川右岸下流部 C流 30～300w
岩種：第三A何区に同じ

谷密度 : 中 よ り 小 C16～20 本

起伏量 :小 C100～200 mン

傾 斜: 級～中 C10～20°, 20, 30°う
凹形斜面の規模は比較的大きい。山頂級斜面, 山施級斜面がよく発達する。凸形斜面は入り組みが少な 

い。平衡斜面は短い。

(9う 平坦地区

知内川沿 C流海 15～150ァン

第四紀の沖積統お よ び上部渋積統よ りなる。

岩 種：沖積統は礫•砂•泥,上部洪積統は礫•砂の互他,火山灰層をはさむ。

谷密度 : 最も小〜小 C0～10 本, 10～15 本
起伏量 : 最も小〜小 C100m 以下,100～200m)
傾斜：最も緩Qo。以下)

地形的には河岸段丘および洪涵地からなつており,この地域は細長くつづく崖によつて境されている。

ロ 地型と土壌との関係 (第7図)

基本的には山頂緩斜面 ・ 平衡斜面 ・凸形斜面 ・ 四形斜面 ・ 山施級斜面 ・ ﾡ・ ﾡﾡ ・ 河岸段丘 ・ 洪涵地等, 

地形の種類ごと にどの よ う な形の土壌がでて く るかというこ とになるが, それぞれの地形のひろがり は, 

地域によつてさまざまな現われかたをしているので,これに対応する土壤型の分布領域も地域によつてこ 

となつている。

地形分類と土ﾡ型との概略的な関係は次のとお り である。

山頂級斜面 : BI 土ﾡ, Bd 型土ﾡ。

N 知内経営区土建故況調査報告 (前田 ・ 蔵本 ・ 渡辺 - 67 一

山 超級斜面 :Bn, Br 型,Glei 土ﾡ. 泥炭土壌,B 土頭。

凸 形 斜 面 : 幅のせまい もの-Bn 型,Pna 型土理,幅の広いもの_Bd 型土頭。

凹形 斜面： BE 型, った Bo型 土i, 急斜地 000 以上)では表土がけずられた未然土。

平 商 斜 面 : Bd 型士頭, 急年地 Ci0° 以上 は未熱土。

i 錐 : 土頭深く ・ Be CD 型土壊が多い。

河 州 段 丘 : Br型. Glei 土ﾡ, Bp型, B 土壤。

洪 涵 地:BrﾡGlei土風が多い、。一般に未熟でる。

これを地域別にみると,

1. 古生屈A区C高部

"形斜面の分布は疎で,凹形斜面が広く, 平衡斜面も長いが,海高ほぼ600m以上は傾斜が:きわめて 

急であるために,表土がけずりとられていて無立木,ない、しは疎林状態になつているところが多い(こと 

に凹形斜面を中心に)。それ以下では凸形斜面に Bn型ないし Ppa 型土壊,平衡斜面に Bp型土頭, 凹 

形斜面に Be 型士期,山避緩斜面に Be 型 ない しは Bd 型 土基が分布している。岩間ま じりのく ずれた土 

風が多い。

この地域の土期は一般に表土は深く,暗色を呈している。土性は L 〜 S.L でおる。

2. 古生屈D区

低部 C安山岩および第三紀との接触部う, 古生ﾡA区にくらべて, それほど急傾斜ではないので,凹

オオバス

-アクシバ

第7(1)図 地形土ﾡ植生関係図 
古生層B区
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形斜面では表土がけずり と られて,心土が露出しているよ うなところは少な く,Be 型土ﾡが多い。尾根 

では広い凸形斜面ないしは山頂緩斜面が比快的よく 発達 してい るので, Bn 型土壤のほかに Bn型土頭の 

領域もかなり 広い。平衡斜面は Bd 型土風によつて占められている。

この地域の土頭の状態は古生ﾡA区と同様な傾向を もつている。

3. 安山岩A区(南東部)

安山岩B区第7(3ン図

オオバス

ー アクレバ
(オナ?ッミ)

地形が雄大で安定しているので,知内経営区全体を通じて,深い良好な土期が最も広く分布している。

凸形斜面は幅が広いので Bp 型土期の分布はせま く,Bd 型土期が多い。第 7 図に もみられる ように,幅 

のせまい 凸形斜面の場合でも, Bp型士ﾡがせりあがつてBn型土頭の領域をせばめている。Bn型土量も 

他の地域のものにく らべる と湿りの傾向を示している。凹形斜面の規模は大きいが, 古生層地帯のそれほ 

ど傾斜が急でなく,堆積地形がよく 発逹しているので,BeC町 型土境の分布領域は広い。

この地域の土壤は一般に表土が深く,膨軟である。土色は暗褐色を呈し,礫は少ない。土性は C.L〜L 
であ る。

4. 安山岩B区C北西部

この地域には急峻な独立峰が多く,急崖および崖錐がよく発達しているので,がけの部分の未熟土およ 

び崖錐の部分の Be C 型土期の分布領域がかなり 広い。凸形斜面は,幅がせまいので Bn型土風の分 

布面積は安山岩A区にくらべて広くなる。安山岩A区と同様に平衡斜面が長く,凹形斜面がよく発達して 

いるので,Bp型, Be 型土期の分布領域は広い。

ハイイヌヴ

ーオオパクロヒジ

Be- Po=

ハイイヌガヤ

ーオオバ ク0そジ

BD

B

○ O-----0一

第7(4図 第三紀層A区
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5. 安山岩C区

土壤の現われかたは,他の安山岩地区とほほ同様である。

安山岩 B, C区の土ﾡの状態は安山岩A区と同様であるか, ややﾡの多、もかしがある。

6. 第三紀屈 A 区 C新第三紀ﾡ低部

幡せま く,複雑に屈折する凸形斜面は, Bn 型土頭ないしは Bn型 土塚; こ由来する と思われる Pnn 型 

土壌によって,またそれにつづく平衡斜面はBd型土携;こよって占められている。小さな谷ては谷壁と谷 

壁の複合か らなつていて,堆積地形が発逹せず,大きな谷では谷壁 と谷底 と の傾斜の変換がきわめてめい 

りよ うであるために凹形斜面は箔出 しない。このよ う な谷底の平坦地には Br型な いLは Glei土頭が分 

布している。谷斜面の上部は, ごくせまい幅でBn型と B,型土ﾡとの推移になつている。以上の よう 

な地形の うつり かわ りにともなう 土期の変化が,こ の地域の本的な形で, 時に平衡斜面につづいて山施 

緩斜面が発i至し,Bd型土期がみられる。

7. 第三紀届 B 区 C安山岩 と 古生層 と の接触地帯

大きな傾向は第三紀層A区と同様であ るが, こ の地区が新第三紀の川端階に風するためか, あるいは安 

山岩 と古生層 と の接触地帶にあたつている ためか, 地形がやや安山岩お よ び古生ﾡ的な傾向をび, 凹形 

斜面も第三紀A区よりよく発達している。そのため第三紀層 A 区より も安定した Bd 型土壌の領域が広 

く,Br型土頭も比散的よく発達する。

第三紀ﾡA, B 区の土期は,一 般に表土が うすく,下阳は一般につまっている。土色は暗黄褐色て礫が 

多い。土性は C.L〜L である。

(8 ) 第三紀層 C 区 (渋積台地

あま り 屈折のない幅広の山頂後斜面や山施緩斜面 •河岸段丘が よ く発達する。凹形斜面も第三紀圈 A 区 

に比べる と ・ 比較的規模が大きい。綾漫な地形変化に対応する土理型の現われかたは第 7図のとおりであ 

る。山頂級斜面にはエゾニウ ・ハンゴンソウ ・オニシモッケ ・ ヨプスマソウ等の大型多巡草本をともなつ 

た B/土ﾡが現われ, それ; こつづいて比較的ゆるやかな斜面; こは Bo型土頭が発達する。山施緩斜面や河 

州段丘には BI 土頭ないしは Bd 里士理が認められる。i状の急斜地は表士のけずり とられた未界土が大 

部分で, まれに突出部に Ba 型土堤がみられる。

山頂級斜面 ・ 河岸段丘等の平坦部; こは火山灰が厚く 堆般 してお り . これらの母材; こ由来する B/ 土国の 

分布領域が広いのも, この地域の一つの特徴である。

この地域の土雄は一般に暗色で,ﾡが少なない。土性はC.L〜Cである。

第8図は地形区分と踏の際の試掘を参考にして作成した土頭図の一部である。この図でもみられる よ 

うに, 同じ Bd 型士壤,黒色土でも出現する場所の地形 C傾斜等 のち力式、によ って性質の異なった土珮 

ができることがわかる。

E 〕 

EンZ3

Eニコ 

SS 
国-- 

EZZZa 
ロ

洪涵堆積土

BF~G

Be

Bd

つまり型B。 (趣斜地型

Bs (-Ppロ ゝ

黒色土

つま り 型黒色土(平坦地型)

ボ

第8(1図 第三紀 A 区土壤図

E2222 洪涵堆積士

E Br〜q
図逐8 Br
Eコ Bo

RS つまり型B。 (ﾡ斜地型

目 I BB〜Ppm

図Za 黒色土

ロII つまり 型黒色士(平担地型

紀 C 区

IW 植生と地形および土壌との関係 (写真 3,4, 5参照

第7(5ン図 第三 紀 層C区
地形の変化 と密接に関連して土壤が変化する こ とをみて きたが, 次に地形および土壌の変化が植生状態
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に どのよ うな影督をおよほしているかをみてみよ うo

調査地の森林は, ブナを上木とし, チマキザサを林床の主要構成種とするいわける ブナーチシマザサ群 

集に属するものであるが,沢沿いの湿潤な場所を中心;こして,規模は小さいがサワグルミ林が認められ 

る。いろいろな地形要素の組合せによつて,調査地が:いくつかの地域に区分されたが これ らの地域区分 

はだいたい地質区分と一致していた。

植生的にはサ ワ グルミ林が, 古生旭・ 安山岩地帯に多い傾向が見られるが, ことに凹形斜面 にこ の林が 

成立することは古生ﾡ地帯の一つの特徴である。古生脂地带ては一殷にチマキザサがうすく,尾根にオォ 

イワカガミの少ないのも著しい傾向である。

本経営区を調査 した結果,次の 15 分群集が認められた C第1表, 群落組成表)。

1. プナーヱゾュズ リハ分群集

沢に近い山脚部の小尾根に成立している群落で, 土壤は未熟な Ba 型である。

2. ブナーオオバスノキ分群集

抑尾根の Bn 型土壊に成立する。第三紀他や安山岩地帯では,このような場所の林床は必ずオオ イ ワ カ 

ガミによっておおわれるのが普通であるが, 古生層地帯ではきわめて少ない。

3. ブナーオオバスノキーオオイワカガミ分群集。

4. プナーアクシバーオオイワカガミ分群集。

第三紀お よ び安山岩地帯のﾡ尾根では, これら2 分群集が最も普遍的で, Bn 型土壤ないしは Bn 型か、 

らすすんだ PoE 土壤; こ成立 してい る。

ごくま れに河岸段丘に こ の分群集が認め られた。

5. ブナーチマキザサーCアクシバ分群集

おおまかな地形をもつた東南部安山岩地帯の尾根地形に成立する分群集でほかの地域のものにくらべて, 

土風が深 く,植生群落の組成か ら考え て も 乾燥要素が比較的少な く,キクザキイチリンソウ 等の湿つた要 

素も まじつている。Bn型か、らすすんだ Pon 型土期に成立 してい る。

6. ブナーヤマソテッーオオイワカガミ分群集

尾根に近い斜面上部に成立する群落で,組成的にも,土理的にも,乾燥型と適潤型の中囲的な性質をも 

つている。

7. プナーハイイヌガヤーオクノカンスゲ分群集。

8. 典型的な斜面型群落で,Bo型土ﾡに成立する。この群落は, 斜面地形で最も広い領域を 占めてい 

る 〇

8. ブナーハイイヌガヤーオオバク モジ分群集。

斜面型群落で Bd 型士拡に成立する。

9. ブナー ハイ イ ヌ ガヤー オオバク ロ モジーシ ラ ネワ ラ ビ分群ﾡ。

斜面と河岸段丘の間にはさまれた,小規模な山施級斜面ともい、うべき地形に成立する群落で, 土ﾡ型は 

定積の Be 型土期である。

10. プナ —— ハイイヌガヤ——キクザキイチリンソウ分群集。

ﾡﾡ地形の, 湿潤な傾向強く礫が多い Bd 型土壤に成立する。

11. プナーキクザキイチリンソウ分群集。

微凹斜面の小標を混えたBd型土珮に成立する。

12. ブナーオオバクモロジーキクザキイ チリンソ ウ分群集。

東南部の安山岩地では, 秋線部でも尾根の幅が広く,•また山頂緩斜面を形づくる堀合が多いので,そ 

の内部;こは比較的湿った土珮が見られる。この分群集はそのよ う な地形に成立する群落である。5のブナ 

ーチマキザサー Cクシバン 分群の下部に位置し, 土国は Bn 型で深い。

13. ブナーリョ ウ メンシ ダ分群集。

山就級斜面の徴凹部や河段丘に成立するブナ林の中では最も湿つた群落でおる。士現はカベ状のつま 

つた Br型および Glei 土ﾡである。

1.. サワグルミージュウ モンジシダ分群集。

斜面下部の累石地,押出し地形の BE C 型土理に成立する。リ ョ ウ メンシダのカベ状型に対して,

ジュウモ ンジシダは多礫質で孔隙が多い。

15. サ ワ グル ミークサ ソテッ分群集。

平坦な河岸段丘に成立し,Br型 CGleiに近いう 混炭土堀に成立する湿原化-•歩手前の群落である。こ 

れが一すすむと ミ ズバシ ョ ウ・ オオカサスゲ等の湿原になる。

以上全ﾡﾡ諾の立場か ら, ブナーチシマ ザサ群集に含まれる分群集についてのべて きたが。次に階層群 

落の立場か、ら, 低木階以下の組成団を対像にして Cajander 方式による林味型を地形および土ﾡとの関連 

において抽出してみよ う。

この方式によって抽出された林床型は,ブナ林: 3林床型,サワグルミ林: 2林型であるが, ブナ林 

の 3 林床型は,鈴木等 い が北海道の プナ林試査で認めた亜群集 C高5地のチシマザサ亜群集を除いてゝ と成 

立する地形位置か、らおして, 対応す る 領域の規模を もっている。

天 然 林 林 床 型 土拡型 地形 鈴木等の亜群集

プ ナ 林

1.オ オバスノキ -アクシバ型 
C1,2, 3, 4, 5

PDm   ヤ七尾根型——ツルシキミ亜群集 

Bs
2.ハイイヌ ガヤーオオバクロ モジ型--- 二 BDm .......斜 面 型---- ハイ イ ヌ がヤ亜群集 

C7, 8,10,11,12-
シラネワラ ビ亜型 二二---------------  BEC定

サ ワ グル ミ 林 く

3.リ

4.ジ

5.ク

3

ユ ウ

サ

ウ 河岸段丘——オ クノカンス ゲ亜群集

(15つ

斜 面下部型

河岸段丘型

ブナーヤマソテツーオオイワカガミ 分群集は中間的な群落cカッコ内の番号は分群集番号である。6 ...
であるので除いた。また林床型 と土壤型を結ぶ線のうち,実線は標準地調査のの際, 実際にみられた 

関係を示し, 点線は標準地調査では確認しなかつたが,踏査の際認めたものないしは当然予想される

関係を示したものである。)

各地域ご と に分布領域の広さにちがいがあるが, 基本的には 5 つの林床型を もった森林が地形および土

ﾡの変化に対応して,規則正しく くりかえし出現していると理解してよい。なおわれわれが調査した範囲
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では,リョウメンシグ型はブナ林とジュウモンジシグ型はサワグルミ林と結合して出現していたが, この 

2つの林床型はブナ林とサワ グルミ林の間を動掘しているものつょう に思われる。ジュ ッモンジシグ型は 

孔隙の多い多礫地を,リヨウメンシグ型はそれと比べて, 孔隙グ 少ないつまった土斑のと ころをそれぞれ 

領域と して占めている。

V 造林地について (写真6参照)

今度の調査では, 造林地を詳細に検討する機会がなかったので,断片的な観察の結果しか述べられない 

ことははなはだ残念である。

従来この地方ではスギの造林は海拔ほぼ 300m 以下に限られているので, スギの沿林地は主として第 

三紀層および第四紀的地帯にな るが,すでに述べたよ うに, 第三紀的地帯には スギの適地が少な いので, 

洪積台地の斜面下部がその中心になつている。スギはこの地域ではかなりな成績をおさめている。ただし 

河岸段丘の平坦地 Cた と えば B/ma 型土期がでて くるようなう では極端に成長が悪い。このような とこ 

ろでも, やや傾斜がかって くる と土壤は膨軟になり,見ちがえるような成長を示している。

調査地全体 を通じて の主要な造林樹種は,トドマツ・カラマツであるが, これ らの樹種の造林可能地域 

は海拔高の制約がないので,かなり 広い ように思われる。すなわち,過湿な土壤,急斜地 C400 以上) の 

未熟土,極端な乾ﾡ士ﾡ CBn 型,BA 型土頭のよ うなう を除いた,Bd 型土量 C林床型はハイイヌガャ 

ーオオバクロモジ型, および Be 型土期の出現する斜面中部以下がこれにあたる。ただ山頂緩斜面の場 

合,風衝の関係でカラマツよりもトドマツのほうが適当と思われるところがかなりある。

W摘 要

1. 谷密度 ・ 起伏量 ・傾度 ・ 地形分類を もとに して,それぞれ知内経営区の地域区分を行ってみた。 

これら地形要素 C項目> ごとの区分には,多少のずれはあるが,地質系統のわかれかた と 密接に関連 し 

て.古生層2区, 安山岩3区, 第三紀3区, 第四紀1区, 計9つの地区に区分されることがわかつた。

2. 土壤のあらわれかたは,凸形斜面, 凹形斜面,山頂級斜面等, 地形の種類ごとに大きく規制されてい、 

るが, これ らの地形のあらわれかたや領域の広さは,さきにわけた各地形区によって真なつている。し 

たがつて, 土期のあらわれかたや領域の広さ も,各地形区ごと にちがつ ている ことがわかった。

3. 地形の変化と密接に関連して,土期のあらわれかたが規制されると同時に,地形および土期のあらわ 

れかた と 密接に 関連して 植生が規則正 しく 変化 してい る。ことに ここ で類別 し た林床型規模の も のが, 

地形および土壌の変化 とよ く 対応する ことがわかった。

4. 知内経営区の場合,調査地を地形解析によつて地域区分し,各地域ごと に地形分類を行い,植生の変 

化を考慮しながら,土壤のあらわれかたをおさえていけば,いままでよりも正確かつ迅速に土期調査を 

すすめることができること思う。

文 献

1) 猪熊楽三 ・ 鈴木時夫 ・ 岡本省吾 : 北海道ブナ林植生調査報告,昭.28 C両i館営林局

地質関係の引用は北海道地質図 C1ゝ(北海道土木部ﾡ成う によった。
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